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　　　Prologue　『アリスの物思い』







「アリス様、本日これで十四回目の溜ため息いきです」

「……えぇ。そうね…………はぁ……」

「十五回目です」

「気持ちが浮うかないのよ。ねえ、燐リン。これが心労というものかしら」

　星の塔とう。

　瑞みず々みずしい草花の薫かおる庭園で、アリスはベンチに腰こしかけて空を見上げていた。

　アリスリーゼ・ルゥ・ネビュリス９世──ここ「魔ま女じよの楽園」ネビュリス皇おう庁ちようの王女であり、その身に強大な星せい霊れいを宿した少女である。

　日を浴びた金きん髪ぱつは淡あわく輝かがやき、紅玉ルビー色の双そう眸ぼうは凜り々りしく気品に満ちている。

　まだ十七歳ながらも早熟な肉体は大人びた起き伏ふくに富み、愛らしい容姿も相まって、姫ひめという華はなやかな印象にふさわしい。

　ただし──

　その可愛らしさも台無しに、アリスはいかにも物もの憂うげに溜息をくり返していた。

「アリス様、ここ最近どうなさったのです？」

　ベンチの隣となりで、従者の少女が声をかけた。

　燐・ヴィスポーズ。

　明るい茶ちや髪ぱつを左右にわけて結んだ少女で、年ねん齢れいはアリスの一つ下の十六歳。

　従者という立場ゆえの家政婦服という地味な恰かつ好こう。だがその実、服の至るところに短たん剣けん、金属針、ワイヤー等の暗器が忍しのばせてある。

　アリスの従者であり護衛役。それがこの燐である。

「お身体からだの調子でも？」

「体調はバッチリよ」

「お腹でも空きましたでしょうか」

「さっきお昼を食べたばかりじゃない。あなたと一いつ緒しよに」

「もう、では何なのですか？　アリス様、ご不安があるならお聞きしますから」

　途と方ほうにくれた口ぶりで、燐は胸に手をあてて。

「従者として、私はアリス様のお気持ちを知る義務があります。さあアリス様、どんなご不安もこの燐に打ち明けてくださいませ！」

「胸が苦しいの」

「お胸が？」

「下着がきつくて。またサイズが合わなくなってきたみたい……困ったものね」

「ただの自じ慢まんですか!?」

　薄うすい胸に手をあてていた燐が、顔を真っ赤にして手を離はなした。

「ええ、ええ。どうせ私の胸は平たいですよ。いまだに子供下着で間に合ってしまう私には、アリス様の気持ちなんてわかりませんってば！」

「冗じよう談だんよ。ふふ、燐はいつも可愛いわね」

　ベンチの背から身を起こす。

　燐には申し訳ないが、彼女の怒おこったり慌あわてた姿を見ると元気をもらえる気がするのだ。顔を真っ赤にする燐の姿は、とにかく活気に満ちている。

　そして可愛らしい。

　いつもは冷静沈ちん着ちやくな燐だからこそ、幼気いたいけな一面に愛くるしさを感じるのだ。

　……それに。

　……本当のことを言ったら燐にまた怒られちゃいそうだし。

　溜息の理由がネビュリス皇庁のことではなく、敵国の兵士のことと知れば、燐はきっと気難しい顔をするだろう。

　……イスカは無事かしら。

　……生きてると思うけど確証なんてないわ。

　アリスの不安の原因は、今から一週間近く前のこと。

　帝てい国こくとネビュリス皇庁の部隊が争う峡きよう谷こくで、アリスは、自分が好敵手ライバル視している帝てい国こく剣けん士しイスカの行方ゆくえを見失ってしまった。

　星脈噴出泉ボルテツクス。

　星の中ちゆう核かくから噴ふきだす星霊エネルギーに、互たがいが吹ふき飛とばされて──




〝この力？　星霊がすぐ近くに………だめ、制せい御ぎよできないっ!?〟

〝アリス!?〟




　元使徒聖イスカ。

　自分アリスが全力を出して戦って倒たおしきれなかった、因いん縁ねんの相手だ。次の戦場でこそ決着を。それを一日千秋の思いで待ちわびてきたというのに。

　またしても勝負が「お預け」になってしまった。

　アリスなりに心情を喩たとえるなら。ずっと心待ちにしてきた自分の結けつ婚こん式しきが、突とつ然ぜんの嵐あらしで中止になってしまった。そんなガッカリ感だろうか。

　……あら。でも結婚式は、さすがに大げさかしら？

　……わたしとイスカは戦場の敵同士よね。喩えるにしても結婚式はちょっと……

　内心で妄もう想そうが膨ふくらんでいく。

　と、すぐ横から燐が顔を覗のぞきこんできて。

「アリス様」

「け、結けつ婚こんなんか考えてないわよ!?　わたしとイスカは────」

「イスカ？」

「…………あ」

　しまった。咄とつ嗟さに言いつくろうとした弾はずみについ名前が出てしまった。失態に苦笑いのアリスに対し、従者の少女がみるみると顔を曇くもらせて。

「アーリースーさーまー？」

「待って燐!?　違ちがうの、話を聞いてお願いだから！」

「いいえ違いません！　アリス様ったら何度言えばわかるのです。あの剣けん士しは敵！　敵国の兵。しかも下級兵です。我が皇く庁にの王女たるアリス様が気にかける相手ではないのです。敵国の一兵など──」

　そう言っていた燐が。

　アリスの前で、ふと何かを思いだしたように顔をしかめた。

「まあ……あの剣士の腕うでは認めます。私も一度は不覚を取りました。アリス様がお気に留めるのもわからなくはないです」

「でしょ？　そうでしょう？」

「……何でそんな嬉うれしそうなんですか。敵の話なのに」

　大きく溜息をつく従者。

「わかりました。そんなにあの剣士が気になるとなれば、いっそアリス様の思うまま行動されるのもよろしいかと」

「行動？」

「あの剣士との決着です。アリス様の望むように二人きりで」

「え……いいの？」

　燐の言葉が、すぐには信じられなかった。今までイスカとの接せつ触しよくをことごとく嫌いやがっていた彼女が、まさかそんなことを言うなんて。

「で、でもどうすればいいかしら……」

「辛しん抱ぼう強づよく出会うのを待つしかありません。以前にあの男が現れたのは中立都市エイン。アリス様はあの場所で三回も出で会くわしているのですから、そこに足あし繁しげく通うのが地道ながら確実な手段かと」

「……わたし。しばらくは王宮のスケジュールが一いつ杯ぱいよ」

「私がスケジュールを調整いたします。次の休みを三日ほど。アリス様が皇庁の外に出られるよう手配します」

「燐、ありがとうっ！」

　席から立ち上がって従者を胸に抱だきしめる。

「さすがわたしの従者ね。それでこそよ！」

「ちょ、ちょっとアリス様!?……く、苦しいです。その大きな胸で私の顔を挟はさみこむのはやめてください！」

「あ、あらごめんなさい？」

　真っ青な顔の従者を慌てて放す。

「……こほん。そのかわりアリス様、一つ約束してください。王宮では溜息などつかず、王女らしく振ふる舞まわれること」

「もちろんよ」

　さっきまでの陰いん鬱うつな気分はどこへやら。

　今のアリスはもうこの場で小こ躍おどりしたい気分だ。まさか燐の許可を得て、堂々とイスカを見つけに行けるなんて。

「ああ楽しみ。中立都市で待ってなさいよイスカ！」

「ええ。……楽しみですね」

　アリスはまだ気づいていなかった。

　そう相づちを打つ燐が怪あやしげに目を光らせていたこと。

　イスカとの再会を願うアリスをよそに、この少女はまったく別の「対イスカ」計画を思い浮かべていたことを。




　そして──

　この従者の独断が、やがて帝国とネビュリス皇庁さえも吞のみこむ大きな運命のうねりとなることを。

　アリス、そしてイスカはまだ知らない。










　　　Chapter.1　『独断・すれ違い・捻ねじれる心』
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〝四人みんなにはネビュリス皇おう庁ちように侵しん入にゆうしてもらうわ〟

〝特務の正体は『皇庁侵入』。そして現ネビュリス女王を捕ほ獲かくすること〟




　帝てい都とユンメルンゲン。

　居住エリア、商業エリアの双そう方ほうから隔かく離りされた軍事エリア「第三セクター」。

　その基地会議室で──

「冗談が過ぎるんじゃねえのか。使徒聖サンよ」

　静せい寂じやくを破ったのは、銀ぎん髪ぱつの青年が発した返事だった。

「アンタが突とつ拍ぴよう子しもないことを言いだすのは毎度だが、今回のはさすがに笑えねぇ」

　ジン・シュラルガン。

　逆立てた銀髪に、精せい悍かんな面立ちの青年である。彼の立つ背後の壁かべには、肌はだ身み離はなさず携けい行こうする狙そ撃げき銃じゆうが立てかけてある。

「と。俺は思うわけだが」

「……僕も同感です」

　ジンの目配せに、イスカも小さく首しゆ肯こうした。

　イスカ──黒こく褐かつ色しよくの髪かみをした十七歳の少年だ。

　帝てい国こく生はえ抜ぬきの少年兵であり、所属はジンと同じく帝国軍。さらに詳しよう細さいに述べるなら、人類防衛機構のⅢ師所属。

　敵の魔ま女じよから、文字どおり人類を防衛する。その役目を帯びた帝国兵である。

「僕の知るかぎりですが、帝国の諜ちよう報ほう部隊は皇庁の国境を越こえるのにも苦戦しています。情勢が変わったんですか？」

「ううん。イスカっちの認識で合ってるわよ」

　眼鏡めがねをかけた女幹部がにこやかに返事。

「あの国ネビユリスの王宮はとにかく厳げん戒かい。女王のいる間なんてまだ誰だれも侵入できてないわ。でもね、だからこそソレができたら凄すごいと思わない？」

　璃リ洒シヤ・イン・エンパイア──

　怜れい悧りな面立ちに、黒くろ縁ぶち眼鏡がトレードマークの女性だ。

　いかにも優ゆう秀しゆうな社長秘書かビジネスウーマンといった知的な佇たたずまいだが、帝国軍の幹部としても男の兵士顔負けの体力そして戦せん闘とう技術をそなえている。

　いわば万能の天才。

　同期の隊長たちがしのぎを削けずるなか、異例の速度で使徒聖に抜ばつ擢てきされ、瞬またたく間まに使徒聖の第五席へ。今では天てん帝ていの懐ふところ刀がたなとして活動している。

　そんな彼女が。

「だから、これは大まじめな話。話っていうか命令？」

「誰の命令ですか」

「もちろん八大使徒よん。ねえイスカっち？　わかりきってること聞くなんてイスカっちらしくないんじゃない」

　眼鏡のレンズの下で、睫まつ毛げの長い双そう眸ぼうをきゅっと細めてみせた。

　怪しげな艶えん美びなるまなざしで。

「いやー、秘密にしてた甲か斐いがあったってものね。こんなに喜んでもらえるなんて」

「喜んでません……」

「へえ？　珍めずらしいねぇ。イスカっちがそんな嫌そうな表情するの？」

　腰こしに手をあてた璃洒が、物もの珍めずらしそうに顔を覗きこんでくる。

「元使徒聖のイスカっちにできないことなんてある？」

「難題です。今までも理り不ふ尽じんな命令は受けてきましたが、今回はちょっと比ひ較かくできるものじゃない気がするくらい」

　強こわばった口ぶりでイスカは応じた。

　対する璃洒は、艶美なまなざしを崩くずさずに。

「ふぅん？　でもイスカっち。イスカっちを保ほ釈しやくしてくれたのは誰かな」

「八大使徒です」

「そうだね。そして今回の発案者も八大使徒。ウチの言いたいこと、わかるよね」

「……承知しているつもりです」

　イスカは国家反逆罪を犯した兵士だ。

　一年前、たまたま目についた幼い魔女を脱だつ獄ごくさせたことで、終身禁きん固こ刑けいに。

　──黒くろ鋼がねの後こう継けいイスカ。

　──帝てい国こく最強の剣士に師事した者を、このまま投とう獄ごくするのは惜おしい。

　帝国の最高権力者「八大使徒」。

　本来なら獄ごく中ちゆうのイスカが檻おりから釈しやく放ほうされたのも、八大使徒の提案があってのこと。

「イスカっちの為ために言うけど、この任務は断れないよ。八大使徒の機き嫌げんを損ねたらすぐに牢ろう獄ごく戻もどりだしね。って、そんな顔しないでってば？」

　璃洒に肩かたを叩たたかれる。

「イスカっちなら大だい丈じよう夫ぶ。ってか第九○七部隊はみんな優秀だからね」

「だとしても無計画ノープランってわけじゃねえだろ」

　吐はき捨すてるような口調で、ジン。

「八大使徒が絡からんでる特務だ。ロクでもねぇ大層な計画が水面下で動いてて、そこに付き合わされるに決まってる」

「まあねー。ジンジンもわかってるじゃない」

「具体的な手段を教えろ。今ここでだ」

　さらりと返す女使徒聖に対しても、ジンの表情は揺ゆるがない。

「ネビュリス女王は、あの始祖の血統だ。女王だけじゃない。王宮には純血種がひしめきあってる。第九○七部隊オレたちにどう侵入させる気だ？」

　始祖ネビュリス──

　百年前に誕生した最初の魔女。

　帝国全土で迫はく害がいされていた星せい霊れい使いを庇かばい、たった一人で帝国軍に挑いどみ、帝都を火の海に変えたという伝説が残っている。

　ネビュリス皇庁の王家は、その始祖の血を受うけ継つぐ者とされている。

　──通つう称しよう『純血種』。

　帝国の認識としては、始祖の血脈は完全なる人外の怪かい物ぶつだ。一人で帝国軍の拠きよ点てん一つを壊かい滅めつさせる強さの魔女たち。

　それが、ネビュリス皇庁にどれだけいるかもわかっていない。

「純血種だけじゃない。そもそも国境を越えるための『星せい霊れい審しん判ぱん』が厄やつ介かいだ。それを使ア徒ン聖タが理解してないわけねぇよな」

「星紋でしょ」

　ふふんっ、と璃洒が意味深にウィンク。

「ジンジンの主張はごもっとも。星霊審判は確かに厄介だもんねぇ」

　星霊に憑ひよう依いされた人間は、身体からだの一部に星せい紋もんと呼ばれる痣あざがつく。帝国では「人外」の証あかしとされる痣だが、それを逆に利用したのが星霊審判である。

　国境の検問で──

　星紋のない人間の入国を制限する。

「帝国じゃ魔ま女じよ審しん判ぱんに使われた星紋だけど、皇庁むこうはそれを上う手まいこと逆手に取ったねぇ。星紋の有無をパスポート代わりにするなんて。星紋がない人間は帝国からの密みつ偵ていの可能性があるから、国内にそう簡単には入らせない」

　星紋は、肌はだを見れば一いち目もく瞭りよう然ぜん。

　ゆえに帝国人が国境を越えるのは至難の業というわけだ。

「諜報部隊が苦戦するんだよね。だって帝国人はただの人間だから星紋がないんだもん。皇庁の人間じゃないってすぐバレちゃう」

　お手上げと言わんばかりに、璃洒が肩をすくめてみせて。

「中立都市の人間が出入りする時も厳重な監かん視し付き。これじゃあ帝国の諜報部隊がどんなに優秀でも侵入は実質不可能なのよ」

「そういうこった。ソレを使ア徒ン聖タがどうするつもりか──」

「あるんだなー、それが」

「……なに？」

「帝国人でも皇庁に侵入する方法はあるんだよねぇ」

　ジンが目を細める。

　驚おどろきと疑いとが入り混じった仕草に対し、使徒聖第五席はますます愉ゆ快かいげに。

「三日後を楽しみにしてて」

「まだ教えてもらえないんですか。もう他部隊は演習に入っていると聞きましたが」

「お？　なんだイスカっちやる気じゃない」

「今の言い方で気にならないわけがないです」

　この女性の常じよう套とう手しゆ段だん。

　それを承知でイスカは頷うなずいた。

「準備期間がほしいんです。本当なら第九○七部隊ぼくらもとっくに特務の演習に入ってたはずなのに、星脈噴出泉ボルテツクスの確保で急な遠えん征せいを命じられたわけですし」

「ふむふむ？」

「準備不足が祟たたれば、僕らだけが足並みを乱す可能性があります」

　皇庁への侵入任務はイスカたちだけのものではない。

　八大使徒が計画した大規模作戦だ。実行部隊だけでもリスト上で二十部隊。百人規模の精せい鋭えいが帝国軍から選びぬかれている。

　……そんななか第九○七部隊ぼくらだけが失敗してみろ。

　……確実に皇庁国境で捕つかまって拷ごう問もんだ。

　犬死にする気は毛頭ない。

　自分イスカの抱いだく大望は、帝国と皇庁との恒こう久きゆう的てきな和平締てい結けつにある。こんなところで力つきるわけにはいかない。

「イスカっちの気持ちにウチも応えたいんだけどねぇ。でも残念。薬剤の準備があと二日かかるんだよねぇ。だから三日待ってってこと」

「薬やく剤ざい？」

「おっと喋しやべりすぎちゃった。じゃ、ウチはこれ以上口が滑すべらないうちに退散するね。バイバイ。イスカっち。ジンジン。それと──」

　背を向けた女使徒聖が、横顔を向ける。

　眼鏡のレンズごしに悪戯いたずらっぽい笑みを浮うかべて。

「ミスミスには今の作戦内容、ちょっと刺し激げきが強すぎたかな？」

「──────」

「あー。やっぱり気絶してる。まあいっか」

　返事がない。

　会議室の床ゆかで青ざめた顔で倒たおれている女隊長と、そんな女隊長を抱かかえるポニーテールの少女を愛いとしげに見下ろして。

「じゃあね音ネ々ネたん。今の話、ちゃんとミスミスにしておいて？」

「……はい」

「いい返事。いい子だね音々たんは。イスカっちもジンジンも。第九○七部隊のみんなは本当に可愛いよ。粒つぶぞろいで優秀だし」

　響ひびきわたる軍ぐん靴かの音。

　使徒聖第五席、璃洒・イン・エンパイアは、颯さつ爽そうと会議室から立ち去っていった。
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　会議室に残されて。

「隊長？　平気ですか」

　床でぐったりとしている小こ柄がらな女隊長へ、イスカは屈かがみこんで声をかけた。

　部隊長ミスミス・クラス。

　今もポカンと放心状態ではあるが、その幼げな面おも立だちは愛らしく、外向きにウェーブがかかった青あお髪がみも小柄な体格によく似合う。

　見た目は十代なかば。この中でも一番年下に見えるのだが、実際は二十二歳の成人女性。歴れつきとした上司である。

「璃洒さん行っちゃいましたよ」

「────」

　返事がない。

　璃洒は気絶してると言ったが、実際には意識があるし目もしっかり開いている。ただ、まだ起き上がれないほどグッタリと放心状態らしい。

　……倒れるのも無理ないか。

　……自分の身にあんなことがあった状態で、今の話を聞かされたんだから。

　二重ショックで倒れるのも頷ける。

「たいちょー。たいちょー？」

　ミスミス隊長の頭を膝ひざ枕まくらしてやりながら、その頰ほおをペシペシと叩くのは音々だ。

　音々・アルカストーネ。

　ボリュームのある赤あか髪がみを結わえたポニーテールの少女。部隊の通信技手にして、一流の機工士として名を馳はせる一面も持っている才女である。

「たいちょー。起きてよー。作戦会議しないと音々たち大変だよ。っていうか隊長が一番大変なんだよ？」

「無理だ音々。半日は動けねぇよ」

　諦あきらめた様子でジンが壁かべによりかかる。

　部屋の外を注意深く窺うかがいながら、銀ぎん髪ぱつの青年は押し殺した声音で。

「二重ショックだ。自分が魔女になって気が動転した矢先に、皇おう庁ちよう侵しん入にゆうなんて無理難題をふっかけられた。冷静になれって方が無理がある」

「んー。でもやっぱり隊長に元気になってほしいもん」

　ミスミス隊長の頭を優しく撫なでながら、音々。

「ねえ元気出して隊長？　今日は音々も一いつ緒しよに焼き肉食べに行ってあげるから。美お味いしいもの食べて元気だそ？」

「……あぅ……や、焼き肉……！」

「目ぇ覚ましやがったよこの隊ボ長ス。おいイスカも音々も心配ねぇぞ。食い意地が残ってるならいつもの隊ボ長スだ」

　呆あきれ半分でジンが見守るなか、小柄な女隊長が跳はね起おきた。

「はっ!?　あ、アタシなにをして……！」

「放心状態でしたよ隊長。璃洒さんが特務の説明をし始めた時からずっと」

　給水ボトルからコップに水をつぐ。

　冷水がなみなみと注がれたコップを、イスカは女隊長に手て渡わたした。

「はい、どうぞ」

「あ、ありがとイスカ君……」

　あどけない仕草でコップの水を飲みほして深呼吸。ようやく落ちついた。そんな彼女が、真っ先にしたことは自分の服を確認することだった。

　上着を脱ぬいだ白シャツ一枚の軽装。

　袖そでのボタンが外れているのを見て、何かを思いだしたように怖こわ々ごわと袖をめくり、左ひだりの上じよう腕わんから肩かたまでを露ろ出しゆつさせる。

「……やっぱり……夢じゃないよね……」

　弱々しい微び苦く笑しようで。

　左上腕に浮かびあがった碧みどり色の紋もん様ようを見つめるミスミス。




　──魔女の星紋。




　入いれ墨ずみに似た奇き怪かいな紋様だが、入れ墨と違ちがうのは、彼女ミスミスの肩にある紋様がうっすらと光ひかり輝かがやいていることだろう。

　星の未解かい析せきエネルギー『星せい霊れい』に感染し、魔女となった者の証あかし。

「アタシ、魔女になっちゃった……？」

「星紋がある時点で『大当たりジヤツクポツト』だ。まあ、気絶してたのはそれでも不幸中の幸いだったかもな」

　扉とびらの外をジンが顎あごでさししめす。

「下へ手たに隠かくそうとすれば不自然だ。隊ボ長スが起きてて星せい紋もんを誤ご魔ま化かそうなんてしていれば、確実にあの使徒聖に怪あやしまれてた」

　使リ徒シ聖ヤ視点で、ミスミスは『皇庁侵入という無理難題を命じられたショックで気絶した』ように見えたことだろう。

　そのおかげで星紋も気づかれなかった。

「も、もし見つかってたら……？」

「わかってんだろ。帝てい国こく内に侵入した星霊使いは、最悪その場で処しよ刑けいだ。隊長の場合は星脈噴出泉ボルテツクスに落ちて感染したわけで、自首すれば罪は軽くなる。といってもイスカと同じ終身禁きん固こ刑けいが関の山だろうがな」

「……だよねぇ」

　帝国軍の隊長でありながらも「魔女」となってしまったミスミスが、溜ため息いき。

　思い返せば──




〝君たちの隊長を心配したらどうかな？〟

〝では失敬。また会おう、名も知らぬ帝国の兵つわものよ〟




　純血種キッシングと仮面の男。

　イスカが星脈噴出泉ボルテツクスをめぐって対たい峙じした二人の星霊使いが、その場から撤てつ退たいするために選んだ手段が、捕虜ミスミスを星脈噴出泉ボルテツクスに落とすというものだった。

　……隊長を蹴けり落とした仮面の男。

　……アイツも、隊長がこうなることまでは想定してなかったはず。

　星脈噴出泉ボルテツクスへの落下は、溶よう岩がんの噴ふきだす火山の火口へ落下するようなもの。ただし溶岩と違うのは、通常の人間にとって星霊エネルギーは無害であること。

　一緒に転落したイスカは無事。

　ミスミス隊長だけが、星霊使いとしての適性が「大当たりジヤツクポツト」だったのだ。

「隊長、一応お聞きしますけど、さっきの璃洒さんからの特命は聞いてました？」

「……ううん」

「今から僕が説明して頭に入れられる自信は？」

「……ううん」

「ダメだ。予想できてたが、こんなザマで皇庁侵入なんてできる状態じゃねえよ」

　ジンが腕うで組ぐみ。

　普ふ段だんの彼ならここで辛しん辣らつなセリフの一つや二つを重ねるところだが、今だけは例外だ。ミスミスの弱り具合は、見ている側からしてもあまりに痛々しい。

「あ、あの……ごめんね……アタシ。ちゃんとしっかりするから」

「しっかりするな。休め」

　命令口調で、けれど穏おだやかな口ぶりでジンが返す。

「おい音々。今晩は隊長を焼き肉に連れていってやれ。明日あしたの朝も明日の昼もだ」

「三食ずっと焼き肉!?」

「必要なのは静養だ。落ちつくとか冷静とかって段階ですらない。このまま特務に向かうわけにはいかねえだろ」

　全ぜん滅めつする。

　ジンが直接そう口にしなかったのは、目の前の隊長への配はい慮りよだろう。

「僕も同感。二日間の猶ゆう予よがあるわけだし、隊長、今日の訓練は取りやめましょう。僕とジンとで星紋について調べてみます」

　イスカが検討すべきは、ミスミスの星紋を隠す手段だ。

　肌はだ色いろのシールを貼はる？

　しかし帝てい都と中に設置された星霊エネルギーの検出器に引っかかる可能性はある。

　ネビュリス皇庁が帝国兵の侵入を警けい戒かいしているように、帝国も星霊使いの侵入を警戒しているのだから。

「僕とジンで今日中に最低限の対策を考えます。それと、隊長には音々が付つき添そいます。星紋を誰だれにも見せないように。今晩はお風ふ呂ろも控ひかえてください。大浴場だと肌はだを見られる危険があります。とにかく慎しん重ちように」

「う、うん！」

「音々。悪いけど隊長を頼たのんだから。今日はできれば寝ねる時も一緒に」

「まかせて。隊長の部屋で一緒に寝るね」

　音々が、上司をぎゅっと抱だき寄よせる。

「イスカ兄、ジン兄ちゃんも気をつけて。何かあったら音々からも通信入れるけど、この通信機だと会話が機構司令部に録音されてるから」

「大事なことは寮りようで話すよ。それじゃあ」

　音々とミスミス隊長に背を向ける。

　先に歩いていくジンを追いかけて、イスカも会議室の外へ出た。
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　大地を焦こがす陽光。

　じりじりと降りそそぐ熱線に炙あぶられた地じ肌はだは堅かたく罅ひび割れて、わずかな雑草と立木だけが点在する荒こう野やと化している。

　ヴィシャーダ荒野。

　いまだ未開の地平を、一台のバギーが猛もう烈れつな速度で進んでいく。

「イスカ君の運転に乗っけてもらうの久しぶりだねぇ」

「僕も、車の運転は久しぶりです」

　助手席にもたれかかるミスミス隊長を横目に。

「緊きん張ちようしますね。いつも運転は音々に任せっきりなので」

「うんうんわかるよ。アタシみたいな可愛い女の子が隣となりにいるもんね」

「……ええ、まあそういうことで」

　ジンが同席していれば即そく座ざに「女の子なんて歳じゃねえだろ」と返ってきたことだろう。

　とはいえ、彼女ミスミスのことが気になるのはその通り。

　……昨日より顔色がいいし口数も多いし。

　……良かった。このドライブも少しは気晴らしになったかな。

　帝都は、閉へい塞そく感かんが強すぎる。

　思いきって外に出てはという音々のアイディアで車を走らせ、延々と風を浴びているというわけだ。

「肌色のシール、きちんと貼れました？」

「うん、バッチリ！　すごいんだよ、アタシが鏡で見てもわかんないくらいしっかり隠せてるの！」

　ミスミス隊長が自分の肩に手をあてる。

　医い療りよう用テーピング。本来は肌に残った手術跡あとを隠すために使われる医療品だ。シールの要領で、肌に貼るだけで傷を隠せる。

「これ耐たい水すいなんだよね？」

「シャワーに入っても大だい丈じよう夫ぶですよ。ジンが良いのを見つけてくれて、シールの厚みもすごく薄うすいし、肌色も隊長に合ってよかったです」

「……星霊エネルギーは、やっぱり対策なし？」

「昨日試した限りは難しいです」

　星霊使いが発する星霊エネルギー。音々が試しに計測器を近づけたところ針が反応した。テーピングで覆おおっても星霊の光は抑おさえきれないということだ。

　ただし、例外はある。

「シャノロッテ元隊長が使っていたシールがあれば、それも可能なんですが」

「アレ、たぶん皇おう庁ちようの独自開発だよねぇ……」




〝シャノロッテ・グレゴリーは生まれも育ちもネビュリス皇庁よ〟

〝星紋だって隠さなきゃいけなかった私の気持ちなんてわからないでしょー？〟




　シャノロッテ元隊長は、十年近くも帝国兵に扮ふんしていた皇庁の密みつ偵ていだ。

　彼女が星紋を隠すのに使っていたのもシールだったが、彼女のそれは星霊エネルギーを完全に隠しきっていた。

　……ミスミス隊長の言うとおり皇庁の研究品なんだろうな。

　……星霊の研究は向こうの方が進んでるから。

　星霊を禁忌タブー視している帝国は、研究さえも制限される。

　一方のネビュリス皇庁はさすが「魔ま女じよの楽園」と言うべきか、星霊エネルギーの研究は、世界中の他国と比べても圧あつ倒とう的てきに進歩しているのだろう。

「ミスミス隊長？　本当に行き先は中立都市エインで良いいんですか？」

「うん。だって────」

　助手席によりかかる小こ柄がらな女隊長。

　窓から吹ふきこむ風に前まえ髪がみを大きくなびかせる彼女の服装は、帝てい国こく戦せん闘とう衣いではなく長なが袖そでのシャツとロングパンツ。

　星紋を隠かくすためではあるが、肌の露ろ出しゆつが少ない分、普段より大人びて見える。

「今のアタシがいられるのって中立都市だけだから」

　帝国内に魔女がいると知られれば処刑。

　かといってネビュリス皇庁では、帝国からの諜ちよう報ほう員だと思われるだろう。

　身の寄せようがない。今のミスミス隊長は世界二大国どちらにも行き場のない宙ぶらりんの状じよう況きようなのだ。

「中立都市なら気が楽だもん。星紋が見つかっても大丈夫だし……あー。そうだよねえ。帝国で自首して牢ろう獄ごく生活より、いっそ中立都市に逃にげちゃうとか」

「────」

　ただの自じ虐ぎやくめいた冗じよう談だんだ。

　そうわかっていながらも、イスカは返事の言葉を見いだせなかった。

　……実際その通りなんだ。

　……ミスミス隊長がもっとも安全に暮らしていける選せん択たく肢しは。

　だが立場がそれを許さない。ミスミスの両親は帝てい国こく在住で、友人もほとんど帝国暮らし。本人だけが帝国の外に引ひっ越こす選択肢はありえない。

　何よりも──

　ミスミスが今も、第九○七部隊の隊長でいたいという心をイスカは知っている。

「隊長」

「なぁに？」

「僕も音々もジンも隊長の味方です。だから、隊長も頑がん張ばってください」

「…………」

　沈ちん黙もく。

　風の吹きこむ音にまじって。

「……もう」

　一ひと滴しずく。まぶたに滲にじんだ滴しずくを、女隊長が指の先せん端たんで払はらい落とした。

「お姉さんを泣かさないでよ。アタシそういうの弱いんだから」

　──中立都市。

　地平線の奥に、荒野に発展した都市が見えてきた。
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　遡さかのぼること百年。

　単一要よう塞さい領域「天てん帝てい国」──

　世界は「帝国」と呼ばれる大国が覇は権けんを握にぎっていた。世界全国家の実に六割を属国とし、その栄えい華がは頂点に達したと言えただろう。

　だがある日。

　帝国は、「星の秘密」に触ふれてしまった。

　──星の中コ枢アから噴ふきだす未解かい析せきエネルギー『星せい霊れい』。

　星霊は人間に憑ひよう依いし、お伽とぎ話ばなしにある魔ま法ほうさながらの力を与あたえた。少女や女性は「魔女」、少年や男性であれば「魔ま人じん」と、そう呼ばれるような力を。

　だが、その力は強すぎた。大型兵器の威い力りよくさえ上回る星霊術。それに怯おびえた帝国の民は、星霊を宿した者たちへの迫はく害がいを開始。

　一方で、星霊を宿した者たちも迫害され続けたわけではない。

　始祖ネビュリスが多くの仲間を従えて、帝国に対する新たな国家『ネビュリス皇庁』を建国したのだ。

　魔女・魔人を根絶せんとする帝国。

　その帝国に対する復ふく讐しゆう心に燃えるネビュリス皇庁。

　世界二大国の争いは、百年後の現代でも鎮しずまる気配を見せていない。

「……だというのに」

　中立都市エイン。

　一人の少女がその広場を見み渡わたした。薄うす地じの日ひ傘がさをさして佇たたずむ姿は何ともいえず淑しとやかで、かつ気品に満ちている。

「ここはのどかね。銃じゆう声せいも火薬の音も知らない住民たちばかり。羨うらやましいわ」

　百年にわたる帝国とネビュリス皇庁の争乱で、どちらの陣じん営えいにも加わることのなかった都市である。街の人々も笑顔と活気に満ちている。

「素敵ね」

　路上の演奏家が奏でる歌を聴ききながら、アリスは日傘を閉じた。

「アリス様、傘かさはよろしいのですか」

「散歩するために来たわけではないわ。人探しをするのに傘があっては邪じや魔までしょう？」

　従者の燐リンに傘を手て渡わたして。

　……照りつける日射しが強いけど仕方ないわ。

　……傘をさしてたら、彼もわたしのこと気づかないかもしれないし。

　広場を見回して、観光客の顔を入念に確かめていく。

「燐」

「はい」

「これで三日目よ。これはどういうことかしら」

　会いたい。

　彼と会うためだけに、この三日間はるばる皇庁からアリスはやってきている。

　なのに、目当てのイスカがなぜいないのか！

「昨日も一昨日おとといもよ。大変な思いで王宮のスケジュールを調整してここに来たのに、なんでイスカが来てないのかしら。以前は、ここに来れば必ず彼を見つけてたわ」

「以前が特別なのです」

「……知ってるわ」

　ごくごく当然とばかりに答える燐に、アリスは憮ぶ然ぜんと頰ほおを膨ふくらませてみせた。

　知っている。

　自分アリスは皇庁の姫ひめで、イスカは帝国兵。生まれも立場も違ちがう二人が二度三度と出で会くわすのは、天文学的確率に過ぎないと。

　……でも、そうじゃないの。

　……それでも会えるって気がするの。だからわたしはここに来たんだから。

　彼との縁えにしは途と切ぎれていない。

　星脈噴出泉ボルテツクス──どんなに強大な星霊にも断ち切れない強い運命で繫つながっている。アリスはそう信じている。

「燐、あなただって中立都市に来るのは賛成してくれたわよね？」

「はい。ですがあの剣けん士しが星脈噴出泉ボルテツクスの噴出に巻きこまれて力つきた可能性も──」

「生きてるわ」

　最後まで待たず、アリスは首を横にふってみせた。

「イスカは生きてる。そしてわたしと決着をつけるの」

「……アリス様がそう仰おつしやるのなら」

「でも、そうね。昨日と一昨日は一いつ緒しよに探してたけど手分けして探しましょう。わたしが大通りの先を探すわ」

「かしこまりました。私は広場から入り口にかけて見て回ります」

「イスカを見つけたらすぐに呼んでね」

　恭うやうやしくお辞じ儀ぎする燐にそう残し、アリスは颯さつ爽そうと歩きだした。




　足早に遠ざかっていく主アリス。

　金きん髪ぱつをなびかせる後ろ姿だけでも美しい。それは決して燐だけの感想ではないだろう。

「本当は永遠に見つからないのが理想だが」

　親しき主アリスの背を見送って、燐は弱々しく溜ため息いきをついていた。

「アリス様は一度言いだしたら聞かないか……」

　異例のことだ。

　主アリスが、帝国兵一人にあそこまで執しゆう着ちやくするというのは。

　氷ひよう禍かの魔女。その異名でもって帝国の民から怪かい物ぶつ同然に恐おそれられていることもアリスは当然に知っている。

〝帝国なんて大だい嫌きらいよ〟

〝わたしが帝国を倒たおすの。星霊使いが安心して暮らせる世界を創るんだから〟

　何度その夢を語られたことだろう。

　そして燐にとっての生いき甲が斐いでもある。アリスの傍かたわらで、右みぎ腕うでとして、世界統一を成し遂とげるのが燐の夢にもなっている。

　なのに──

〝イスカは生きてる。そしてわたしと決着をつけるの〟

　その目的が少しずつ変化しているように、燐には感じられて仕方がない。

　打倒帝国から打倒イスカへ。

　しかもイスカを憎にくらしく思っているからではない。彼との戦いに自身の尊厳を賭かけているようにも見える。

　……いけないのですアリス様。

　……本当なら貴女あなたは、あんな帝国兵一人など相手にしてはいけない御お方かた！

　女王になるべき者だ。

　帝国の一兵に心乱される。それ自体がまず許されないこと。

　ネビュリス皇おう庁ちようとて一枚岩ではないのだ。ネビュリス三血族の他の王位継けい承しよう権者たちも虎こ視し眈たん々たんと女王の座を狙ねらっていることだろう。

　仮面卿きようを擁ようするゾア家。

　表だった動きはないがヒュドラ家もそう。

　さらにアリスの実姉、実妹も女王聖別儀礼コンクラーヴエに備えて勢力を蓄たくわえている。

「アリス様、こんなところで帝国兵に執着してはいけません。今はご自身の賛同者を確実に揃そろえて力を蓄えるべきなのです」

　だからこそ。

「帝てい国こく剣けん士しイスカとの因いん縁ねん、ここで燐が断ちきらせていただきます」

　主アリスへの鋼の忠誠心ゆえに。

　従者は、己に言い聞かせるつもりで口にした。




　　　　　　　５




　芸術の花がひらく。

　中立都市は、帝国と皇庁の戦争を嫌きらった芸術家たちを受け入れて、絵画や音楽にいたるまで様々な文化を発展させてきた。

　この都市エインは歌劇オペラの都。

　路上の演奏家が思い思いに歌を奏で、観光客が聞き入る。そのなごやかな光景を見るだけで心が洗われる気持ちになる。

「アリスのお気に入りの都市でもある、か……」

　じりじりと照りつける日射しの下で。

　日ひ陰かげとなったべンチに腰こしを下ろして、イスカは広場中央の噴ふん水すいを眺ながめていた。

「ところで、大だい丈じよう夫ぶですか隊長」

「……ふぁっ!?　あ、あれ……？　アタシ寝ねてた？」

　隣となりに座っている女隊長が、ぱっと目を開けた。

　座りながら微睡まどろんでイスカによりかかる。そこから崩くずれて倒れかかってきたので、その前にイスカが支えたかたちだ。

「ご、ごめんね！　アタシ平気だった？　あ、あの……寝ね言ごととか言ってないよね!?」

「ちょっとだけ。全然わかんないムニャムニャ語でしたけど」

　ゆっくり微睡むのとは違う。まるで気絶したように急激に寝ね入いったから、むしろイスカが不安を覚えたほどだ。

　……昨日はろくに寝てないらしいし、その反動なのかな。

　……ここで休めたのならよかった。

　ジンの言うとおり二重ショックなのだろう。

　自分自身の魔ま女じよ化。

　それに特務があまりにも理り不ふ尽じんな作戦内容だったこともそう。その張りつめた緊きん張ちようが、帝てい国こくの外に出たことで一気に弛ゆるんだのだろう。

「もう少し寝ててもいいですよ。僕、見張ってますから」

「う、ううん！　それは恥はずかしいよっ。アタシだって大人で淑女レデイだもん。男の人の前で迂う闊かつに寝ね顔がおを見せちゃいけないからっ」

「淑女レデイは、映画館に子供チケットで入ったりしないかと……」

「あれは不ふ可か抗こう力りよくだもん。チケット売り場に行くと窓口のおばちゃんが『あら可愛い子』って半額券をくれるだけだしっ」

　いまだ映画館に子供チケットで入れてしまう二十二歳。

　一方で音々の評では「隊長は、胸とお尻しりだけしっかりオトナ」という一面もあるため、小こ柄がらな身体からだと不釣り合いアンバランスに成熟しきった胸と腰よう部ぶは、見方次第では「ただ幼い」よりもよほど危うい色気とも言えるかもしれない。

「うん。もう元気いっぱい！」

　そんなミスミス隊長がベンチから立ち上がった。

　照てれ隠かくしのように背を向けて。

「アタシ、眠ねむ気け覚ざましに散歩してくるね。ついでに飲み物も買ってくるからイスカ君はここで待ってて」

　返事も待たず、小柄な身体をぴょんと弾はずませて走っていってしまう。

　ベンチにはイスカ一人。

　広場は家族連れや恋人カツプルで賑にぎわっているが、その多くが噴水のまわりに集まっていて、木こ陰かげで涼すずんでいる者は多くない。

「隊長、やっぱり帝国の外に引っ張ってきて正解だったかな」

　音々の発案で。

　乗り気でなかった隊長をジンが押しきって。

　そしてイスカが連れ出した。まさに部隊の連係と言えるだろう。

「少しは睡すい眠みん不ぶ足そくも解決できたし、夜ご飯もここで食べて元気をつけて……あとは帝てい都とに戻もどってからか」

　ジンと音々は別行動中。

　この場にいない二人は、今いま頃ごろ、ミスミス隊長の星せい霊れい反応を抑おさえる策を検討中だろう。

　特務の演習が明後日あさつてに迫せまっている。今日明日で星せい紋もんの件にメドをつけねば、特務への参加そのものが危険極まりない。

「皇庁へ侵しん入にゆうして女王を捕つかまえる……か」

　そもそも純血種の拘こう束そくは、イスカが自らに課した目標だ。

　成功すれば、和平交こう渉しようという大きすぎる目的を達成する足がかりになる。

　純血種はネビュリスの王族。一人でも捕まえれば、帝国からの和平交渉の舞台テーブルに皇庁が着く可能性は十分にある

　だが──

　現ネビュリス女王は重すぎる。

　……女王なんか捕まえてみろ。

　……帝国が、特にあの八大使徒が女王を釈しやく放ほうするわけがない。

　戦争は激化する。

　女王を奪うばい返すために皇庁は全兵力を投じてくるだろう。

　これまでの睨にらみ合いから、両国が消しよう滅めつするまで終わらない血みどろの殲せん滅めつ戦に移行する。イスカがもっとも恐れる星の終末だ。

「ああくそっ。そうだと思ったよ八大使徒……！」




〝君の和平にかける思いは我々も理解している〟




　理解はする。

　だがそこに舵かじ取とりする気は更さら々さらなかったのだ。あの八大使徒は。

　帝国上層部だけの話ではない。他ならぬネビュリス皇庁もだ。百年続く復ふく讐しゆうの業火は、今もあの国で激しく燃えさかっている。

「…………わかってたけど」

　ベンチに座ったまま天を仰あおぐ。

「楽じゃないな。茨いばらの道だよホント」

　隊長の魔女化をどう隠せばいい？

　八大使徒から提示された特務で、失敗すれば生きて戻れない。

　かといって特務を遂すい行こうし、万に一つ億に一つ、本当にネビュリス女王を捕まえようものなら最悪の未来が待っている。

　特務がどちらに転んでもイスカの望む未来はない。

「……それとも、これも考えすぎなのかな」

　冷静になれ。

　自分が悲観しすぎている可能性もあるのだ。

　絶望的な状じよう況きようといっても、始祖ネビュリスの襲しゆう撃げきにも耐たえぬいたではないか。

　状況は刻々と変化する。その時々で、自分の信じるものを貫つらぬきとおすことを第一に考えるべきだろう。

「アリスと戦った時も、そうだったから……」




〝わたしを捕とらえられるものなら捕らえてみなさい〟

〝そっちこそ好きなように僕を排はい除じよすればいい。アリスの世界統一の前進になる〟




　戦場の敵。

　火と水のごとく相あい容いれることはない。それは互たがいに確かめあった。

　けれど、あの時あの瞬しゆん間かん──

　自分と彼女は通じ合っていたように思う。互いの夢を貶おとしめることなく、認めあった上で激げき突とつしたのだから。

　二人だけの戦場。

　その勝者が世界を革新する権利を得る。

　……八大使徒とか機構司令部とか、そういう柵しがらみが一切なくて。

　……アリスとの決着がそのまま皇庁との決着なら、どれだけ清々しいだろう。

　叶かなうわけがない。

　そんな都合のいい話が叶うわけが────

「ふぅ。さすがに暑いわね。日ひ傘がさを燐に渡わたしたのは失敗かしら」

　イスカのいる日陰に。

　少女がふらりと立ち寄ってきたのは、その時だった。

「ずっと歩きっぱなしで足が棒になりそう。これだけ探してもイスカがいないなんて……本当に、今まで会えたのは偶ぐう然ぜんだったの？」

　淡あわい金きん髪ぱつが鮮あざやかな少女だった。

　凜り々りしく気高さを湛たたえた紅玉ルビー色の双そう眸ぼう。

　整った目鼻立ちに、血色のよい唇くちびるの紅色が麗うるわしい。着ている細身のワンピースごしに、抜ばつ群ぐんの体型美がくっきりと浮うかびあがっている。

　そんな彼女がここまで歩いてきて。

「ごめんください。こちらの椅子ベンチ、ご一いつ緒しよしてもよろしいですか」

「……アリス？」

「え？」

　ベンチに座っているイスカに対し、少女がまじまじとその顔を見つめる。日射しの眩まぶしさゆえ。こちらの姿をあまりよく認識してなかったらしい。

　待つこと数秒。

「イスカ────────っ!?」

　金髪の少女が、広場に響ひびきわたる声をあげた。

　最初は驚おどろき顔。だが徐じよ々じよに、その表情がみるみる晴はれ渡るように明るくなっていく。

「見つけたわよっ！」

「……え。いや見つけたも何も。隠れてたつもりはないけど」

「いいえキミは理解してないわ！　わたしがこの三日間どれだけキミを探し回ったことか。聞いて驚きなさい！」

「僕を探してた？」

「…………あっ」

　こちらを指さした恰かつ好こうでアリスが固まった。

　しばし無言。それから、少し恥ずかしそうに突つきつけた指を引っこめて。

「何でもないわ」

「本当に？」

「ほ、本当よ！　それより……ええと、ええと……ああもうっ、言いたいこと沢たく山さんあったのに、今ので全部どっかに行っちゃったじゃない！」

　それは僕の方だ──

　目の前のアリスに悟さとられない程度に、イスカは己の胸に手をそえた。手で押さえないと、ドクンと高鳴る胸の音まで彼女に聞こえてしまう。

　そんな緊きん張ちよう感かんを覚えるほどに、身体が強こわばってしまうのはなぜだろう。

　……初めてここで会った感覚にすごく似てる。

　……星脈噴出泉ボルテツクスで吹ふき飛とばされた時以来だからか？

　互いに安否不明だった。

　それゆえに、この再会がとても久しいように感じられる。

「……あ、と」

　何を話せばいいのか咄とつ嗟さに思い浮かばない。迷いあぐねたイスカの目にぱっと触ふれたのは、自分が座っている公衆ベンチだ。

　三人掛がけ。座っているのはイスカだけだから、二人分の空席が。

「座る？」

　大通りを歩きまわり、ようやく広場について涼すずみに来たのだろう。少女の頰ほおはすっかり熱を帯びて上気している。

「……座らないわ。わたしとキミは敵同士だもん。同じベンチで座ってるなんて。燐に見られたらまた怒おこられちゃうもの」

「じゃあ僕が立つから」

「あっ──」

　ぽかんと口を半開きにするアリスの前で立ちあがる。

　どうぞ。

　空席になったベンチを示して、小さく首しゆ肯こう。

　……たとえ敵でもここは中立都市だし。

　……疲つかれた女の子を立たせっぱなしは、僕の方が気まずいんだ。

「ま、待って！　わかったわ。キミに変な気を遣つかわせるのは嫌いやよ。対等でいたいから……わたしが座るから、キミもそこに座ってて」

　淑しとやかに腰こしかけるアリス。

　彼女が、空いている席を目で指ししめす。

「ほら。これならいいでしょ」

「──わかった」

　座っていた席に再び腰かける。

　三人掛け。一人分の空席を挟はさんで、互いに広場の噴ふん水すいを見つめながら。

「…………」

「…………」

「……安心したわ。あれから姿が見えなかったから」

　幽かすかな声。

　広場にそよぐ風にとけて攫さらわれるほど小さな声で、アリスはそう言ってきた。

　本当に小さな声量。

　イスカがそれを聞き取れたのは、あるいは風向きに助けられたからだろう。

「大ケガなんてしてないわよね？」

　いくぶん強い口調。

　今度はハッキリと伝えるための声で。

「わたしはまだキミと決着をつけてないの。あの時に大ケガして治るまでに一年かかる、なんて言われるのは困るわ」

「まさか。アリスこそ、遠くに吹き飛ばされたみたいだったけど？」

「わたし？　わ、わたしはこのとおりよ！」

　心配されたのが嬉うれしかったのか。

　妙みように気合いの入った様子で、アリスが胸を反らしてみせた。

「でも珍めずらしいわ。ここにいるのは意外だったもの」

「珍しいって？」

　彼女とはもう何度もここで顔を合わせている。中立都市エインに自分がいるのは珍しいことではあるまい。

「この広場のベンチに座ってることが、よ」

「……ああ。言われてみれば」

　アリスに指し摘てきされてようやく気づいた。

　自分がベンチで一休み。それは、イスカ視点で喩たとえれば使徒聖ネームレスがここで休きゆう憩けいしているようなものだ。ありえない。底なしの体力をほこる使徒聖が、都市の通りを歩き回ったくらいで休憩を必要とするだろうか。

「キミ、どうせ疲れて休憩してたわけじゃないでしょ？」

「…………」

「言えないかしら？」

「いや。ぼんやり考え事をしてた」

　ベンチ裏の木立。天上の日射しを遮さえぎる枝葉を見上げて──

「星脈噴出泉ボルテツクスの後にこっちも色々あったから。ずっと悩なやんでて、今日も続いてる」

「帝てい国こくの機密作戦かしら」

「それもある。中身は言えないけど」

「わかってるわよ。キミから聞こうなんて思ってないわ」

　聞かれるままに素直に頷うなずく。イスカの思ったとおり、アリスはくすっと微び苦く笑しようを浮かべただけで、それ以上を追つい及きゆうしようとはしなかった。

「ならもう一つは何かしら」

「もう一つって？」

「『それもある』って言ったじゃない。悩み事は一つじゃないのかなって」

「────」

　悩みの一つ目は特務について。

　だがそれ以上に、今の自分イスカにとっての気がかりは隊長だ。

　……考えたことなかったな。

　……ミスミス隊長が星せい霊れい使いになったこと。アリスが知ったらどうなるんだ？

　帝国兵が星霊を宿した時、星霊使いの王女はどんな反応を示すのだろう。それはイスカにとって純じゆん粋すいな疑問ではある。

　もちろん、決して漏もらすことのできない秘密ではあるのだが。

「まあね。少なくとも帝国の作戦絡がらみのことじゃない」

「あら。なら何かしら」

　行ぎよう儀ぎよく腰かけていた姿勢を崩くずすアリスが、こちらに身体からだを向けてきた。

　興きよう味み津しん々しん。

　好こう奇き心しんに目を輝かがやかせた人なつこい表情で。

「なになに？　言ってみなさいよ。キミってそんなに思い悩むタイプだったの？　帝国の作戦じゃないなら教えてくれてもいいじゃない」

「……言えるわけないだろ」

「大だい丈じよう夫ぶよ。わたし口は固いんだから。秘密なら燐にしか漏らさないわ」

「全然固くないじゃん!?」

　これはダメだ。

　世界二大国の王女とはいえ十七歳。まだまだ噂うわさ好きでお喋しやべり好きの年とし頃ごろらしい。

「だって気になるもん。わたしとキミの仲じゃない」

「敵同士なのに？」

「敵同士よ。でも今ここでは休戦よ」

　おそらくは無意識にだろう。アリスが座ったまま身を乗りだしてくる。空いていた距きよ離りを詰つめて上うわ目め遣づかいにこちらへ────

「ねえ」

「アリス様」

「ひゃんっっっ!?」

　金きん髪ぱつの少女が跳とびはねた。

　背後から音もなく忍しのび寄よってきた茶ちや髪ぱつの少女に、ふり向くや。

「り、燐っ!?　ち、違ちがうのよ、何でもないわ！」

「……何でもない割には距離が近かったように思えますが」

「イスカのせいよ！」

「何で僕のせい!?」

　こちらを指さすアリスに、思わずイスカも立ち上がる。

　アリスの従者は燐と言ったか。星脈噴出泉ボルテツクスに飛びこんできたアリスと違って、イスカはミュドル峡きよう谷こくでこの少女とは会っていない。顔を合わせるのは数週間ぶり。

「……やはり生きてたか帝てい国こく剣けん士し」

　あからさまに顔をしかめる従者の少女。

　隠かくそうともしない敵対心は、帝国兵に対する反応として当然のものだろう。

「まあいい。ところでアリス様、探しましたよ。日ひ傘がさも持たずに歩かれていたことですし、どこかで休憩をと思いましたが。ちょうどいい場所ですね」

　左手の鞄かばんからジュースの缶かんを取りだす燐。

　彼女とアリスの二つ分だろう。と思いきや。主アリスにジュース缶を渡わたした従者が、二本目をイスカの胸元に突つきつけて。

「……ほら」

「？」

「貴様の分だ。アリス様からの寛かん大だいな施ほどこしと思え」

　憮ぶ然ぜんとした面おも持もちの少女。ナイフを握にぎりしめるような手つきで缶を握っているのだが、どうやら「くれてやる」という意味なのだろう。

「さ、さっさと受けとれ」

「……どうも」

　火照った掌てのひらに、ジュース缶の冷気が心地ここちよい。

「あら燐。気が利くじゃない」

「敵に塩を送るのは趣しゆ味みではないのですが、場所が場所ですから」

　さっそくジュースに口をつけるアリス。

　その様子に、イスカも握っていたジュース缶の蓋ふたを開けて口をつける。ツン、と酸味のある香かおりが鼻び孔こうをくすぐった。

「林りん檎ご？　独特な香りだね」

「レモンアップルよ。帝国にはないの？」

「聞いたことのない種かも。僕も果くだ物ものに詳くわしいわけじゃないから」

　ジュースに口をつけながら。

　……そういえばミスミス隊長まだかな。

　……散歩してくるって言ったきり戻もどってきてないけど。

　イスカの脳裏に浮うかんだものは、幼げな女隊長の面おも影かげだった。

　戻りが遅おそい。何かがあった？

　たとえば、左ひだり腕うでの星せい紋もんが見つかって騒さわぎになった。

　たとえば、彼女に取とり憑ついた星霊が暴走し、星霊術が発動してしまって都市の警備隊に取り囲まれた。

　どちらも今の隊長にありえないとは言いきれない。

「イスカ」

「ん？」

「また何か考えてたでしょ。上の空だったもん」

　一足先にジュースを飲み終えたアリスが、こちらを覗のぞきこんでくる。

「ねえ。何をそんなに気にしてるの？」

「……秘密」

「でも帝国の作戦に関係ないんでしょ。いいじゃない教えてくれても」

「僕にだって言えないことの一つや二つ──」

　ある。

　言いかけた最後の言葉が、言えなかった。

　……あれ。

　……なんだ、これ。

　身体が動かない。がくんと力の抜ぬけた膝ひざが折れかけるものの、慌あわててベンチに座りこんで倒たおれることは回かい避ひする。

　だがそれが限界だ。

　起き上がることもできず、そこにいる少女二人を見上げることもできない。

「イスカ？　イスカどうしたの？」

「…………」

　カラン、と手から滑すべりおちた缶が地面を転がる。

　頭が真っ白になって──

　イスカは、ベンチにくずおれて意識を失った。
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　毒の混入。

　缶ジュースに含ふくまれた微び量りような毒に、鋼の後継イスカが気づかなかった理由は二つ。

　一つは、いまだ戻らぬ上司ミスミスの身を案じることで精せい一いつ杯ぱいだったから。味の異変に対し、毒の混入という可能性に意識が至らなかったのだ。

　そして二つ目、アリスがまさか卑ひ劣れつな真ま似ねはするまいという信しん頼らい。

　だがイスカは見誤った。

　毒の混入を企たくらんだのはアリスではなく、アリスの従者の少女であったのだから。
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「イスカ？　イスカ、ちょっとどうしたの!?」

　ベンチで横向きに倒れたまま動かない。

　目を閉じて返事もしない。その様子は、アリスの目から見ても明らかに異常だった。

　……なに？

　……いったい何が起きたっていうの！

　揺ゆさぶっても反応しない。

　わずかに息をしていることから死んでいるわけではない。だがこんな突とつ然ぜんに、帝てい国こく随ずい一いちの剣けん士しが倒れるようなことがあるだろうか。

「アリス様、申し訳ありません……」

　啞あ然ぜんとした口ぶりで。

　わなわなと目を見ひらいたのは、アリスの従者だった。

「燐？」

「……毒です。私めが、今の飲料に催さい眠みん薬を盛りました」

「なんですって!?」

　自分は命令などしていない。

　燐、なぜ勝手な真似を──本来なら従者の独断を強く𠮟しかりつけるところだが、公衆の前という状じよう況きようがアリスにそれを踏ふみとどまらせた。

「ち、違うのですアリス様……！」

　燐が慌てて首をふる。

　毒を盛った。そう自供しながらも、この慌てようは何だというのか。

「言ってみなさい」

「この剣士なら、私は絶対に毒入りの飲料など飲まないと思っていたのです。私が混ぜた毒にはわずかな酸味がありました。事実、それは気づかれていた」

　──林檎？　独特な香りだね。

　言われてみれば。

　アリスは意味を勘かん違ちがいしていたが、イスカは確かにそう言っていた。

「そもそも私から提供された飲み物など飲まないと。そう思っていたのです」

「……なら、どうして毒を」

「『皇庁側わがくにが毒を盛った』。その事実があれば十分でした」

　倒れた少年を見下ろす、燐。

「包つつみ隠さずお話しします。皇庁側わがくにから毒を盛られれば、さすがにこの剣士もアリス様を危険視するようになると判断しました。たとえ中立都市で出会おうとも、気安く声をかけられないようになると」

「っ！　燐、あなた……！」

「私は、アリス様とこの剣士との歪いびつな関係を断ちきりたかったのです。なぜならアリス様は、我が国の女王となられる方ですゆえ」

「…………」

「帝てい国こくの一兵卒に構う時間はありません。アリス様がこうして国外へ出かけられている時も、女王聖別儀礼コンクラーヴエの相手は虎こ視し眈たん々たんと力を蓄たくわえているのです」

　言い返せない。

　次代の女王を目指す者の志としては、従者の言葉は紛まぎれもなく「正解」だったからだ。それほどまでに皇おう庁ちよう内での競争は激しい。

　現女王の血筋ルゥ家だけでもアリスの姉イリーティア。妹のシスベル。

　さらには残る二血族──




〝星は怒いかりに満ちている〟

〝星せい霊れいの力をもって帝国を滅ほろぼせと。現女王のやり方では緩ぬるすぎる〟




　仮面卿きようを擁ようするゾア家。

　表だった動きはないがヒュドラ家もだ。

　女王になるためにはまずルゥ家の三姉妹の代表になり、さらにゾア家とヒュドラ家との女王聖別儀礼コンクラーヴエに勝たなくてはならない。

「ですが、まさか引っかかるとは……」

　寝ね入いる少年を見下ろして、罠わなにかけた燐の方が驚おどろいた表情だ。

「しかも、すごく心地よさそうに寝ねてるのが癪しやくに障ります」

「ええ。よく寝てるわね。余よ裕ゆうを感じさせるわ……」

　ベンチで横たわっている少年。

　催眠薬が強力だから？

　それとも、この寝ね相ぞうさえ余裕の表れなのか？

　見ているアリスと燐が毒気を抜かれるほどに、彼の横顔は安らかなのだ。寝ているフリではないかと疑わしいほどに。

「……見込みが外れたか。ならば最初から催眠薬ではなく猛もう毒どくにしておけば」

「燐」

　物ぶつ騒そうなことを言い始めた従者を窘たしなめる。

　……ああもうっ！

　……イスカからしたら、わたしが毒を盛ったようにしか見えないじゃない。

　幸いにもただの催眠薬。

　だが、彼が目を覚ました時になんて謝ればいいだろう。イスカは許してくれるだろうか。

「アリス様がお気になさる必要はありません」

「違ちがうの燐、そうじゃないわ。わたしは……」

　燐に言われずともわかっている。

　そう。




〝中立都市でキミと出会ってから、わたしの中で変なモヤモヤが溜たまってる〟

〝それは姫ひめとして失格だもの。今日はそれを断ちきるつもりで来たわ〟




　アリスは彼に特別な感情を抱いだいている。それは認めよう、感情の正体はわからないけど、初めて中立都市で出会ってからずっとだ。

　王宮にいる時はずっと──

　食事をしている時も、夜に眠ねむりに就く時も。彼の声と姿が脳裏に焼きついたまま。

　自分アリスがネビュリス皇庁の姫であり続けるために、この靄もやは不要であるとは自覚している。それを払はらいきるためにも彼との決着は必要なのだ。

　なのに────

「ああもうっ。燐、どうしてくれるの、わたし何だかすごく釈しやく然ぜんとしないわ！」

「答えは一つです」

「え？」

「連行します」

　燐が、彼の身体からだを抱き上げる。

　自分より上背のある男性を軽々と抱かかえるのは流石さすがだが、問題は。

「ど、どういうこと!?　待ちなさい燐。つ、連れていくって……どこへ！」

「皇庁です。元使徒聖ともなれば貴重な捕ほ虜りよになります」

　耳を疑うとはこの事だ。

　中立都市で毒を盛った挙げ句に、このまま連れ去る？

「私たちのことなど誰だれも気に留めません。遊び疲つかれて寝入る友人と、介かい抱ほうする女友達二人。そう思われるだけです」

　バレなければいい。中立都市の中であろうと、目もく撃げき者さえいなければ皇庁が手を出したことにはならない。

　燐のその意図は確かにわかる。

　だが、ネビュリス皇庁の姫はそれを見過ごすわけにはいかなかった。

「本気で言ってるの!?　だめよ、中立都市で手を出すのは許されないわ」

「もう手を出した後です」

　イスカを抱だきかかえ燐が歩きだしてしまう。

「そうじゃないわ。皇庁になんて連れていったら……」

　拷ごう問もん、終身禁固。

　元使徒聖ともなれば、留置さえ危険とみなされて処しよ刑けいされてもおかしくない。

　……だめよ。そんなの許さない。

　……わたしと彼の関係がこんな形で終わるなんて認めない！

「燐、ダメよ。これはわたしからの命令！　皇庁の、特に中央州にだけは連れていけない。考えてみて。イスカが脱だつ走そうしたら大おお騒さわぎよ。王宮だって目と鼻の先にあるんだから」

　頭を必死に回転させる。

　燐を止めるための理由付けを必死に考えて。

「中央州でイスカが見境なく暴れれば大変なことになるわ。そうでしょう？」

「……わかりました」

　彼を抱きかかえる従者が、一いつ瞬しゆん立ち止まる。

「では第十三州アルカトルズへ。皇庁の連れん邦ぽう州で、ここから一番近い地です」

「アルカトルズですって？」

「はい。この男を見張るには最適の場所です」

　それが何を意味するか。

　姫であるアリスはすぐに理解した。この従者が何を意図しているのかも。

　だが本当にそれでいいのか。まだ心の中で迷いが残る。本当にこの場でイスカを連行していいのだろうか。

　……まだ間に合うわ。踏みとどまれる。

　……皇庁が帝国兵を罠にかけた。その目撃者さえいなければやり直せる。

　イスカが目を覚ますのを待って謝罪しよう。

　今の件はなかったことに。

　そのアリスの思おも惑わくが崩くずれたのは、次の瞬しゆん間かん────




「……イスカ君？」




　聞き覚えのある愛らしい声。

　とさっ、と地面に買かい物もの袋ぶくろが落ちる音も聞こえてきた。

「っ!?」

　アリスがふり返ったすぐそこ。

　広場の噴ふん水すいの方から、今まさに日ひ陰かげのベンチへと歩いてきた帝国兵がいたのだ。

　女隊長ミスミス。

　見られた。

　そしてこの瞬間、状じよう況きようがもはや後あと戻もどりできないことをアリスは覚かく悟ごした。燐に抱きかかえられた彼イスカを見て、女隊長ミスミスは即そく座ざにこう察したはずなのだ。

　──皇庁の姫が帝イ国ス兵カに仕し掛かけた。毒か？

　ここで彼を置き去りにしても、目撃者が現れてしまった以上、皇庁が中立都市の禁きん忌きに反したという話は広がってしまう。

「っ、イスカく──────」

「騒さわがないで！」

　強い言葉。

　強く、けれど広場の中心までは響ひびかないよう抑おさえた声でアリスは吼ほえた。語気に圧おされ、女隊長ミスミスが踏ふみだそうとした足をビクッと留める。

　……違うの。わたしは、こんなつもりはなかった。

　……だけど貴女あなたが来てしまったから、もう後戻りはできない。

　だが、この感情は表に出せない。

　帝国兵ミスミスを前にしている以上、皇庁の姫として弱気を見せることは許されないから。

「この剣けん士しは、皇庁わたしたちの敵」

　頰ほおの内側を嚙かみながら、アリスは絞しぼり出だすようにそう口にした。

　呆ぼう然ぜんと立ちつくす女隊長に対して。

「預かっておくわ」

「……………………」

「皇庁第十三州アルカトルズへわたしたちは向かう。この剣士は捕虜。人質解放の条件は、追って伝えることにする。待っていなさい」

「……っ…………」

　女隊長ミスミスの顔が引きつった。

　目の前で部下を人質に取られたのだ。それも中立都市で。許せない？　わかっている。そんなことはアリスも痛いほどにわかっている。

「約束するわ。この剣士の命は────」

「卑怯者っっっ！」

　堰せきが切れた。

　押し殺した声で、真っ赤に腫はらした顔で、童顔小こ柄がらな女隊長が叫さけんだのだ。

「イスカ君に何をしたの！　この都市がどんな場所かも知っててこんな卑怯な真ま似ねをして、それが魔女あなたたちのやり方なんですか！」

「……あなたに話す義理はないわ」

　王女アリスの本意ではなかったと、そう弁明したところで何になる？

　問題はこれからどうするか。

　人質として連行したイスカの処しよ遇ぐうを考えねば。そう思いを巡めぐらしていた矢先、アリスと燐は、目の前の衝しよう撃げきに全身が粟あわ立だった。




「イスカ君を────────返して！」




　星せい霊れいの輝かがやき。

　泣き叫ぶ女隊長ミスミスの左ひだり腕うでから、蛍けい光こう色に輝く鮮あざやかな碧みどり色の光が噴ふきだしたのだ。上着の布でも隠かくしきれない光量が。

　そしてその輝きを、アリスと燐は数日前に目撃していた。

　星脈噴出泉ボルテツクスの輝き。

　あの光の噴出口に、イスカと彼女が落ちたことをアリスは知っている。

　……星脈噴出泉ボルテツクスは枯こ渇かつしていた。

　……星霊は星の中ちゆう枢すうに還かえったんだって仮面卿きようは予想していたわ。

　だが違う。

　この女隊長ミスミスの腕うでに灯ともる輝きが、真実。

「まさか────」

　光が激化。それは星霊術が発動する証あかしである。

　まずい。この隊長が星霊を宿したことは間ま違ちがいない。だが彼女はまだ星霊使いではない。星霊を制せい御ぎよする術すべを知るわけがないのだ。

　感情の昂たかぶりが、星霊術の暴走を呼びまねく。

「凍こおれ！」

「っ」

　アリスの星霊が、女隊長ミスミスの足首を凍とう結けつ。

　動うごきを封ふうじられた彼女が倒たおれこむ。氷はすぐに溶とけるだろう。芝しば生ふに隠れて氷が見えない以上、この広場で目撃者は存在しない。

「……今のはわたしからの思遣おもいやり。星霊使いになったあなたへの」

　防衛行こう為いではない。

　今のアリスの星霊術は、ミスミスを案じてのものだ。

「どんな星霊を宿したか知らないけど、もしあなたが星霊術を暴発させていれば、あなたが中立都市の掟おきてを破ったことになっていたわよ」

「────」

「燐、いきましょう」

　動けない女隊長ミスミスに背を向けてアリスは歩きだした。

　唇くちびるを嚙みしめながら。










　　　Chapter.2　『星のイミテーション』
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　帝てい国こく議会。

　別名「見えざる意思」。

　その名めい称しようは、帝国のどんな地図にも議事堂の場所が記されていないことに起因する。

　議事堂の在りかは、必要がある場合のみ口頭で知らされ、決して文面に表れることがない。

　地下五千メートル──

　温度、実に百五十度。

　地中の微び生せい物ぶつがかろうじて生存できるかどうかという星の地ち殻かく。中央基地に用意された昇降機エレベーターを経由するしか到とう達たつ手段はない。

『何一つ計画に支障はない』

『使徒聖第五席ともあろう君が気にかけるものではないよ』

『特務を優先したまえ』

　使徒聖・璃リ洒シヤの見上げる壁へき面めん。

　そこに設置されたモニターに光が灯り、八人の男女の姿がぼんやりと映った。

　八大使徒。帝国を牛耳る八人でありながら、彼らについてわかっていることはせいぜいその名前だけだろう。

　モニター上には顔の輪りん郭かくしか映らず、体型さえ曖あい昧まい。

　本当に人間なのか。彼らは人間のフリをした機械知性ではないか？　帝国議員からも、そう公然と口にされることもある。

「意外ですねぇ」

　対し、彼らを見つめる女使徒聖はゆったりとした口ぶりで。

「黒くろ鋼がねの後こう継けいイスカ。彼に執しゆう着ちやくしていたのは他でもない、八み大な使さ徒まだったようにウチには思えましたが。なにせあの男に師事した剣士ですから」

　返事はない。

　八大使徒の沈ちん黙もくが意味するものは「肯こう定てい」。その意を正しく理解しているのは、璃洒を含ふくめ帝国全土でも数名だろう。

「氷ひよう禍かの魔女に彼イスカが連れ去られた。それも中立都市で。そう聞いた時にはウチも多少は驚おどろきました」

　彼イスカと氷禍の魔女が遭そう遇ぐう。

　隊長ミスミスの報告によれば、毒を盛られた可能性が高いという。

「ネビュリス皇おう庁ちようは、帝国から怪かい物ぶつたちの住すみ処か呼ばわりされている国ですし。星霊使いの心証を悪化させないことを鉄の掟おきてとしていますよね？」

『そのとおりだ』

『皇庁は、戦場以外では借りてきた猫ねこのようなもの』

『民衆の前では牙きばは見せぬ』

「ええ。ですからウチも誤算でした」

　中立都市内で襲おそいかかってくることはない。璃洒でさえそう思いこんでいたところに、この報告だ。黒鋼の後継イスカも同じ心境だったことだろう。

　まさか、と。

　そして気づいた時には、毒を受けて倒れていた。

「見事ですね」

『ああ素晴らしい手しゆ腕わんだ』

『魔女たちが己の心証を穢けがさぬよう振ふる舞まっている。中立都市での魔女は無害。そう知る者にこそ今回の奇き襲しゆうは有効だった』

　魔女に精通した彼イスカの心理を逆手に取った。

　中立都市エインでその「攻こう撃げき」を目もく撃げきした者はいないから、皇庁が中立都市の同盟から非難を受けることもない。

　なんと鮮やかな手腕であることか。

　璃洒がその場に居合わせていれば賞賛を贈おくっていたことだろう。

「純血種の手口とは考えにくいですから、ウチの予想ではきっと側近の判断でしょうねぇ。氷禍の魔女はずいぶんと優ゆう秀しゆうな部下を持っていますよ」

　と。

　そこまで言い終えて、女使徒聖が眼鏡めがねのブリッジを押し上げた。

「話を戻もどしましょう。連れ去られた彼のことです」

『それは返答済みだが？』

　二度同じことを聞くな。

　言外にそう滲にじませた重圧感。

『君は特務を優先したまえ』

『黒鋼の後継イスカは、あの男の後継。自力で戻ってくる。そうでなければ星の運命もそこまでだっただけのこと』

「いやあ」

　対し。

　璃洒の応えは、あまりにも間の抜ぬけた相づちだった。

「ウチもそのつもりでした。……が、天てん帝てい陛下が『待った』をかけられまして」

『っ』

『なに？』

　天帝ユンメルンゲン。

　ここ単一要よう塞さい領域「天帝国」の支配者にして象しよう徴ちよう。

　今の天帝が何者であるのか。過去からいかにして受うけ継つがれてきたのか。その絡から繰くりを解といた帝国民は存在しない。

　天帝ユンメルンゲンの正体を知るのは八大使徒、そして璃洒を含ふくむ使徒聖上位。

　元使徒聖でも、末席だったイスカは天帝との面会経験はない。

「彼イスカという戦力はまだ盤ばん面めんに残るべきであると。何より彼の持つ星せい剣けん──あれの使い手が不在になるのを懸け念ねんされているとのことですが？」

『…………』

『気まぐれな御お方かただ』

　次々とこぼれる嘆たん息そく。

『では璃洒。君ならばどうする？』

『どうせ案をいくつか持参してきたのだろう？』

「彼イスカが連れ去られた場所はわかっています」

　薄うすい眼鏡のレンズの下で。

　女使徒聖の唇がきゅっとつり上がった。

「ネビュリス皇庁第十三州アルカトルズ。通つう称しよう『監かん獄ごく区画』。いい場所です」

『ほう。そこは確か……』

『あの「超ちよう越えつ者」サリンジャーが囚とらわれている地ね』

『前ネビュリス女王に牙をむいた異い端たんの魔ま人じん。あの者の星せい霊れいは極めて稀き少しようで強大だ。牢ろう獄ごくから解きはなつことができれば──』

　八大使徒の声にまじる冷笑。

　彼らもまた即そく座ざに理解したのだ。璃洒が何を企くわだてているのかを。

『面白い。あの「超越者サリンジヤー」が容易に懐かい柔じゆうできるとは思えぬが、試す価値はある』

『ことと次第では、特務との相乗効果も考えられる。追い風になるやもしれん』

『璃洒。君も存分に動きたまえ』

「そのつもりですよ」

　淡たん々たんと応じる使徒聖第五席。

「ちょうど良い風向きです。八み大な使さ徒まのご意向どおり特務を継けい続ぞくしつつ、ウチはウチで、第九○七部隊にテコ入れをしてみようかと」

　恭うやうやしく一礼。

　軍ぐん靴かの音を響ひびかせて、天帝の参さん謀ぼう役をつとめる女使徒聖は議事堂を後にした。




　　　　　　　２




　帝てい都とユンメルンゲン。

　軍事区画である第三セクターが、ゆっくりと黄昏たそがれ色の帳とばりに包まれていく。

　燃えるような夕陽は地平線の先へ。

　青と黒との混色が空を染め上げるまで時間はそうかかるまい。星の瞬またたきもじきに人々の目に留まる。

　──窓向こうの景色。

　ぶ厚い強化ガラスに向かって、ひっそりとジンは息をついた。

「奴やつらが一枚上手だった。中立都市で襲われたならどうしようもない」

　会議テーブル上に置かれた二ふた振ふりの剣。

　黒と白の一対たる「星剣」へとふり返る。持ち主不在。今この剣の所有者は、帝国から遠く離はなれた皇庁へと連行されている頃ころだろう。

「中立都市は武装禁止だ。イスカも星剣を預けていた。そんな場所で氷禍の魔ま女じよに出で会くわして、それで襲われたなら俺だって白旗を揚あげる」

「…………」

「っつぅか毒だって？　注射か、それとも極小の針か？　気がかりなのは手段だな。奴ら、何十人っていう人ひと集だかりの広場でどうやってイスカに毒を盛ったんだ」

　誰だれにも目撃されずに、だ。

　一人でも目撃していたら大失態。なにしろ中立都市で魔女が暴れたと、帝てい国こく側が公然と世界中に言いふらす口実を与あたえてしまう。

　魔女はやはり凶きよう悪あくな存在だ。

　中立都市同盟にそう危険視されれば、ネビュリス皇庁は孤こ立りつする。

「よほど自信があったのか？　相手はあのイスカだぞ。アイツに反はん撃げきされず気づかれずに毒を盛っただと」

　ジンでさえ容易には想像がつかない。

　イスカに毒を盛る。広場に集まっていた観光客にも気づかれない。そんな手段があるのだろうか。

「おい音ネ々ネ？」

「うーん。音々もわかんない」

　テーブルを挟はさんで座るポニーテールの少女は、ぐったりと机に突つっ伏ぷしたままだ。

　むしろ彼女は「イスカが連行された」ことの衝しよう撃げきが大きすぎて、ろくに頭が回っていないようにも見える。

「飲み物に毒が入ってたら？　イスカ兄が飲んでもまわりの人は気づかないよ？」

「アイツが毒入りの飲み物なんか飲むかよ。皇庁の人間から渡わたされたって、その場で突き返すに決まってる……まあいい。ここで考えてても埒らちが明かない」

　ちらりと目配せ。

　ジンの目の前で、横顔を向けて座っている女隊長へ。

「ネビュリス皇庁第十三州アルカトルズ。そこで間ま違ちがいないんだな？」

「……う、うん」

「イスカはそこへ連れていかれた。氷禍の魔女がなぜ連行先を口走ったのか知らねぇが、大方、手出しができねぇって踏ふんだ上での勝利宣言か」

　だが。

　それは今回ばかりは、皇庁の牙が城じようを崩くずす螻ろう蟻ぎの穴となりえる。

「……助けるよ」

　右みぎ腕うでで、自分の左ひだり肩かたをぎゅっとミスミスが握にぎりしめた。

　奥歯を嚙かみしめながら。

「イスカ君を助けるの。音々ちゃんもジン君もお願い、力を貸して」

「それ以外ねぇだろ」

　ジンにとって──

　この女性が強きよう靭じんな意志で涙なみだをこらえている姿は、意外ではない。

　芯しんはある。

　そうでなければ帝国軍の隊長など務まらない。そうでなければジンも音々もイスカも、彼女の下についていない。

「幸か不幸か、俺らには皇庁の国境を突とつ破ぱする手段が用意される。八大使徒の思うままに動くのはご免めんだが、この状じよう況きようはまだ勝ちの目がある」

「特務だよねジン兄ちゃん」

「そうだ。璃洒は『ある』と言った」




〝帝国人でも皇おう庁ちように侵しん入にゆうする方法はあるんだよねぇ〟

〝三日後を楽しみにしてて〟




　皇庁に侵入する目的がネビュリス女王の捕ほ獲かくというのなら、そこにイスカの救出を加えても難易度的には大差あるまい。

「女王の捕獲って時点で無理無む謀ぼうだ。イスカを取りかえす作戦をオマケしたって難易度は変わらない。成功率は〇ゼロより下に下がらないからな」

「それ全然前向きじゃないよジン君!?」

「成功率はどうでもいい。俺らの熱意モチベーシヨンが上がった。それで十分だろうが」

　特務に嫌いや々いや参加する立場から。

　是ぜが非ひでも参加する立場へ。

「それとも使徒聖殿どの、この状況も何もかもひっくるめてアンタの奸かん計けいか？」

「まさかぁ」

　声は、会議室の扉とびらの向こう。

　あっけらかんとした明るい女声が金きん属ぞく扉とびらを伝わってくる。自動施せ錠じようされた扉──それが強制的に解除され、開いていく。

「こればっかりはウチも予想外。凄すごいね。皇庁の手しゆ腕わんを褒ほめるべきだろうねぇ」

「ああ、俺もその話をしていたところだ」

　ジンの見つめる先。

　両手に真っ白い金属箱を抱かかえた璃洒が、のっそりと部屋の中央へと歩いてきた。重そうに抱えていた箱をテーブル上へ。

「ふぅ。お待たせ三人とも。今回は大変だったねぇ」

「過去形にされちゃ困る」

「おおっと失敬。そうだね。ミスミスも、ついさっき戻もどってきたばっかでしょ。フルスピードで車を飛ばして、こんな深夜にようやく帝都に着いたとか」

「────」

　璃洒が目を向けた先は、隊長。

　テーブル前に腰こしかけて身動きしないミスミスが、璃洒に名を呼ばれた途と端たん、目が覚めるような反応で顔を上げた。

「璃洒ちゃん」

「わーかってる。イスカっちは元使徒聖同士だし。そうでなくてもまだ頑がん張ばってもらいたい任務が山ほどあるんだから」

　コン、と壁かべ際ぎわのホワイトボードを叩たたく使徒聖第五席。

「今までの話をまとめるよ？　今日の昼間に、中立都市エインでイスカっちが氷ひよう禍かの魔女と遭そう遇ぐう。何らかの方法で毒を受けて倒たおれてしまい、都市外に運びだされた。連行先はもちろん皇庁。そうだねミスミス？」

「う……うん。アルカトルズって言ってた」

「中央州から離れた州だね。通称『監獄区画』。イスカっちを監かん禁きんするにはもってこいの場所だし辻つじ褄つまはあう。そこで────」

　ジン、音々、ミスミス。

　三人の表情を観察するように見回して、璃洒がにこりと笑んだ。

　感情の読みとれない笑み。

「幸か不幸か、第九○七部隊みんなには皇庁の国境を越こえる手段がある。ここにね」

　テーブル上の白い金属箱。

　大きさは璃洒がギリギリ抱えられるくらいで、小型犬の飼育檻おりほどだろう。上うわ蓋ぶたにつけられた四つもの金属錠じようを、璃洒が手慣れた様子で外していく。

「感謝してよ？　明後日あさつてに用意するはずの物、イスカっちのために特急で用意してきたんだからさ。────はい注目」

　璃洒が上蓋を取りはずす。

　直後、湯気のように白い霧きりが箱の中から噴ふき上がった。ただし恐おそろしく冷たい。

「きゃっ!?　つ、冷たぁ……！」

「ああ、ごめんよ音々たん。これ零れい下か五十度以下でないと封じこめられないんだ」

　白い冷気に包まれた黒い円えん筒とう。

　太さも長さも、大人が片手で握ってやや余るほど。やや細い懐かい中ちゆう電灯形──その一本を箱から取りはずし、璃洒が放り投げた。

「ほいジンジン」

「……何だこの容器。合金製か？」

　冷気を帯びた円筒型の容器。

　ジンが握った感覚はずっしりと重い。この重さは、容器が非常に強固な金属でできているからだろう。

「みんな知ってのとおり、星せい霊れい使いでない人間がネビュリス皇庁国内を出歩くのは大変よ。そこら中で身分証明だったり星せい霊れい審しん判ぱんがあるからね」

　身分証明であれば「帝国外」証明。

　星霊審判であれば星霊使いの証あかしとして星せい紋もんの有無を、その場で確認される。

　そのどちらか──

　過去、帝国軍が取り組んだものが前者。すなわち身分証明書の偽ぎ造ぞうである。中立都市の住民票そっくりの証明書を印字して潜もぐりこもうとした。

「ま。過去の苦労話は省略していいよね？　帝国軍は百年かけて皇庁に侵入しようとしたけど、結局すぐ見破られちゃったってわけ。だけど」

　璃洒が自らも黒の円筒容器を握りしめる。

　そして。

「今回はイケルと思うんだよねー」

　円筒容器の蓋を捻ひねり切る。

　ピキッ、と接合部が砕くだけた音がしたその瞬しゆん間かんに──




　鮮あざやかな光の粒つぶが、容器から噴きだした。




　噴ふん水すいのごとく。

　容器から噴き上がった光の粒りゆう子しが、会議室の天てん井じようまで立ち上っていく。

「星霊エネルギーか!?」

「ジンジン正解。『オーメン』の研究者が総がかりで頑張った技術の結けつ晶しようよん？」

　単一集積知能体オーメン。

　星霊についての学問研究が禁止されている帝国領で、唯ゆい一いつ、星霊研究が認められている機関である。

「……帝国上層部の発案か？」

　黒の円筒を力いっぱい握りしめ、ジンは息を吐はきだした。

「とんでもねぇな。帝国兵オレたちに秘密で、ここまで星霊研究を進めてやがったか」

　機構司令部。

　使徒聖。

　八大使徒。

　世界最大国家の最高権力者たちは、おそらく、何十年も前からこの研究を水面下で続けていたに違ちがいない。

「音々。俺たちはどうやら実験台にされるらしい」

「え？　ジン兄ちゃん、それどういう意味」

「──こういうことよ音々たん」

　少女の左手首を摑つかんだ璃洒が、有無を言わさず手首に円筒容器の先せん端たんを押しあてた。

　ワクチン接種のスタンプ注射のように。

　──星霊エネルギーの照射。

「わっ!?　な、なにするの璃洒さん!?」

「だーいじょうぶ。痛くないでしょ？　すぐ終わるから我が慢まんして。泣かずに我慢できたら後でジュース買ってあげるよ」

　おどけた口ぶりだが、使徒聖の目は笑っていない。

　慌あわてた音々の意思を無視して手首をがっしりと押さえつけ、手ての甲こうに星霊エネルギーを照射し続ける。

「音々ちゃん!?　ちょっと璃洒ちゃん、アタシの部下に何するの！」

「ん。見てのとおりだけど」

　時間にして二十秒ほどだろう。

　ようやく音々の手首を放した時には、璃洒が持っていた黒の円筒から星霊エネルギーの光は消えてしまっていた。

　あたかも懐中電灯の電池エネルギーが切れたように。

「どう音々たん。感想は？」

「…………」

　ポニーテールの少女は何も言えない。

　自分の手の甲に浮かびあがった赤い星紋を見つめ、言葉を失っていたからだ。

「……音々、魔ま女じよになっちゃった？」

「手の皮一枚だけね」

　女使徒聖が、エネルギーを放出し終えた容器を箱の中に投げ入れる。

「あ、ちなみに一週間だけだから」

「え？」

「海で日光浴して日焼けしても、すぐ元の肌はだ色いろに戻るでしょ？　それと同じよん。これは星霊エネルギーを集中放射して星紋だけを肌はだにくっつける機械ってわけ」

　音々の手の甲に浮かびあがった星の痣あざ。

　だが確かに、本物の星紋より色が弱い。

「星霊使いになったフリ。それで皇おう庁ちよう国境の星霊審判を通過するってわけだ？」

「そういうこと。ほら音々たん、次はジンジンに星紋をつけてあげな」

「え。……ええと」

「待て音々。こういうのは上司からだ。俺が隊ボ長スにやってやる」

　音々に待ったをかける。

　黒の円筒──星霊光の照射装置を手にして、ジンはミスミス隊長の隣となりに寄りそった。

「おい使徒聖殿。光を照射する場所はどこでもいいのか？」

「うん。手でも足でもいいよ。でもあまり目立たない場所にね」

　ここは帝国の軍事施し設せつ。

　星紋をつけた隊員がいれば大おお騒さわぎになるからだろう。

「ってわけだ隊ボ長ス。どこでもいいなら左ひだり腕うででいいだろ。腕うでまくりして肩かたを出せ」

「……え？　あ、あのジン君」

「もう一度言うぞ。左肩を出せ」

　使徒聖からは見えないように、己の背中を盾たてにする。

　怖おず怖ずと裾すそをまくったミスミスの上じよう腕わん。そこに巻かれた医い療りよう用テーピングをこっそりと剝はがす。

　──碧みどり色の星紋。

　既すでに存在する星紋の上に、ジンは照射装置を押しあてた。

「これでいいだろ使徒聖殿どの？」

「どれどれ。へえキレイにできてるじゃない。ふむふむ、音々たんの星紋より鮮やかねぇ。まるで本物みたいじゃない」

「あ、あはははっ？　や、やだなあ璃洒ちゃんてば。……ええとほら、アタシ肌が敏びん感かんだから。すぐ日焼けとかしちゃうし」

　じろじろと見てくる璃洒から、ミスミスが大おお慌あわてで左肩を隠かくす。

　本物の魔女の星紋を。

　──そっか。さすがジン兄ちゃん！

　──当然だ。

　目を輝かがやかせて合図する音々に、無言でジンも応じてみせる。

　人工星紋が消えるまで一週間。少なくとも特務の期間は、これでミスミス隊長の星紋で疑われることはない。

　十分だ。

　イスカを救出するまでの時じ間かん稼かせぎとしては十分。

「おい音々」

「あ、うんジン兄ちゃん。どこに付ける？　額？　ほっぺ？　それとも手？」

「両手以外だ。この光に悪あく影えい響きようがあって手が使えなくなるのは最悪だからな。手が動かないと銃じゆうも撃うてない。足にしろ」

　右足首。

　実際の魔女・魔ま人じんにおいても星紋の在りかは千差万別。

　さらに言えば──

　強力な星霊ほど星紋も巨きよ大だいであるという報告もある。ジンや音々の人工的な星紋より、ミスミスの星紋の方が一回り大きい。

「これで、三人は皇庁の国境線に向かう用意はできたわけよ」

　空になった照射装置を回収していく璃洒。

　おそらくはエネルギーを充じゆう塡てんして再利用するのだろう。冷気の詰つまった箱へと詰めこみ、再び厳重に蓋ふたを閉じる。

「十二部隊。計五十一名が同じ『施せ術じゆつ』を受けてることになるんだけど」

「俺ら以外の特務の精せい鋭えい部隊もか」

「そそ。そして今回、帝国上層部が欲しいのは皇庁の国境線データなのよね。十二部隊で、みんな別々の国境検問所チエツクポイントを越こえてもらうわ」

「……ただの実験じゃねえか」

　ジンは理解した。

　特務とは名ばかり。これは帝国上層部によるただのデータ収集だと。

「ネビュリス皇庁は十三州が組み合わさった連れん邦ぽう国家だ。大本のネビュリス皇庁って国に十二の属国がくっついて現い在まにいたる」

「そうだね。で、イスカっちは十三州アルカトルズに連れていかれたわけ」

「俺らはその十三州アルカトルズの国境検問所チエツクポイントから皇庁侵しん入にゆうを試みる。そうだな」

　残る十一部隊もだ。

　中央州を取りかこむ十二の州。その国境をそれぞれ攻せめることになるだろう。

　国境を守る衛兵の数は？

　監かん視し装置は？

　それを片かたっ端ぱしから調べるというわけだ。

「どの国境検問所チエツクポイントがアタリか。そのデータ収集が特務の正体か。侵入しやすい国境が判明すれば、次はこの十倍、二十倍って規模で精鋭部隊を送りこめる」

「そそ。ジンジンは話が早いねぇ」

　第九○七部隊おまえたちはこの実験の人柱である。

　事実上そう言っているのだと、使徒聖第五席はあっさりと認めてみせた。

　極論、今回の十二部隊は一部隊でも皇庁侵入に成功すればいい。

　残る十一部隊が国境で捕つかまったとしても構わない。捕まったとしても「この国境検問所チエツクポイントは危険である」というデータが採れるからだ。

「正直なもんだな」

「ジンジンは鋭するどいからねー。それに、どうせ答えても第九○七部隊はマジメに頑がん張ばってくれると信じてるよ？」

　器用に片目をつむって璃洒がウィンク。

「帝国が本当に欲しいのは、みんなに施術した人工星せい紋もんの検証データ。この擬ぎ装そうで本当にネビュリス皇庁に侵入できるかどうか。そのデータがほしいわけ。国境を無事に越えられたら特務の九割方は成功も同然ってこと」

「ネビュリス女王の捕ほ獲かく作戦は？」

「もちろん実行してもらうよん。せっかく皇庁国内に侵入できたんならネビュリス王宮も攻めるのは当然でしょ？　ただし──」

　一いつ拍ぱく空けて。

　眼鏡めがねの女使徒聖が、まわりの三人をあらためて眺ながめまわす。

「今回の十二部隊が総出で王宮に侵入したら目立つよね。見慣れない人間が五十人以上も突とつ然ぜんに城を訪れたらどう？　いくら星紋を持ってたって怪あやしまれるでしょ」

「当然だな」

「だから、そこを八大使徒の皆みなさまも汲くんでくれたってわけ。ねえミスミス？」

「う、うん!?」

　自分の左肩を押さえていたミスミス隊長が、慌てて姿勢を正す。

「第九○七部隊みんなはネビュリス皇庁の国境を突とつ破ぱ後、十三州アルカトルズに潜せん伏ぷくしてイスカっちを捜そう索さくしてちょうだい。で、もしイスカっちを見つけたら……」

「見つけたら？」

「大暴れして」

　にっこりと。

　使徒聖第五席は、まさにそんな擬ぎ音おん語が似合うほどの満面の笑みで。

「第九○七部隊みんなは十三州アルカトルズで大暴れ。他の十一部隊も、半数は別々の州で暴れてもらうわ。ネビュリス王宮のある中央州が動どう揺ようして混乱するくらいにね」

「そっか！　アタシたちが騒さわいで中央州が動揺してる隙すきに──」

「うん。残りの部隊が王宮に侵入しちゃえってわけ。ミスミスも賢かしこくなったじゃない」

　再び璃洒がウィンク。

　イスカを救出するために皇庁へ侵入。それが図らずも特務の遂すい行こうにつながっていく。

　それを理解したミスミスが表情を引き締しめた。

「ミスミスもいい表か情お。じゃ、ウチも準備が何かと忙いそがしいし、ここらで退散するね。あとは第九○七部隊みんなの頑張り次第。皇庁の国境突破、期待してるよ？」

　持参した金属箱を再び抱だきかかえて。

「じゃあねー。次は現地で会いましょ」

　現地とは。

　それが何ど処こを意味するのか三人が尋たずねる間もなく、使徒聖は部屋の外へと消えていた。










　　　Chapter.3　『離はなれたくても離れられなくて』
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　双ふた子ごのネビュリス──

　最大最強の星せい霊れいを宿した始祖ネビュリス。帝てい国こくから大おお魔ま女じよと呼ばれていた姉は、生しよう涯がい、帝国兵の侵しん攻こうをたった一人で防ぎ続けた。

　そして「皇庁」を創った双子の妹。

　後にネビュリス一世と呼ばれる彼女は、帝国という巨大軍事国家と戦うためひたすらに国土の拡張を急いだ。

　──十二の国を属国化。

　帝国から「魔女の楽園」と恐おそれられた本来の皇庁領土が中央州となり、そこに十二州が加わって十三州からなる連邦国家となった。
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　ネビュリス皇おう庁ちよう。

　第十三州アルカトルズ──

　鋼鉄色のビルが建ちならぶ街並みは、この都市が過去に帝国軍からの侵攻を幾いく度ども受けていたことに起因する。

　帝国軍の火か砲ほうに耐たえうる重厚な建物群。

　冷たいコンクリートの壁かべは無機質極まりなく、一言で言うなれば、この風景はアリスがイメージする帝国の街並みそのものだ。

　……皇庁の街並みなのに。

　……帝国そっくりだなんて変な話だわ。

　アリスには気になって仕方ない。

「ねえ燐リン。わたし、この州は全面的に再開発が必要だと思うわ。もっと道路を広げて植樹して、青空が見える街並みにするべきよ」

「仰おつしやるとおりですアリス様。ただし」

　燐の運転する車両が、通りを進んでいく。

「予算と期間が必要です。街並みを新たにする工事の最中に、帝国軍が押し寄せてきたら一溜たまりもありません」

「悩なやみの種ね……」

　アリスが王女として着手したいことは山積み。

　ただしその九割ほどが、「アリスが帝国を打破できたら」という前提になる。

　……帝国の打だ倒とうも。

　……それがこんな風に簡単だったら、どんなに楽かしら。

　後部座席で。

　自分の隣となり、身体からだを丸めて寝ねかされている少年を見やる。

　元使徒聖イスカ。催さい眠みん薬の副作用で目が覚めてもしばらく指一つ動かせまいが、念には念をということで両手に手て錠じようを嵌はめている。

「キミ……」

　寝ね入いるその横顔をじっと見下ろす。

「わたしと戦った時はどんな星霊術だってかわしてたよね？」

　こんなにあっけなく自分たちに連行されている姿が、この期に及およんでもアリスには信じがたかった。

　自分の星霊術も、始祖ネビュリスの星霊術もうち破った剣けん士しが。

「ねえ。わたしはキミをどうすればいいの」

　中立都市で毒を盛ったのはアリスとしても不本意。

　こんな決着は望んでない。

　が、イスカを無条件で解放できるほど両国は緩ゆるい関係ではない。アリスとて、そこまで敵兵にかける情けはない。

　……キミを連れてくるしかなかったのよ。

　……見られちゃったんだから。

　帝国の女隊長ミスミスに見られた以上、連行する以外に選せん択たく肢しはなかった。

　ならば処しよ遇ぐうをどうするか。

「キミくらいの兵士だもん。大量の保ほ釈しやく金か、何かの交こう渉しよう材料になるわよね」

「アリス様？」

「……気にしないで」

　運転中である燐の提案は、イスカを投とう獄ごくすること。

　元使徒聖という脅きよう威い性を踏ふまえれば妥だ当とうな判断だろう。一方でアリスは無条件解放こそ抵てい抗こうがあるが、やはり今回のやり方には納得できない。

　たとえ捕ほ虜りよであっても粗そ雑ざつな扱あつかいにはしたくないというのが本音である。

「燐。ここは車道にも通行人が多いわ。しっかり前を見ていてね」

「もちろんです」

　従者の視線が前へ。

　その隙に、寝入るイスカへとほんの少しだけ身を寄せた。

　中立都市でも、この寝ね顔がおを見た覚えがある。あの時のイスカも熟じゆく睡すいしきって隙だらけで、それを見ている自分の方が毒気を抜ぬかれてしまった。

　無む垢くで幼く、人なつこい。

　戦場で剣けんを構えている時とは別人。顔つきではなく身に湛たたえた気配からして違ちがう。今は何というか、ついつい構ってみたくなる。そんな雰ふん囲い気きなのだ。

「……起きないわよね」

　指先で、アリスは少年の肩かたを突つついてみた。服の下に感じる筋肉の厚み。アリスの想像以上に引き締まっているのが指先に感じられる。

「あ、すごい。さすが男の子ね」

　面白い。

　自分や燐の身体とは違う。指で突いた時に跳はね返ってくる筋肉の弾だん力りよく性がまるで違う。アリスにとっては未知の感かん触しよくだ。

　他には──

　たとえば頰ほおはどうだろう？

「えい」

　ツン、と指先で少年の頰を突いてみる。

　柔やわらかい。けれどやはり彼の頰は弾力が強いようにも感じるから、やっぱり不思議だ。

「……わたしの方が柔らかいわよね」

　自分の頰に触ふれてみる。

　うん、やはり自分の頰が微び々びたる差だが柔らかい。

「ふふん、どう。わたしの勝ちね？」

　何が勝ちなのだろう。言ってる自分でもよくわからないけれど、この感覚──

　……

　…………

　すごく楽しい。

　イスカをここまで連行してきたことに後ろめたさは残るが、それを吹ふき飛ばすくらい、今こうして寝てる彼に触れるのが楽しくて仕方がない。
















　異性への淡あわい好こう奇き心しん。

　ほんのちょっとの悪戯いたずら心。

　さらに言えば、子こ猫ねこを撫なでている時のようなくつろぎリラツクス感も。

「……怖こわいわ。キミは敵なのに。敵ってことを忘れちゃいそう」

　それでも触れるのをやめられない。

　頰の感触を確かめた後は、彼の髪かみを撫でてみる。異性の髪──そういえば、こんなにも短い髪に触れるというのも何年ぶりのことだろう。

　きっとお風ふ呂ろも楽だろう。

　髪を伸のばして清潔に整える手て間ま暇ひまなんて、きっと知りもしないに違いない。

「……でもキミ、髪を伸ばしても似合うかも？」

　手て櫛ぐしで彼の前まえ髪がみを梳くしけずる。

　猫ねこの毛並みを撫でるように、指先で髪の毛をサラサラと梳っていく──

「あ、猫！」

「え？」

　思わずドキッと手を止める。

　自分の思考が口に出ていただろうか。思った矢先、そう叫さけんだ燐が突とつ然ぜんに急ブレーキを踏んで車を停止させた。

「きゃっ!?　ちょっと燐！」

「野の良ら猫ねこです。いきなり車道に飛びでてきて……ああよかった。急ブレーキで何とか無事でした。アリス様、おケガはございませんね」

「そういう時は『平気ですか？』って疑問形で聞くものよ」

　実際、こんな軽口を叩たたいているのだからケガも何もないのは一目瞭りよう然ぜんなのだが。

　車もそうスピードを出していなかったのが幸いだ。

「でも気をつけて。わたし、お尻しりをぶつけちゃって…………あ、あら？」

　自分の臀でん部ぶにふしぎな感触。

　おそるおそる腰こしを浮うかせたそこには、イスカの横顔。

「いやぁっ!?　ご、ごめんなさい。お尻で踏んづけちゃった！」

「アリス様？」

「な、何でもないわ燐。あなたは前を見て運転してて！」

　横向きのイスカの顔に手をあてる。

　異性。敵であるとはいえ、殿との方がたの顔をお尻で下した敷じきにするというのはあまりに無礼だし、何より一国の姫ひめとしてさすがに恥はずかしい。

「お、起きてないわよね……」

「────」

　瞬まばたき。

　アリスの眼前で、帝てい国こく剣けん士しがゆっくりと目を開けたのは、その時だった。




　……どこだ。ここは？

　……中立都市エインじゃない。何だこの拘こう束そく具……？

　どれほど前からだろう。

　薄うすく薄く引き延ばされた意識ながらも、イスカは、自分が横たわったまま何かに乗っている感覚はずっとあった。少女たちの話し声も。途と切ぎれ途切れではあるが、誰だれかがそこで喋しやべっていることはわかっていた。

　それが。

〝あ、猫！〟

〝え？　きゃっ!?　ちょっと燐！〟

　急ブレーキと警笛クラクシヨン。極めつけに──自分の顔が誰かのお尻に踏みつけられた衝しよう撃げきが、イスカの意識から催眠薬の眠ねむ気けを吹き飛ばした。

「…………っ……」

　目を開ける。

　広い座席に横たわる自分と、そんな自分を驚おどろきの形相で見下ろしているアリス。それが真っ先に理解できて。

「──────う……っ」

「キミ、起きてたの!?」

　霞かすむ視界のなかでアリスが座席の端はじっこまで後ずさる。

「ちょっと燐！　話が違うわ。どんなに早くても目が覚めるのは明日あした、起き上がれるのもそこから一日はかかるって話だったじゃない！」

「バカなっ!?　冗じよう談だんではありません、どれだけ強きよう靭じんな薬物耐たい性せいを……!?」

　前方から顔を覗のぞかせるのは燐。

　アリスと燐の二人しか車には乗っていない。

　……どういうことだ。ミスミス隊長は？

　……僕は……隊長と一いつ緒しよに中立都市に行っていたはずなのに。

　アリスと再会した。

　ここまでは覚えているのに、この先から記き憶おくがすっぽりと抜け落ちてしまっているのはなぜだろう。いや待て。思いだせ。




〝……ほら〟

〝貴様にもくれてやる。アリス様からの寛かん大だいな施ほどこしと思え〟




　燐から缶かんジュースを受けとった。

　そして自分が意識を失ったタイミング。こうして皇庁側の二人がいる車に乗せられて、見覚えのない街中を移動している状じよう況きようは──

「あっ！」

「き、気づいたようね……」

　妙みように迫はく力りよくのない口ぶりで応えたのはアリスである。

「キ、キミの身み柄がらはわたしたちの物よ。いいこと、これは毒入りのジュースを飲んだキミが悪いんだからね」

「……うっわ」

　本来ならば虜りよ囚しゆうとして恐おそれるか絶望するか。

　少なくとも敵の機き嫌げんを損ねてはいけない。それが捕虜の心得だと理解していながらも、イスカは思わず口にしてしまっていた。

「アリス」

「な、なによ」

「さすがに失望した。ネビュリス皇おう庁ちようの姫がこんな卑ひ劣れつな手を……」

「ち、違うわ！　わたしの命令じゃないもん！」

　座席をバンバンと叩いてアリスが叫ぶ。

　真っ赤に顔を染めて。

「わたしは全然こんなつもりはなかったの。燐が勝手に先走っちゃった結果よ！」

「待ってアリス様！　私だって想定外でしたから！」

　今度は運転席から燐が叫び返して。

「むしろ貴様だ帝国剣士！　お前が毒に引っかかる方が悪い！　お前がこうして捕とらえられたのは自己責任。貴様の油断が、己の命運を分けたと思え」

「どう考えても毒を盛る方が悪いし!?」

　ただし言葉の後半には反論の余地もない。

　甘かった。

　中立都市ではどんな勢力も干かん渉しよう禁止。その掟おきてを破った国に対する中立都市の制裁は計り知れないが、それでも例外は常に存在する。

　──バレなければいい。

　催さい眠みん薬を盛るのはまさに恰かつ好こうの手段だろう。もっとも、敵から提供された飲み物を飲む者など普ふ通つうは存在しないのだが。

「た、立場を理解したようね？」

　まだ言いにくそうな雰ふん囲い気きのアリス。

　イスカとなかなか目を合わせようとしないのは、彼女なりの後ろめたさの表れか。

「────着きました」

　沈ちん黙もくを破ったのは、燐の業務的な報告だった。

　停車。

　まだ身体からだの自由が利かないイスカが目線を窓の外に向けて、そこに見たのは煌きらびやかな光を放つ巨きよ大だいビル。

「アリス様、どうぞホテル最上階の賓客室スウイートルームへ。──そして帝国剣士」

　後部座席の扉とびらを開ける燐。

　いつもと変わらぬ家政婦姿の少女の、冷たい眼光。

「今から貴様をホテルに運びこむ。口がきけるからといって大声を出すな。ここはネビュリスの国内だ。貴様の味方は一人もいない」

「────」

「ついてこい。貴様はアリス様の虜囚だ」

　無言のイスカに、従者の少女は吐はき捨すてるような口調でそう告げた。

「言うなればアリス様の犬。それを忘れるな」

「い、犬っ!?　イスカが……わたしのペット？　こ、困るわ燐。そんなこと急に言われてもわたしどうすれば！」

「アリス様お願い、緊きん張ちよう感かんが台無しです！」

　はぁ、と燐が溜ため息いき。

「とにかく行くぞ。立て。貴様ならもう立って歩けるくらい回復しただろう？」
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　第十三州アルカトルズ──

　今から五十年前。独立国家アルカトルズが、帝てい国こくの軍事圧力に耐たえかねて皇庁への属国化を希望。巨きよ大だい連れん邦ぽう「ネビュリス皇庁」の州として生まれ変わった。

　ネビュリス皇庁からの人材の派は遣けん。

　さらには、人と星せい霊れい使いの婚こん姻いん。

　属国化する前はわずか六パーセントだった「星霊使い率」が、今では十一パーセント。つまり十人に一人は魔ま女じよか魔ま人じんである。

　……中には強力な星霊を宿した者も現れ始めた。

　……純血種以外にも強力な星霊使いが、今も増えつつある。

　それがイスカの知る第十三州アルカトルズの知識。

　裏を返せば、他は何も知らない。たとえばここも。この地に王族御ご用よう達たしの高級ホテルがあることも、それを知る帝国兵は皆かい無むであるに違ちがいない。

「何ここ……」

　ホテルの王族専用賓客室プレジデンシヤルスイート。

　部屋に連行されるなり、イスカは思わずそう呟つぶやいた。このリビングだけで自分の部屋の十倍は広いだろうか。

　ホテルの最上階──

　壁かべは一面ガラス張りで、鋼鉄色のビルが建ちならぶ景観が一望できる。

　八人掛がけのダイニングテーブルにピアノ、ビリヤード台も。イスカの部屋とはあまりに階級グレードがかけ離はなれている。

「あぁ疲つかれたわ。車に乗ってこんなに緊きん張ちようしたの初めてよ」

　ふかふかのソファーに座りこむアリス。

　彼女の方は、これだけの豪ごう奢しやな内装に驚いた様子もなく、慣れ親しんだ雰囲気だ。

「アリス様、本当に大だい丈じよう夫ぶなのでしょうか」

「どうしたの燐？」

「この剣けん士しをここに連れてきたことがです。一部屋、留置場として部屋も予約していますので、そこに繫つなぎとめておけば……」

「だめよ」

　ソファーにもたれかかっていたアリスが身を起こす。

「ホテルの一番小さな部屋でしょ？　ネビュリスの姫ひめが、捕ほ虜りよを粗そ雑ざつに扱あつかったなんて噂うわさが広まるのは嫌いや。それに彼の連行は事情が特とく殊しゆすぎるわ。待たい遇ぐうが決まるまでは相応の扱いをするべきよ」

「で、ですが……！」

　イスカのすぐ横に立つ従者の少女が、はっきりとイスカを指さした。

　鋼鉄の手て錠じように縛いましめられた両手首を。

「この剣士はやはり危険です。私の催眠薬を飲んだのにもう意識を取とり戻もどし、歩けるほどに回復してしまったのですよ……こやつがいつアリス様に襲おそいかかるか」

「剣けんがなくても？」

「剣がなくてもです。夜中、アリス様の寝ね込こみを襲うことは考えられます。男という生き物は例外なく野や獣じゆうですから」

「何の話よ!?」

「どういう意味だって!?」

　アリスと声を揃そろえてイスカは叫さけんだ。

　対する燐は、まだ不満そうな弱り顔で溜息をついて。

「……わかりました。ですが、見張る必要があるとはいえ、この男をアリス様と同じ部屋にはできません。ここを私の部屋に。アリス様は隣となりの王族専用賓客室プレジデンシヤルスイートをお使いください。どうせ一フロア貸しきりですから」

「燐が見張るのね？」

「はい。夕食まで時間がありますので、一度お休みになった方がいいでしょう」

「わかったわ。燐、くれぐれも彼には丁重に」

　一度ちらりとイスカを見やった後に、優ゆう雅がな足取りで王女がきびすを返す。パーティー会場のごとく広いリビングを進んで、ホテルの廊ろう下かへ。

「……さて」

　アリスが出ていった扉を施せ錠じようする燐。

　一度大きく息を吐いた後に、少女がぎこちなく口を開いた。

「貴様とこうして向かい合うのは、あの森以来だな。ネウルカの樹海と言ったか」

「……そうなるね」

「あの時に貴様の脅きよう威いは痛いほど思い知らされた。理解という意味ではアリス様以上に、私の方が正しく貴様の危険性を理解している。そう思え」

　言葉のとおり。

　そう宣言する少女の瞳ひとみには、アリスのような和やかさが一切ない。




〝私はアリス様の従者であり護衛。こうした近接戦せん闘とうも習得済みだ〟




　この従者が主アリスより格段に敵対的な姿勢をとり続けるのも、王族の護衛という責務を考えれば当然のことなのだろう。

「そこでだ」

　イスカが止める暇ひまもない。

　テーブルに置かれていた果くだ物ものと果物ナイフ。その後者を手にとるや、少女は自らの手ての甲こうをさっと斬きりつけた。数秒後、じわっと赤い線が滲にじんでいく。

「!?　え……何を！」

「気にするな」

　にっこりと笑む燐。

　初めてイスカに向ける微笑。だがすぐに気づいた。口元は笑っていても、彼女の目元が殺気に満ちあふれている。

「これは口実作りだ。私の正シ当ナ防リ衛オのための、な」

「はい？」

「テーブルに置かれていたナイフに気づいたお前は、それを手に取り私に襲いかかった。しかしアリス様の唯ゆい一いつにして優ゆう秀しゆうな護衛である私は紙一重でかわし、手に傷を受けながらも敵の無力化に成功した──というシナリオだ」

　そう言われても。

　自分イスカはまだ催眠薬の影えい響きようで身体が十分に動かない。そもそも両手首を手錠で繫がれているのであって、既すでに無力も同然ではないか。

「初めて出会った瞬しゆん間かんに直感した」

　ゆらり、と。果物ナイフを握にぎりしめて燐が足を踏ふみだした。

　吊つり上げた双そう眸ぼうに決意の炎ほのおを噴ふき上げて。

「この帝てい国こく剣けん士しは、近い将来、アリス様の世界統一にとって最大の脅威となる。ゆえに私は決意したのだ。たとえ今はアリス様に理解されずとも、遠い将来必ず私の行動を褒ほめてくださるに違いない！」

「……まさか」

「帝国剣士イスカ、覚かく悟ごせよ！」

　少女がナイフを振ふりあげる。

「お前はここでアリス様の未来の礎いしずえとなるのだ。言うなれば世界統一の犠ぎ牲せい。世界平和のためとあれば本望だろう！」

「全っ然、本望じゃないんですけど!?」

「命までは奪うばわん。だがこの先、貴様がもう戦場に立つことはない」

「冗じよう談だんだろ!?」

「冗談ではない！　覚悟！」

　護衛であり一流の暗殺者アサシンでもある少女──

　その本気の刃やいばを前に、黒くろ鋼がねの後こう継けいイスカは全身から汗あせが噴きだした。
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　ホテル「グレゴリオ」。

　その最上階の廊下を歩いている時に。

「あ、しまったわ。しばらく休きゆう憩けいはいいけど、大事なことを忘れてるじゃない」

　アリスはふと足を止めてふり返った。

「イスカの夕食よ。わたしと燐だけじゃいけないわ。……まだどうなるかわからないけど、捕虜とはいえ冷れい遇ぐうしてはいけないもの」

　燐に言いつけよう。

　今日、王族専用賓客室プレジデンシヤルスイートに運ばせる夕食は三人分だ。メニューも自分たちと同じものを用意させねば。




〝いいよね冷製パスタ。市場で甘いフルーツトマトが売ってたら絶対作る〟

〝そう！　トマトの冷製パスタ美お味いしいわよね、わたしもわたしも！〟




　そんなやりとりさえ、自然と思い浮うかぶ。

「……今日はトマトの冷製パスタにしようかしら」

　イスカは喜ぶ？

　それとも驚おどろくだろうか？　また毒入りと疑われるかもしれないが。

「ふふ、ちょっとくらい脅おどかしてもいいかしら。それも可愛いわね」

　どうしよう。

　イスカの表情を勝手に想像するだけで、なぜか自然に顔がゆるんでしまう。

「おっといけない……だめよ。こんな顔で燐に会ったらまた怒おこられるもの。イスカだって今は捕虜なんだから。優しく当たりすぎるのはダメ」

　スペアキーを使って扉とびらを解かい錠じよう。

　燐がイスカを見張っている部屋の扉を開けて、アリスは開口一番に叫んだ。

「ねえ燐。そういえば大事なことを忘れてたわ。今日の夕ご飯だけど────────────────燐？」

　片手で扉を開けた姿勢で凍こおりつく。

　リビングの隅すみ。アリスが見たものは、大きなソファーに二人揃って倒たおれこむイスカと燐の姿であった。

「ぐっ……貴様、手錠のままでも私のナイフを受けとめるとは！」

「そう簡単にやられてたまるか！」

「くぅっ、往生際が悪いぞ。さっさと諦あきらめて、世界平和の礎となれ！」

「強引すぎだろ!?」

　ナイフを突つきたてようとする燐。それを、手錠で繫がれた両手でかろうじて受けとめているのがイスカである。

　二人とも顔を真っ赤にした全力の攻こう防ぼう。と──

「あ、アリスっ!?」

　足音を聞きつけたイスカが、ふり向いた。

「ほら従者。お前の主人が戻ってきたぞ！　諦めてナイフを引っこめろ！」

「はっ！　バカを言うな。アリス様は今しがた部屋に向かわれたばかりだ」

　一方の燐は、イスカを組くみ伏ふせるのに必死で気づかない。イスカが視線でしめす背後には見向きもせずに。

「そんな出任せに惑まどわされる私ではない」

「本当だって！」

「ふんっ、アリス様がいるというのなら、なぜ止めに入らない」

「──いま止めに入ろうと思ったところよ」

「へ？」

　燐のすぐ後ろ。

　きょとんと声を上げた燐の肩かたに触ふれて、アリスは優しく声をかけた。

「楽しそうねぇ。わたしも混ぜてもらえるかしら」

「……アリス様!?」

　ふり返った茶ちや髪ぱつの少女がぎょっとたじろぐ。その隙すきに、アリスは従者の手からナイフを奪いとった。

「イスカはわたしの虜も囚のよ。主あるじの所有物に手を出す従者がいるかしら」

　冷たいまなざしで従者を見下ろす。

　たとえ親しい仲であっても、アリスと燐はあくまで主従関係。主の命に背く者には罰ばつを与あたえねばなるまい。

「燐」

「は、はい」

「これで二度目よ。三度目はないと思いなさい。もし破ったら」

「……破ったら？」

「一か月。あなたのご飯は一日三食、生クリームたっぷりの苺いちごケーキよ。朝も昼も夜も、カロリーたっぷりのケーキを頰ほおばるの。一月後、見るも無む惨ざんな姿になるのよ」

「いやですうぅぅっっっ!?」

「あなたが勝手な振る舞まいをするからよ」

　泣なき崩くずれる従者を見下ろして、アリスは力強く腕うで組ぐみしてみせた。
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「……アリス様、ご用意いたしました」

　燐が取りだしたのは、美しい装そう飾しよくがなされた鎖くさり。

「私としては不本意ですが、アリス様がそこまで仰おつしやるのならやむを得ません」

「あなたがイスカに二度も手を出すからよ」

「……はい」

　手にした鎖を、イスカの手て錠じように繫つなげる燐。

「わかったな帝国剣士。これから貴様はアリス様の監かん視し下だ」

「最初からそうだったと思うけど……」

　とはいえ燐の発言も、今度のコレは物理的な監視という意味なのだろう。

　イスカは手錠で拘こう束そく済み。

　その手錠に新しい鎖を繫げて、それがアリスの手首にまで伸のびている。

　アリスの手首に嵌はめられた腕輪ブレスレツトと、イスカの手錠。それがこの鎖で繫がったため、互たがいに三メートル以上離はなれられない仕組みである。

「これでいいかしら。燐に任せると危険だし、これからキミはわたしが直々に見張るから。光栄に思いなさい？」

「……なるほど」

　自分イスカの手錠がアリスの腕輪ブレスレツトと鎖で繫がって、傍そばにいることを強制される。とはいえイスカとしては、燐の監視下でなくてほっとした心地ここちだ。

「これ、ずっとこのまま？」

「当然よ。手錠をつけただけじゃ油断できないって燐が言うんだもの」

　右手の腕輪ブレスレツトを掲かかげるアリス。

「この鎖でわたしと繫がっているかぎりキミは迂う闊かつに動けない。そして鍵かぎは燐が守ってるわ。これでキミはわたしの監視下よ！」

　そんな姫ひめが、ちょっと楽しげなのはなぜなのか。

「ふふ、こういうのも偶たまには面白いわね。敵国の強者をこんな身近に繫ぎとめておくの。何だか緊ス張リ感ルがあっていいわ」

「悪あく趣しゆ味み？」

「ち、違ちがうわよ！　わたしはその……キミをしっかり見張りたいだけだもん。覚悟なさい。これから一日中、キミはわたしの監視下にあるんだから」

　顔を真っ赤にするアリス。

　そんな彼女の言葉に対し、イスカの脳裏に小さな懸け念ねんが。

「あのさアリス。すごく変なこと聞いてもいい」

「何かしら。言っておくけど手錠は外してあげないわよ。捕ほ虜りよ解放の話が帝てい国こくから来るまでキミはわたしの──」

「僕らこの鎖で繫がってるから」

　じゃら、と手錠から伸びた鎖に触れる。

「トイレってどうするの」

「え？」

「……いや。だってほら」

　イスカの手錠とアリスの腕輪ブレスレツトが、鎖で繫がっている。トイレの個室に籠こもっても、鎖が邪じや魔まをして扉を閉められまい。さらに言えば入浴もだ。こうして鎖で繫がっていては、どんな時でもアリスの隣となりにイスカがいることになる。

「お風ふ呂ろとか。あと寝ねる時とか」

「────」

　沈ちん黙もくする少女。

　その顔が、段々と赤くなってきて。

「まずいわ!?」

「考えてなかったんだ……」

「キミ、何で先に言わなかったの！　はっ！　まさか最初からこの状じよう況きようを狙ねらって？　キミがそんな破は廉れん恥ちだったなんて！」

「少し考えればわかるし！」

　自分イスカだって口にしたいわけがない。

　なぜ虜囚が、わざわざ相手のトイレや入浴のことを気き遣づかわなければならないのか。

「だって──────」

　ふと、アリスの動きが止まった。

　何かを察したかのように目を見ひらいて、もじもじと身じろぎ。

「アリス？」

「…………っ…………て」

「うん？」

「…………キ、キミがそんなこと言うから」

　消え入りそうな声で。

　ネビュリス皇おう庁ちようの姫は、泣きそうな顔でそう告白したのだった。

「……わたし、そういえばずっとトイレ行ってなかったもん……それで…………」

「まさかトイ──」

「それ以上言わないでっ！」

　涙なみだ声ごえの姫がにじり寄る。

「キミ、もっと繊細さデリカシーを持つべきよ。いい？　女の子はトイレになんか行かないの。行くのはお化け粧しようをちょっと直すだけ！」

「なら恥はずかしがる必要ないだろ!?」

「燐、緊きん急きゆう事態よ！　今すぐ鍵でわたしの鎖を外して！……あら。燐？」

「さっき外に出ていったじゃん。三人分の夕食をシェフに指示してきますって」

「燐のばかーーーーーーっ!?」

　早く戻もどってきて。

　悲痛なアリスの悲鳴が、ホテルの最上階にこだました。
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　聖エルザリア大河。

　万年雪の彩いろどる山脈を源流とし、そこから広大な高原を経て大海にいたる。全長四千キロという世界有数の河である。

　──自然国境。

　この濁だく流りゆうを越こえた向こう岸が、ネビュリス皇庁の国土。

「グランドゴール鉄橋。向こう岸までの架かけ橋はしが、同時に国境検問所チエツクポイントってわけだ」

　小型車の運転席で。

　窓まど枠わくに頰ほお杖づえを突きながら、ジンは鉄橋の下を流れる濁流を見下ろした。

　夜十時。

　河の流れは、夜の闇やみに染まってほとんど見えない。監視灯の光に照らされた箇か所しよのみ、かろうじて濁流が見える程度だろう。

「このバカでかい河を泳いで渡わたるのは自殺行こう為い。皇庁に入るには、この橋の国境検問所チエツクポイントを避さけては通れない……か」

　そして過去、帝国が放った諜ちよう報ほう部隊の多くはこの国境検問所チエツクポイントで失敗した。

　──星せい紋もん審しん判ぱん。

　ネビュリス皇庁の国境検問所チエツクポイントは、星せい紋もんの有無で審しん査さ基準が激しく変化する。




〝皇庁わがくには、この星すべての星せい霊れい使いを歓かん迎げいします〟

〝皇庁わがくにで生まれた者、中立都市で生まれた星霊使いもすべて等しく〟




　帝国は、星紋を宿した者を根こそぎ捕とらえようとする。

　そうした同志を保護するという国家方針上、ネビュリス皇庁の入国審査は、星紋を宿した者には伝統的に「甘い」のだ。

「……ひとまず成功か」

　自分の右足首。靴くつ下したに隠かくれて今は見えないが、肌はだの表面にはうっすらと輝かがやく人工星紋が浮うかびあがっている。

　ジンは、この星紋で見事に星紋審判を潜くぐりぬけた。

「検査官の目視と星霊エネルギーの機器計測。俺はものの五分で終わったのに……遅おそいな。隊ボ長スも音ネ々ネも」

　星紋審判は、男女別の場所で行われる。

　痣あざが浮かびあがる身体からだの部位は千差万別。人によっては他人の目に触ふれにくい場所にあり、服を脱ぬがねばならないケースもある。そのせいで遅おくれている？

　あるいは──

「まさかバレたわけじゃねえよな？」

　身分証は中立都市のものを擬ぎ装そうした。

　服も、今のジンは戦せん闘とう衣いではなく日常着的カジユアルなロングパンツとジャケットという恰かつ好こうだ。愛用の狙そ撃げき銃じゆうも、一いつ般ぱん人が所持できる猟りよう銃じゆうに擬装している。

　帝国兵と疑われる要素がない。

　それはミスミス隊長も音々も同じはず。

「お待たせジン君！」

「あ、ジン兄ちゃんもう帰ってきてる！　早くない？」

　愛らしい声が二人分。

　停車中の車の前方から、こちらも日常着的カジユアルな恰好の少女たちが駆かけてくる。

「ジン君ジン君、どうだった？」

「何もねーよ。バレたらこんな暢のん気きに車の中で待ってねえっての」

「……あ、よかったぁ。大だい丈じよう夫ぶだったんだね」

　胸に手をあてたミスミス隊長が、ほっと安あん堵どの息。

　今の隊長は、ワンピースの上に上着を羽織った姿。

　帝国の戦闘衣を着ている時はまだ硬こう派はで大人な印象もあるのだが、こうしてラフな恰好をしている姿は、どこから見ても十代なかばの容姿である。

　普ふ段だんは短めに結っている髪かみをほどいているのも、いつにも増して解放感を感じさせる。

「で。遅かったじゃねえか隊ボ長スも音々も」

「んとねー。住民票チェックで遅くなっちゃったの」

　そう答える音々は、薄うす地じのキャミソールに細身のデニム。こちらもラフで動きやすそうな恰好だ。

「隊長がね。年ねん齢れい詐さ称しようじゃないかって検査官に目をつけられちゃって」

「あー。この若作りがな」

「若作りじゃないし！　二十二歳は若いんだよジン君。女盛りの淑女レデイですぅ！」

　ぷっくりと頰ほおを膨ふくらませる女隊長。

　実じつ年ねん齢れいは立派な二十二歳。ただし映画館は格安の子供料金でごまかすあたり、本人にも外見の自覚はあるのだろう。

「で、無事に通れたよね？　アタシたち、もう国境検問所チエツクポイントを通っていいんだよね……」

　きょろきょろと辺りを見回しつつ、ミスミス隊長が後部座席に乗りこんだ。

　周りにはこの日最後の入国申しん請せい者たち。

　ほとんどの者は中立都市からの観光客や貿易商人であって、星霊使いではない。星紋を持たない彼らの身分検査は厳重に行われていることだろう。

「ねね、ジン兄ちゃんのところには星霊部隊っていた？」

「ほとんどいなかった。歴れつきとした大国だし、帝国と戦争中とはいえギスギスしたところを見せたくないんだろうさ」

　鉄橋上に見える星霊部隊はわずか数名。

　彼らはネビュリスの星霊装束を着ているからすぐに見分けがつく。

「どうせ一般の旅行客に紛まぎれてんだろ。気をつけろよ隊ボ長ス。うっかり旅行者と思って話しかけたら星霊部隊の変装だってパターンは笑えねぇからな」

「わ、わかってるよアタシだって！」

　後部座席のミスミス隊長と、助手席に音々。

　三人を乗せた小型車が鉄橋上を走りだす。国境線を示すラインが車道に引かれており、そこを越えた瞬しゆん間かんからは皇庁の領土だ。

「……越えた！　やった、アタシたちやったよ！　国境を越えたんだよね？」

　ミスミス隊長が小さく歓かん声せい。

「これで特務の第一段階は完かん了りようだよね。璃リ洒シヤちゃんからの話を聞いた時はもうアタシたちお終しまいかなって思ったけど」

「こっからだ。気を抜ぬくんじゃねえぞ隊ボ長ス」

　フロントガラスに映る、鉄橋の先にある景色──

　灰色のビル群。

　ネビュリス皇庁第十三州アルカトルズ。帝てい国こく軍もここから先の情報は限られている。

「イスカが連行されたのが昨日の正午だったな」

「う、うん！」

「なら、イスカを連行した氷ひよう禍かの魔ま女じよがここを通ったのがおそらく今日の昼だ。俺たちは深夜の到とう着ちやく。おおよそ半日差になる」

　十時間差の追つい跡せき。

　中立都市エインから皇庁国境ここまで、自動車ではちょうど丸一日。

　では、第九○七部隊はどうしたか？

　璃洒の協力によって帝国軍の空輸機を借用チヤーター。この国境に一番近い中立都市まで飛び、そこから自動車に乗のり換かえて猛もうスピードでここまで辿たどりついたのだ。

　一部隊が取りうる最速の追跡であることは間ま違ちがいない。

「向こうは、もうとっくに第十三州アルカトルズの都心部についたはず。さて現い在まはどこに連れていかれているのやら」

　人間一人を監かん禁きんする場所などいくらでもある。

　広大な州の中からどう探しあてるか。

「砂さ漠ばくに埋うもれた真しん珠じゆ一ひと粒つぶを掘ほり当あてるようなもんだ。こればかりは幸運に味方されるかどうか」

「……う、うん」

　後部座席。小こ柄がらな女隊長が、膝ひざの上で手をぎゅっと握にぎりしめる。

　祈いのるように手を合わせる所作。

「あぁイスカ君。どうか無事でいて」

「命があれば万々歳。拷ごう問もんで腕うでか足が切り刻まれるか、自白剤ざいで薬くすり漬づけにされてるか」

「やめてよジン君!?」

「覚かく悟ごしておけって意味だ。そりゃ無事であるのに越したことはない」

　運転席でハンドルを握りしめる。

　その手がじわりと濡ぬれていることに気づき、ジンは小さく舌打ちした。手の平が汗あせばむなど何い時つぶりか。狙撃銃を握っている時には久しく経験したことがない。

「見つかるといいんだがな。雲を摑つかむような話だ」

「イスカ兄、無事でいて……！」

　音々の押し殺した呟つぶやき。

「イスカ兄に何かあったら、音々の実験衛星兵器で十三州ここを火の海にしてやる……」

「音々ちゃん怖こわいっ!?」

「音々は本気だもん！」

「二人とも少し黙だまってろ。ここは敵の領土だ。車で走ってたって会話を聞かれる可能性はゼロじゃない」

　危険視すべきは、星霊。

「魔女と魔ま人じんの国だ。街中の人間の声を聴ききとる──そんな監かん視し能力の奴やつがいてもおかしくないからな」

　それがネビュリス皇おう庁ちよう。

　魔女の国は、「人間」の常識を超こえた世界なのだから。




　　　　　　　４




　第十三州アルカトルズ。

　ホテル最上階に用意された王族専用賓客室プレジデンシヤルスイートは、今、ふわりと甘い香かおりに包まれていた。

　軽やかな水しぶきの音。

　浴室から漂ただよってくる白い湯気。さらに言うなれば過か酷こくな訓練で鍛きたえたイスカの聴ちよう力りよくは、耳を澄すますまでもなく、少女の歌声ハミングを聞き取っていた。

　浴室から奏でられる──

　アリスの楽しげな歌声ハミング。

「…………」

　リビングの隅すみでまっすぐ棒立ちを強制されて。

　両手を手て錠じようで縛しばられて。

　……僕、何をしてるんだろう。

　……拷問とかじゃないけど凄すごく惨みじめな思いをさせられてる気がする。

　敵であるはずの自分イスカをリビングに放置して。

　ネビュリス皇庁の姫ひめが優ゆう雅がにお風ふ呂ろに入っているというこの状じよう況きよう、敵側イスカの心境としては皇庁側に見下されている感が否定できない。

　……なんか悔くやしいな。こんな状況だからこそ一矢報いたいけど。

　……今ここで僕が浴室に向かったら、それこそ勘かん違ちがいされそうだし。

　敵の王女に挑いどむ勇ゆう敢かんな帝国兵、のはずが。

　入浴中のうら若き乙女おとめに忍しのび寄よる痴ち漢かんになってしまう。

「おい帝てい国こく剣けん士し」

「いたっ」

　鎖くさりを引っ張られ、そこに繫つながった手錠が手首を締しめつける。

「間違っても邪よこしまなことを考えるなよ」

　鎖を握るのは従者の少女・燐。

　アリスが入浴中ゆえ、主あるじのつけていた腕輪ブレスレツトを、今は彼女が嵌はめている。

「私が見張っている以上、アリス様の浴室に一歩たりとも近づけさせん」

「……浴室より逃にげることを考えるのが普ふ通つうだと思うけど」

「なにっ。やはり貴様は逃とう亡ぼうする気か」

「喩たとえだから！」

「私は構わないぞ。貴様が逃げたとなれば、今度こそソレを理由に八やつ裂ざきにしてくれる。さすがにアリス様も止めはすまい」

　敵意を隠かくす気もない。

「一つ聞きたいんだけど」

「そう言われて素直に答えると思うか？」

「僕はこれからどうなる？」

「────」

　嘲ちよう笑しようから一転、静けさを含ふくんだ真顔へ。

　すぐ隣となりに立っているイスカを見つめ、茶ちや髪ぱつの少女がふっと溜ため息いき。

「中立都市の掟おきてを破ったのは皇庁われらだ。いいだろう。その非に免めんじて話してやる。とはいえ、貴様は祈るほか無いが」

「祈る？」

「私とアリス様の意見が分かれている。アリス様はまだ貴様への処しよ遇ぐうを決めかねているが、この地に永遠に閉じこめてしまえというのが私の発案だ」

　ガラス張りの壁かべを一いち瞥べつ。

　ここのホテルの最上階からならば、この都市の夜景が一望できる。少女が指さしたのは、ビルの立ちならぶ地平線。

　歪いびつな凸とつ凹おう型の塔とう──

　よく見れば、それが地平線の先に二つ三つ見てとれる。

「五十年前、ここはまだ皇庁の州ではなく独立国家アルカトルズとして栄えていた。近きん隣りんの都市たちと特別な『貿易』を交わす国としてな」

「貿易って……」

「囚しゆう人じんだ」

　少女が口にした言葉に、一いつ瞬しゆんイスカは己の耳を疑った。

　貿易？　囚人の貿易とはどういう意味か。

「多額の報ほう酬しゆうと引ひき替かえに、自他国かかわらず囚人も受け入れて収容する。そうしてこの国は栄えてきた。中立都市の犯罪者、それに皇庁の荒あらくれ者ものを監禁してな」

　鋼鉄のビル群。

　これは帝国軍の火か砲ほうから街を守るためであり、同時に、凶きよう悪あくな囚人が脱だつ走そうして暴れた時、住人が身を守るための自衛手段でもあったのだ。

「……じゃあ、あの塔が」

「監かん獄ごく塔とうだ。そして覚悟するのだな。私は、アレの一つに貴様を投とう獄ごくすべきとアリス様に進言した。それがアリス様の為ためになると」

「────」

「悔しいか？　だが、これはお前が選んだ結末と思え、帝国剣士」

　イスカを繫ぐ鎖を握りしめる少女。

「アリス様は一度、お前に手を差しのべられた。それを拒こばんだのは貴様だ」

「わかってる」

　この場で言われずとも百も承知。姫アリスからの提案を断ったのはイスカだ。たとえ今、同じ提案をされても考えを改める気は毛頭ない。




〝キミ、わたしの部下になりなさい。キミは帝国からの亡命者になるわけ〟

〝できない。僕はネビュリス側にはつかない〟




　同じ道は歩めない。

　イスカが皇庁側についたとしても、その先に両国の和平という未来が望めないからだ。

「もっとも、アリス様はまだ悩なやんでおられる。今回の策は明らかに正当性を欠くと」

「…………」

「今回、私は二度の独断を行った。貴様に毒を盛ったことと、先ほど貴様を襲おそったこと。アリス様の従者として三度目はない。あとは御み心こころに従うまでだ」

　従者の務め──

　アリスが「彼を投獄せよ」と命じればそうするし、「彼を解放せよ」と言われれば国境の外にまで連れていく。

「ちっ」

　少女が、バツの悪そうな表情で顔を背けた。

「私が貴様と言葉を交わしたこと、話すなよ」

「従者らしからぬ振ふる舞まいだから？」

「……違ちがう。アリス様は、貴様に対しては妙みように甘い部分がある。これで私と貴様とが打ち解けたと勘違いされようものなら────」

　その矢先に、浴室から足音。微かすかだった歌声ハミングもさっきより明めい瞭りように聞こえてくる。

「ふぅ、ようやく汗を流せたわ」

　心地ここちよさそうなアリスの声。

「王宮の広いお風呂もいいけど、ホテルで手早く入るお風呂も悪くないわね。夜の時間をゆっくり使えるもの」

　浴室からリビングへと歩いてくる少女。

「ねえ燐、わたしの着き替がえだけど」

「…………あの……」

「…………アリス様」

　上気した頰ほおに手をあてて満足そうな姫。

　が、そんな彼女を見たイスカと燐の表情はまったく同時に凍こおりついていた。

「わたしの着替え──────あ、あれ？────」

　頭にタオルを巻いただけのアリス。

　煌きらびやかな照明に照らされる少女は、一糸まとわぬ裸ら身しんだった。

　透すきとおるような真っ白い肌はだ。

　お湯に浸つかって血行がよくなり、その頰や耳たぶがほんのりと紅に染まっている。

　首筋から、鎖さ骨こつを伝って滴したたり落ちる水すい滴てき。それがアリスの豊かな胸の谷間に吸いこまれるように滴り、腹部から臍へそへと滑すべり落ちていく。

　その姿のなんと美しく、そして艶つややかなことだろう。

「……あら？」

　なぜ彼イスカがここにいるの？

　そんな顔で、裸身の美少女がぽかんと目を瞬またたかせる。が、それも束の間。

「い、いやぁ────────っ!?」

　ネビュリス皇おう庁ちようの姫は忘れていた。

　ここにいるのは自分と燐だけではなかったのだと。

「ちょ、ちょっと待って、違うの！　イスカわたしは……！」

　頭のタオルをほどいて胸元を隠す。

　さらに身体からだの前を隠そうと背を向ける。異性。それも敵国の兵に肌を見せないために、アリスの取った行動はごく自然な振る舞いだった……はずだった。

　が。

「……星せい紋もん？」

「────────っ」

　イスカの何気なく呟つぶやいた一言に、金きん髪ぱつの少女がビクッと顔を震ふるわせる。

　背中を向けたネビュリスの姫。

　そのうなじから背中、両りよう肩かたにおよぶ巨きよ大だいな星の痣あざ。




　──翼つばさのごとき模様の真っ青な星紋が、そこにはあった。




　魔ま女じよの徴しるし。

　百年前から現代に至るまで、帝てい国こくから「人外の象しよう徴ちよう」と迫はく害がいされる痣。そしてアリスの背にある星紋は、かつてイスカが見た誰だれの星紋よりも大きかった。

　さらにその輝かがやきも。

　星せい霊れい術を発動しているわけでもないのに、他の星紋よりも明らかに力強い。

「…………」

　戦場で、イスカは彼女の星紋には気がつかなかった。

　気づくわけがない。鮮あざやかな王衣ドレス。何より彼女の美しい金髪が、背中を覆おおい隠していたからだ。

「…………イスカ」

　消え入りそうな声。背中を向けたまま──

　巨大な星紋を見せつけた姿勢で、魔女と恐おそれられる少女は弱々しく言葉を続けた。

「これを見て、キミはどう思う？」

　魔女の痣。

　太古より悪あく魔まの徴として恐れられてきた呪じゆ詛その象徴。

　見慣れぬ大きな紋もんがおぼろげに輝くその様は、確かに、呪のろいの力が脈動していると恐きよう怖ふする者もいるだろう。

　帝国が「怪かい物ぶつ」と恐れるには十分な魔女の痣が、アリスの背中に浮うかびあがっていた。

「……気持ち悪いかしら」

「アリス様!?　お待ちください、何を仰おつしやるのですか！」

　イスカの隣に立つ従者が、いてもたってもいられずに主あるじのもとへ駆かけよった。

　水滴の滴り落ちる肩かたを力いっぱい抱だきしめて。

「星紋は星霊使いわれらの誇ほこりです。女王様も仰っているではありませんか。アリス様の星紋は誰よりも立派であると。何を恥はじらう必要がありますか！」

「ありがとう燐」

　従者をねぎらう姫ひめ。

「でも、それは自じ称しようでしょう？　悪魔の呪い。奇き病びよう。怪物の顔が浮きでた痣──帝国でそう言われてるのは周知の事実よ」

「…………」

「帝国だけじゃないわ。中立都市でも、表だってそう言う人間は少ないけど、星霊使いを嫌きらう人間たちの勢力が根強いわ」

「…………アリス様……」

「勘かん違ちがいしないで燐。わたしはそんなの気にしない。誰に何を言われてもいい。あなたの言う通りよ。星紋はわたしの誇り。だけど──」

　金髪の少女がふり向いた。

　わずか一枚の薄うす布ぬのを胸元にあてただけの若き王女が、イスカの目の前で。

「なんでかな……キミがどう思うのか。それだけは知っておきたいの。見られた以上は、聞いておかなくちゃいけないと思うの」

　アリスの背中に浮きでた星紋は際だって大きく、複雑な模様を描えがいている。

　──これを見れば。

　──さすがの彼イスカも、自分アリスへの心証が変化するかもしれない。

　怖こわい。

　だけど聞いておきたい。心ない噓うそで飾かざられるより、いっそ素直な気持ちを聞きたいと。

　ゆらめく彼女の瞳ひとみが、そう物語っている。

「気持ち悪いと思う？　さっきキミは、わたしの星紋を見た時に息を吞のんだわよね。それはどうして？」

「────」

「正直に言って。何を言ってもわたしは怒おこらない。不気味な魔女めって言われたからって態度を変える気はないわ。ただ……キミの本音を知りたいだけ」

　アリスリーゼ・ルゥ・ネビュリス９世。

　美しき少女の目元は、わずかに赤く腫はれ上がっていた。

「ねえ──」

「帝国の隊長で、『魔女』になった女ひ性とを知っている」

　イスカは、たった一言口を開いた。

　向かい合う敵国の王女。不安げな上うわ目め遣づかいの少女へ。

「…………」

　王女は沈ちん黙もく。

　アリスも知っている女ひ性とだ。出かかったその言葉をイスカは喉のど元もとで抑おさえこんだ。

　ミスミス隊長の名前は出せない。いや、それでもアリスなら想像ついたかもしれない。隊長ミスミスが星脈噴出泉ボルテツクスに落ちた姿を見ているのだから。

「……キミの言いたいことがわからないわ」

　ややあって、少女が弱々しく首をふった。

「だとして、それが何だっていうの。帝国兵が魔女になった？　今わたしが聞きたいのはそんな話じゃないわ。わたしはキミ自身の────」

「関係あるんだよ」

　間かん髪はつを容いれずに言葉を続ける。

「その人は今も帝国の隊長をやっている。魔女になったとしても。星紋があったとしても。僕は、その人を尊敬してる」

「…………」

「帝国と皇庁が相あい容いれない根源は星紋か？　この百年、戦争が続いてる理由は星紋なのか？　違うだろ。そんなどうでもいい痣の有無じゃない」

　帝国兵も、星霊部隊も。

　百年前の戦争のキッカケなど誰だれ一人ひとり、もはや意識していない。そんなこと知らないまま戦い続けている。

「どっちが先に手を出したかじゃない。この戦争は、今はもうただの復ふく讐しゆうの重ね合いだ。何が悪いとかっていう次元じゃないと思う」

「…………ええ」

　掠かすれた声が、少女の唇くちびるから紡つむがれた。

「……その通りよ。わたしと燐がキミと戦う理由もそう。わたしはキミに恨うらみなんかない。ただ、生まれた時からそう宿命づけられただけ」

「なら星紋は関係ないじゃないか。どちらの国に生まれたかだけだ」

「っ」

　氷ひよう禍かの魔女が目をみひらく。

　悟さとったのだ。自分イスカが言外に伝えていたことを。

　──相容れないのは思想と立場。

　魔女であってもミスミスが第九○七部隊の隊長であることは揺ゆるぎない。それは彼女が、今も自分の信念を貫つらぬき続けているからだ。

「わたしの星紋なんて気にも留めないと？　そう言いたいの？」

「気にする理由にならない」

「……本当に？　わたしの痣コレも？　キミ、さっき驚おどろいてたじゃない」

「今まで見たどんな星紋より大きいっていうのは、正直ビックリした。でもそれは世界で一番大きな犬を見たとか、そういう驚きだから」

　沈黙。

　ややあって。

「……失礼しちゃうわ」

　その口ぶりと対照的に。

　ネビュリスの姫は、目に涙なみだを浮かべながら小さく噴ふきだした。その唇に、ほんの少し、愛あい嬌きようある微笑が戻もどったのは決して気のせいではないだろう。

「キミね、もっと綺き麗れいなものに喩たとえてよ。大きい犬じゃなくて、大きな宝石を見たとか、そういうの」

「宝石は詳くわしくないんだ。帝国の下級兵だから」

「……ばか」

　クスッと微笑ほほえむ少女。

　笑った拍ひよう子しに頰ほおを伝っていく涙の粒つぶ。その一ひと滴しずくを指先で拭ぬぐいとる。

「じゃあ、わたしのことは何て思ってるの。魔女以外で」

「アリスのこと？」

「そう。わたしのこと。薄うす気き味み悪わるい魔女だと思ってないのなら、キミがわたしをどう見ているのか聞かせて」

「戦場の好敵手ライバル」

「────無礼者!?　貴様、アリス様に何てことを！」

　場の空気に吞のまれていた燐が、その一言にハッと目をみひらいた。

　隣となりに立つイスカを睨にらみつけて。

「アリス様は、我らネビュリス皇おう庁ちようの王女であられるぞ。いくら腕うでが立つとはいえ、貴様のような一兵卒が気安く好敵手ライバルなどと、そんな対等な立場で──」

「構わないわ」

「そうだ構わないのだ。わかったか！…………えっ？」

　ぽかんと口を半開きにする燐。

　思わずふり向いたその先で、従者の少女は信じられないものを見た。

「……アリス様？」

「ようやく胸のモヤモヤが取れたわ。そうよ、その答えを聞きたかったの」

　イスカへ指を突つきつける氷禍の魔女アリス。

「わたしを特とく別べつ扱あつかいしない無礼者。キミはそれでいいの」

　目をキラキラと輝かせて。

　絶体絶命の窮きゆう地ちで英えい雄ゆうの到とう来らいを見た姫のような、歓よろこびにあふれた表情だった。

　魔女でも。

　星霊使いでも。

　王女でもない──

　等身大の自分わたしを見てくれる初めての男ひ性と。




〝……わたしだけの片思いじゃなかった〟

〝キミも、わたしのことを好敵手ライバルだと意識してくれていたのね〟




　それが嬉うれしいのだと。

　少女の、力漲みなぎる声が何よりも明めい瞭りように物語っている。

「そしてごめんなさい。いきなり、こんなことを聞いちゃって……」

　気き恥はずかしげにアリスがそっぽを向いて。

「他の帝てい国こく兵なら、わたしだってこんなに取り乱すことはなかったわ。相手がキミだから、どうしても譲ゆずれないことだったから」

「アリス。僕からも大事な話がある」

「何かしら」

「……その……そろそろ服を。せめて下着だけでも着て欲しいんだけど」

「え？」

　濡ぬれそぼった肢し体たいの少女。

　今のやりとりで気が抜ぬけたのか、前を隠かくすタオルが手からすっと滑すべりおちていたことに、アリスは気づいていなかった。

　水すい滴てきを滴したたらせた一糸まとわぬ裸ら身しんが、イスカの目の前に──

「きゃぁ!?」

　アリスの顔が再び真っ赤に染まった。床ゆかに落ちたタオルを慌あわてて拾い上げて、今度こそしっかり身体からだを隠す。

「イ、イスカ！　破は廉れん恥ちよ、どこをジロジロ見てるの!?」

「見せてきたのはアリスだろ!?」

「わたしはそんな気なかったもん！　くっ、ずるいわイスカ、好敵手ライバルを名乗るなら対等に勝負すべきよ。わたしの裸はだかを見たんだからキミの裸も見せなさい！」

「アリスなに言ってるの!?」

「アリス様がご乱心!?　アリス様、どうかお気を確かに！」

　夜の王族専用賓客室プレジデンシヤルスイート。

　少年一人と、少女二人の悲鳴がこだました。



















　　　Intermission　『暗あん躍やく』







　朝あさ靄もやに覆おおわれる鋼鉄の都──

　国境を流れる聖エルザリア大河の水流が、夜風に巻き上げられ無数の水の粒へと変わり、早朝に街へと降りそそぐ。

　ネビュリス皇庁・第十三州アルカトルズ。

　ゆっくりとビルの狭はざ間まから昇のぼっていく朝あさ陽ひに照らされて、銀ぎん髪ぱつの狙そ撃げき手しゆは自動車の中であくびを嚙かみつぶした。

「車しや中ちゆう泊はくも久しぶりだな。おい起きろ音ネ々ネ」

「……ジン兄ちゃん、いま何時？」

「ちょうど六時だ」

「あぅ。もうそんな時間なのぉ」

　助手席で、背もたれを倒たおして寝ね入いっていた音々が起きる。寝ね癖ぐせのついた後うしろ髪がみを束ねて普ふ段だんのポニーテールへ。

「隊長？　隊長も起きてー」

「…………」

「ねえジン兄ちゃん、隊長ってば熟じゆく睡すいしてる」

　後部座席を見た音々が、苦笑い。

　決して広くない後部座席で身を丸めて、すやすやと可愛らしい寝ね息いきを立てている青あお髪がみの女隊長の姿がそこにはあった。

　小こ柄がらな身体というのを見事に生かしきっての熟睡だ。

「どうしよ？」

「俺たちは観光に来たんじゃねえ。さっさと起こせ」

「はーい。ねえ隊長、隊長ってば──」

　音々が後部座席に身を乗りだす。

　と。

　その矢先、女隊長が枕まくら代わりにしていた通信機から大音声。ミスミスの鼓こ膜まくを突きやぶる勢いで着信音が鳴りだした。

「ひゃんっ!?　な、何よいきなり！　ジン君、それとも音々ちゃん!?　も、もうちょっと優しく起こしてよ……！」

「んーん。音々もジン兄ちゃんもまだ何もしてないよ」

「あ、あれ？　ってことは」

　起き上がったミスミスが通信機を持ち上げる。

『はーい。おはよ第九○七部隊のみんな。よく寝ねれた？』

　能天気な明るい女声。

　使徒聖第五席、璃リ洒シヤ・イン・エンパイア──帝てい都とに待機しているはずの指揮官から。

「こんな狭せまい車の中で眠ねむれるわけねぇだろ。これなら野営テントの方がマシだ」

『ふふ、ジンジンが元気そうでウチは安心したよ？』

　口を尖とがらせる狙撃手の文句を、むしろ楽しげに受け入れる女使徒聖。

『さてミスミス？　今どこにいるのか聞いていい？』

「んーと、第十三州アルカトルズの都心に入ってすぐの駐ちゆう車しや場じようだよ。おっきなビルがたくさんあって、その陰かげになってる場所」

　車窓からの光景──

　まだ朝六時。朝靄に包まれた路上は人通りがまばらであり、この駐車場についても人の気配はまるでない。

　鼠ねずみ色いろのビル群に、整備された車道とその両側にある歩道。

　鋼鉄色のビルがたちならぶ景観は、あたかも帝国の都市部を思わせる。

「……あんまり皇庁って感じしないよね」

『ここは皇庁の端はしっこだもん。皇庁の州になったのもたった五十年前だし、五十年前からのビルは、要するに独立都市国家だった時のままってこと』

　ネビュリス皇庁の中央州とは、違ちがう。

　美しき自然と近代建築が融ゆう和わした聖なる景観──ネビュリス皇庁という大国の特色は、第十三州アルカトルズでは馴な染じみが薄うすいらしい。

『都合がいいでしょ？　ここは帝国と皇庁の文化が入り混じってる。ミスミスたちが外を歩いても目立たないってこと』

「う、うん……まだ怖こわくてアタシは外に出てないけど」

『へーきへーき。他の特務部隊もそれぞれ別の州に入って、好き勝手歩いてるし。飲食店に入ったり買い物したり』

「えぇっ!?」

『そのすべてが帝国にとって貴重な情報だもん。あ、でもやりすぎて捕つかまっちゃダメだよ。捕まってもウチは助けませんのであしからず』

「──おい使徒聖殿どの。そんなことよりもだ」

　運転席いっぱいにジンが広げたのは、街の地図。

　昨晩のうちに書店で購こう入にゆうしたものであり、今はジンの手によって各所にチェックが付けられている。

「ここか。噂うわさには聞いてたが、本当にこの州は監かん獄ごくだらけだな」

『お？　ジンジン、話が早いねぇ』

　通信機の向こうで弾はずむ声。

『この第十三州アルカトルズは皇庁内外の囚しゆう人じんを集めた監かん獄ごく塔とうがいくつもあるの。凶きよう悪あく犯罪者を収容することで他国から莫ばく大だいな対価を得る。そうして発展してきたってわけ』

「だからか。夜の間に、警備が何度も道を歩いてた」

　警務隊による巡じゆん回かい。

　彼らは帝国からの侵しん入にゆう者を見張るものではない。収容されている凶悪犯罪者たちの逃とう亡ぼうを監かん視しする部隊である。

「そいつらも星せい霊れい使いか？」

『もっちろん。だって収容されてる犯罪者の中には星霊使いも当然いるからねぇ。中でも凶悪なのが「超越」の────あ、噓うそ。今のナシで』

「？　いま何を言いかけた」

『さあジンジン。まずは車を動かしてくれるかな？　そこの駐車場から出たら右に曲がってちょうだい』

「……ちっ。白々しい」

　舌打ちで応え、ジンが車を駆く動どうさせる。

　璃洒の道案内ナビゲートのとおり駐車場を出て、その先の細い車道を進んでいく。

『その先の十字路を左ね。そのまままっすぐ──』

「あの、璃洒ちゃん。さすがにアタシも気になってるんだけど」

『うん？』

「璃洒ちゃん、もしかしてアタシたちを監視してるの？」

　沈ちん黙もく。ややあって。ミスミスの膝ひざ上うえの通信機から伝わってきたものは、女指揮官の愉ゆ快かいそうな笑い声だった。

『今日のミスミスは鋭するどいねぇ。ウチの道案内ナビゲートが正確すぎるから？』

「だって、アタシたちの車を肉眼で見てないと不可能だよ。こんな敵の都市でどうやって道案内ナビゲートできるの？」

『じゃあそこのビル陰かげで車を止めてごらん。そしたらわかるよ？』

　路地裏。

　密集した古ビルの奥──生ゴミの散乱した場所に車を止めて、外へ。

　誰だれかが吐はき捨すてたガムか。地面に接する靴くつ裏がわずかに粘ねばつく感かん触しよくを覚えながら、路地の行き止まりへと進んでいく。

「やだなぁ……真っ暗だし狭いし。今にも星霊部隊が待まち伏ぶせしてそうだもん」

「音々も同感。ジン兄ちゃん、気をつけて」

「どうしようもねえよ。なにせ指揮官殿の指示だ」

　ゴルフケースに擬ぎ装そうした銃じゆうのケースを肩かたに担ぎ、ジンは大きく吐と息いきをついた。

　が、何もない。

　罅ひびの入った壁へき面めんに三方を囲まれた場所。そこが行き止まり。

「はーい。おはよう第九○七部隊のみんな」

「璃洒ちゃん!?」

　行き止まりで、そこに立っていたのは他ならぬ璃洒本人──

　対し、ジンは怪け訝げんな眼まな差ざしで眉まゆをひそめ、音々は息を吞のみ、そしてミスミスは驚きよう愕がくの声を上げていた。

　なぜだ。

　使徒聖とは天てん帝ていの直属護衛。星脈噴出泉ボルテツクスの奪うばい合いのような例外で戦場に派は遣けんされることもあるが、その活動は帝てい国こく領土内に留まるのが原則。

　それが皇庁の国境内へ？

「え、ど、どうして璃洒ちゃんがここにいるの？」

「そりゃもちろん。ミスミスが大切でついてきたに決まってるじゃない？」

　陽気な笑顔で、女使徒聖。

「さ。みんな集まったところで早速出発しよっか」

「……え？　ど、どこに？」

「決まってるじゃない」

　ミスミスの頭を撫なでながら。

　使徒聖第五席、璃洒・イン・エンパイアは眼鏡めがねの下の双そう眸ぼうを細めてみせた。

「イスカっちが囚とらわれてる場所。監獄塔の中に突撃よん？」










　　　Chapter.4　『「超ちよう越えつ」の魔ま人じんサリンジャー』










　　　　　　　１




　陽ひに照らされて銀色に輝かがやくビル群──

　夜間のうちに淀よどんだ朝あさ靄もやが、早朝に吹ふきこむビル風によって流され、溶とけるように消えていく。

　ホテル内、王族専用賓客室プレジデンシヤルスイート。

　全面ガラス張りのフロアから、眼下の展望を優ゆう雅がに眺ながめるアリス。彼女の長い金きん髪ぱつが、陽光に触ふれてキラキラと煌きらめいていく。

　それを、イスカはすぐ隣となりでぼんやりと見守っていた。

　──鎖くさりで繫つながった少年少女。

　イスカは手て錠じよう。アリスは腕輪ブレスレツト。その二つの輪が、細い鎖で繫がっている。

　自分イスカが逃にげないように。

　催さい眠みん薬の成分は昨夜のうちに身体からだから抜ぬけきった。イスカを拘こう束そくするのは両手の手錠、そして彼女と繫がっている鎖の二つだけ。

「痛っ!?」

「おい帝てい国こく剣けん士し、アリス様にそれ以上近づくな」

　イスカのすぐ背後から。

　ほとんど密着する姿勢で、背中に果くだ物ものナイフの先を押しあててくるのは従者の少女だ。王衣ドレスのアリスに対し、燐リンはいつもの家政婦服である。

「どうも怪あやしい。アリス様に近づいて、不意を狙ねらって襲おそいかかる気では……」

「鎖のせいで離はなれられないからだよ！」

「では、なぜアリス様の方を見ていた」

「……このビルの監獄塔を見てろって？　自分が投とう獄ごくされるかもしれない場所なんか好きで見るわけないし」

　処しよ刑けい台に昇のぼった虜りよ囚しゆうの気分だ。眼下に映る監獄塔はさしずめ処刑台のギロチンだろう。そんなものを見たいとも思わない。

「こら燐、そんなにイスカを脅おどさないの。監獄に入れるだなんて」

　窘たしなめる主あるじの少女。

「昨日も確認したでしょ。今回の拘束は皇庁側わたしたちのすべき策じゃないわ。保ほ釈しやく金は要求するけど、交こう渉しようが済めば帰き還かんさせるわ」

「それは承知ですが……」

　主アリスと捕虜イスカをくり返し見回して、燐が大きく嘆たん息そく。

「命拾いしたな帝国剣士。アリス様の温情がなければ、貴様など一生を『オーレルガン』で過ごすところだ」

「オーレルガン？」

「そこまで話す義理はない。……アリス様、私はホテル一階で中央州と連れん絡らくを取ります。昨日と今日、王宮を離れている間のスケジュールを確認して参りますので」

　燐が一礼して背を向けた。

　彼女が部屋を去っていくのを見届けて──

「見えるかしら」

　じゃら、と鎖の擦すれる音色。

　イスカを繫ぐ鎖を手首に巻いたアリスが、その指先をガラス向こうへ。

「あの地平線の三本の監獄塔」

「低い二本と、その中央にある高い塔とうの？」

「ええ。その一つがオーレルガン監獄塔よ。一番監視が厳しいところ。凶悪犯罪者たちが閉じこめられてるわ」

「……納得」

　アリス様に手を出すなよ？

　今しがた退室した燐なりの脅し文もん句くだったのだろう。

「そんな恐おそろしい囚人の集まりなんだ？」

「一箇所を除いて普ふ通つうよ。凶悪犯罪者の誰もが強い星霊使いっていうわけでもないから。わたしも子供の頃ころに内部を見学したけど、みんな檻おりの中で、手錠をつけられて大人しそうに座っていたかしら」

「……その一箇所って？」

「地下。オーレルガン監獄塔は地下に延びた監獄なの。その一番深いところにある部屋は、看守はわたしにも見せてくれなかったわ」

　王女のアリスさえ見学を許されない？

　すぐに思いつく可能性は二つ。一つは、獄ごく中ちゆうがあまりに凄せい惨さんで見学に適さない場合。

　二つ目、檻に閉じこめられた囚人が────

「『超越』の魔人サリンジャー。さすがのキミも知らないと思うけど、まさか聞いたことあるかしら？」

「いいや全然……でも、それは囚しゆう人じんだから？」

「何がかしら」

「アリス、いま『魔人』って言ったろ」

　魔人サリンジャーとやらに聞き覚えはない。

　一方でイスカが聞き返したのは、ネビュリス皇おう庁ちようの姫ひめが、同志を「魔人」と呼んだことに対する驚おどろきゆえにだ。

　……星せい霊れいを宿した者を「魔ま女じよ」とか「魔人」って呼ぶのは帝国側の蔑べつ称しようだ。

　……ネビュリス皇庁は「星霊使い」で統一されてるんじゃないのか？

　そして二国の和平を最終目標に掲かかげるイスカも、特別な意図がないかぎり「星霊使い」という呼こ称しようを使う。

　二国の和平を求める者が、そんな蔑称を使うわけにはいくまい。

「アリス、帝国人がそう呼んだら怒おこると思ってた」

「怒るわよ」

「……じゃあさっきの『魔人』っていうのは？」

「わたしだって使いたくないわ。でも決まりよ。皇庁わがくにはすべての星霊使いを受け入れて、これを保護する。でも罪を犯した者には罰ばつが必要だわ。監かん獄ごくで囚われている星霊使いは魔女と魔人って呼ぶ決まり」

「…………」

「『超越』のサリンジャーは、先代女王に刃は向むかったの。国家転てん覆ぷくを謀はかった大罪人。魔人という蔑称は、その罪を犯した者が背負う十じゆう字じ架かよ」

　差別の象しよう徴ちようではなく。

　罪。

　これが帝国であれば、天帝に刃やいばを向けた者はその場で処刑以外ありえない。投獄処分で済ませる女王が寛かん大だいであったのだろうか。

「と言っても三十年前の話よ」

　アリスが肩をすくめる仕草。

「当時のネビュリス７世の出来事。そしてそれ以来、あのオーレルガン監かん獄ごく塔とうの最深部は、ずっと魔人サリンジャーの塒ねぐらになってるわ」

「……刃向かったのは、女王に不満があったから？」

「いいえ」

「じゃあ自分が皇庁の王になろうとして？」

「惜おしいけどハズレね」

　王位継けい承しよう権者たる姫が、唇くちびるをきゅっと閉じる。

　ガラスの壁かべに手をついて。

「あの魔人は、自分が王以上の存在になろうとした」

「っ？」

「はい、ここまで。……もう、よくないわね。キミに聞かれると話し過ぎちゃう。本当は、今のだけでも最高機密トツプシークレツトなんだから」

　バツの悪そうな苦笑いで、アリスが細い指先を突つきつけてきた。

「帝国で言いふらしたらダメよ？」

「……わかってる」

「ああ、あと燐にもよ。わたしが魔人サリンジャーのことをキミに話したなんて言ったら、ますますキミを生かして帰すなって────」

「アリス様」

「きゃんっ!?」

　天てん井じように届くような勢いでアリスが跳とびはねた。

「な、なにかしら燐」

「それは私の方です。どうしたのですか今の子犬みたいな悲鳴は。まったく、王女としての心構えが──」

「いいのよソレは。ところで何かあったのかしら？」

　イスカにも見み抜ぬけない燐のごく些さ細さいな緊きん張ちよう感かん。対し、主であるアリスは繊せん細さいにその変化を見抜いていた。

「報告がございます。ただ……」

「イスカが邪じや魔まかしら」

「いえ。問題ないと判断します。むしろこの男がいるのは好都合かと」

　一いつ瞬しゆんちらりとイスカを見やる茶ちや髪ぱつの少女。

　再び主アリスにふり向いて。

「何者かが国境を越こえて侵しん入にゆうした疑いがあります」

「……なんですって？」

「中央州を除く十二州で、住民が、奇き妙みような集団を目もく撃げきしています。帝てい国こくの隠おん密みつ部隊である可能性を考こう慮りよし、既すでに警けい戒かい宣言が発令されました」

「わたしたちが中立都市から追つい跡せきされていたってこと？」

「いいえ」

　アリスの言葉に、従者の少女がかぶりを振ふる。

「もちろん追跡された可能性はゼロではありません。が、そもそも帝国軍が我々の国境を越えることは至難のはず。……そうだな帝国剣士？」

「僕は何も知らない」

　慎しん重ちように言葉を選びながら、手て錠じようを付けられた両りよう腕うでを掲げてみせる。

　虜囚こいつが何らかの誘ゆう導どうをしたのでは？

　このタイミングで帝国軍が侵入したとすれば、真っ先にそう疑われるのは自分イスカだろう。冗じよう談だんではない。完全な冤えん罪ざいだ。

「二日間、僕はずっとここにいた。所持品調査ボデイチエツクも何度もされたし、通信機だって取り上げられた。皇庁の国境警備が厳しいこともソッチの方が詳くわしいだろ」

　星せい紋もん審しん判ぱん──

　帝国兵が、皇庁の国境を越えるのはあまりに危険度が高すぎる。捕つかまれば尋じん問もんを受けて帝国の機密をありったけ吐はかされる。

　だが。

　イスカには、国境を越えられる人物に一人だけ思いあたる節があった。

　……まさかミスミス隊長？

　……星霊を宿したあの女ひ性となら、肩かたの星せい紋もんを見せれば国境を越えられるけど。

　可能性は極きよく端たんに低い。なにしろその手段が使えるのはミスミス隊長のみ。ジンと音ネ々ネを残して彼女が単独で動くだろうか。

　……ミスミス隊長はそんな軽率な行動はしない。

　……そもそもジンと音々が絶対にそれを許さないはずなんだ。

　ゆえに「何も知らない」。

　アリスへの答えは紛まぎれもなくイスカの本心だ。

「キミを疑うつもりはないわ。ずっと一いつ緒しよにわたしがいたもの」

　アリスが、腕輪ブレスレツトを解かい錠じよう。

　二人を繫つないでいた鎖くさりが外される。アリスは自由の身。イスカはまだ両手に手錠がついているので動けない。

「燐、第十三州アルカトルズ以外でも怪あやしい集団は目撃されているんでしょ？　なら彼の扇せん動どうじゃないのは明らかだし、わたしたちが尾び行こうされたわけでもないわ」

「はい。極めて組織的な動きです」

「対応は女王おかあさまの命令を待ちましょう。わたしは散歩がてら外を見てくるから、燐はここに残ってて。そしてイスカ」

　陽ひに照らされた黄き金ん色の前まえ髪がみを、さっと指先で払はらいのける。

　言葉に、強い意志を運ばせて。

「わたしはキミを穏おん和わに釈しやく放ほうしたいの。でも、いま聞いてのとおりよ。状じよう況きようがそれを許してくれない。離はなれたくても離れられない……つくづくキミとの因果はふしぎね」

　氷ひよう禍かの魔女アリスは王族専用賓客室プレジデンシヤルスイートを後にした。




　　　　　　　２




　暮れなずむ──

　燃えるような茜あかねの空が、ビルの向こうへと沈しずんでいく時間。広大な芝しば生ふの敷しき地ちに、歪いびつな塔の影かげがどこまでも延びていく。

　オーレルガン監獄塔。

　第十三州アルカトルズの象しよう徴ちようたる監獄塔の中でも、凶きよう悪あく犯罪者のみが収容される場だ。

　敷地は冷たい鉄てつ柵さくで覆おおわれ、窓には鉄格子。

「帝国の檻と変わんねぇな。それでも帝国より一世代古そうな監獄だが」

　地下三階──

　突きでた壁の陰かげに身を潜ひそめ、ジンは押し殺した声で呟つぶやいた。

「石仕様の狭せま苦くるしい廊ろう下かと壁。照明は強化ガラス。檻おりは鋼鉄製で、扉とびらの重さが片方につき三十キロ以上。開こうとするだけで一苦労だな」

「……ね。アタシもそう思う。機械式の認証システムじゃないんだ」

　隣となりで耳打ちするのはミスミス隊長だ。

「帝国だと扉も自動ドアだし、囚人が脱だつ走そうしたら監かん視しカメラで感知できるけど、そういうのもないし。ねえ音々ちゃん？」

「んー」

　三人ならんだ最さい後こう尾びの音々。

　暗がりに紛まぎれていたポニーテールの少女が、地下フロアを眺ながめまわす。

「たぶん壊こわされちゃう」

「え？」

「監視カメラって、ああいう天井の隅すみっこに設置するでしょ。でもほら、ここに捕まってる犯罪者は魔女と魔ま人じんなんだよね？　カメラなんか目立つから、囚人が脱走するついでに壊されちゃうもん。星霊術で」

「あっ、そっか……！」

　ミスミスが、合点の相づち。

　──囚しゆう人じんも星せい霊れい術は使えてしまう。

　帝国の『対星霊兵器』でさえ、星霊の動きを乱す電波波長ジヤミングをせいぜい二秒か三秒、撒まき散ちらすのが限度である。

　星霊術を無効化する手段はない。

　ゆえに監獄はとにかく頑がん丈じようでなければならないのだ。

「機械式の自動ドアもだめかな。強い星霊術なら薄うすい機械壁へきくらい壊して逃にげられるから。音々がここの監視長でもこういう造りにすると思う。これだけ厚い石壁なら炎ほのおの星霊でも風の星霊でも壊せないだろうし」

　通信技師である音々の、もう一つの顔だ。

　士官学校在ざい籍せき中から、既に帝てい都との制圧兵器開発部局からスカウトを受けていた機工士。イスカやジンそしてミスミスと出会っていなければ、この少女は兵器開発部局を代表する研究者になっていただろう。

「じゃあこの監獄塔が地下に延びてるのも？」

「まあそうだな。俺らじゃ想像もできないが、要するに空に向かってそびえたつ塔とうよりも、地下に埋うめこんだ方が監獄にふさわしいんだろ」

　地上五階・地下十一階──

　それがオーレルガン監かん獄ごく塔とうの構造である。フロア移動はすべて階段のみ。その階段も、共通階段と非常階段の二つしかない。

「俺らの現在地が地下三階だな。そして今、何時だ音々？」

「十九時。あと四時間だね」

「そういうことだ。俺らはここで二十三時まで待機。特に何もすることがない。非常事態アクシデントが起きた時のみ出る緊きん急きゆう要員ってことになる」

　狙そ撃げき銃じゆうを肩に提げて、壁に身を寄せる。

　淀よどんだ空気。一呼吸するたびにカビの臭においを感じるのは、ここが地下監かん獄ごくだからこそだろう。

「声を出すなよ隊長。檻かん房ぼうに閉じこめられてる囚人に聞こえちまう。大声出されて見張りを呼ばれたら面めん倒どうだ」

「アタシだってそんな理由なく叫さけばないよっ!?」

　口元に手をあてながら、ミスミス隊長。

「ねえジン君。ここに、本当にイスカ君が捕まってるのかな。璃リ洒シヤちゃんは可能性があるって言ってたけど」

「指揮官殿どのの発案だ。いずれにせよ『ついてこい』って言われた以上、逆らいようがない」




〝イスカっちの居場所は、オーレルガン監獄塔〟

〝第十三州アルカトルズに連行されたんだもん。まあ可能性は一番高いよね。特にその最下層とか〟




　監獄区画。

　ネビュリス皇おう庁ちようの中でも、この州が特別にそう呼ばれているのは第九○七部隊にも調べがついている。

「連行したイスカを放りこんでおくには最適の場所。だが……」

「な、何かあるのジン君？」

「思い切りがよすぎる。使徒聖ってのは天てん帝ていの直属護衛。帝都から出ること自体が珍めずらしい。それこそ星脈噴出泉ボルテツクスの奪うばい合いみたいなことがないかぎりな」

　星脈噴出泉ボルテツクスは、星霊使いを強化する最悪の資源。

　ゆえに「必奪」を期して使徒聖ネームレスが現地に向かった。だが今回は？

「使徒聖がわざわざ足を運ぶことか？」

「で、でも……イスカ君の救出が、星脈噴出泉ボルテツクスの確保と同じくらい大事なんだって考えてくれたからじゃないの？」

「七つだ」

「七って？」

「この州の監獄塔の数だ。イスカが連行された監獄塔の候補は七つ。なのに璃洒は迷わずここを選んだ。なぜだ？　直感だなんてガラじゃねえだろ、あの使徒聖殿は」

「璃洒ちゃんらしく……ない？」

「よほど確信がないと行動に移せない。イスカがここにいるって確信か。それとも──」

「そ、それとも？」

「イスカの救出が詭ウ弁ソである可能性」

　自分たちの背後──

　地下十一階まで続く階段を一いち瞥べつして、銀ぎん髪ぱつの狙そ撃げき手しゆは苦々しく吐き捨てた。

「別の理由でここに来た。……下オ級レ兵らには知らされてない理由でだ」
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　美しき器ソ楽ナ曲タの調べ──

　天てん井じようのスピーカーから流れるピアノの奏が、地下の広大なるフロアに響ひびきわたる。

　オーレルガン監獄塔・地下十一階。

　天井も、壁かべも。

　そのすべてを美しき野原の壁へき画がが彩いろどる場。石床ゆかには厚みのある絨じゆう毯たんが敷しかれ、足を踏ふみだすたびに心地ここちよい感かん触しよくが伝わってくる。

「使徒聖？　ああ、天帝バケモノの飼い犬か。よくもまあ国境を越こえてここまで来たものだ」

　嘲ちよう笑しようと感かん嘆たんと。

　その二つの抑よく揚ようが入り混じった男の声。

「名乗ることを許そう、帝てい国こく人」

「璃洒・イン・エンパイアです。面談予約アポイントメントは必要でしたか？」

「要らぬ。あったとしても覚える気もない」

　厚さ数センチのガラス壁を隔へだてた左右。

　ガラスの前に立つのは、黒くろ縁ぶち眼鏡めがねをかけた長身の女使徒聖。

　璃洒・イン・エンパイア──今ここに立つ彼女は、全身にぴったりと密着する光学迷めい彩さいのスーツを着用している。

「『超ちよう越えつ』のサリンジャー。三十年前に投とう獄ごくされた皇庁の魔人。そう天帝陛下から聞いてましたけど、ずいぶんお若く見えますね。本人ですか？」

「はっ！」

　ガラス向こうの男が笑った。

　器ソ楽ナ曲タが流れ、美しき壁画に彩られた囚人部屋。そこに堂々と用意されたソファーに、横向きに寝ねころぶ白しろ髪かみの男が。

「俺に対してよくぞそんな口をきく。女め狐ぎつね、その自信は天帝の後うしろ盾だてゆえか？」

「いえいえ」

　首をふる女使徒聖が、口紅を一塗ぬりした唇くちびるでクスッと笑んだ。

「ウチはただ、えらく男前で素敵な殿との方がたを見つけたなと。しかも半はん裸ら。思わず任務も忘れて見とれちゃいそうですねぇ」

「好きにしろ。思うさま見とれるがいい」

　真顔で告げる長身の男。

　やや堅かためな髪かみ質しつの白しろ髪かみに、凜り々りしく彫ほりの深い白はく皙せきの面おも立だち。眼光は鋭するどく、その表情は絶対的な自信に満ちあふれている。

　雑誌の一流モデルもかくやと言わん美び貌ぼう。その男が、上じよう半はん身しん裸はだかでソファーに寝ころんでいるのだ。露ろ出しゆつした肉体は一切の無む駄だなく隆りゆう々りゆうと鍛きたえられている。

　世の女性が一目で引きつけられる男の色いろ香か。

「しかし痛快だな。璃洒とやら、貴様いかにして入りこんだ？　敷しき地ちの入り口、施し設せつ玄げん関かん、中央階段、すべて看守がいたであろう。始末したか？」

「穏おん和わな手段ですよ」

　ひらり、と一枚の紙を取りだす女使徒聖。

　入場許可書。

　ネビュリス皇庁の民でなければ発行されないはず。さらに言えば、この地下十一階までは特に入念な本人確認を求められる。

「こういう時のために国こく籍せきを取っていますので」

「二重国籍。帝国と皇庁でか？」

「でもご内密に。帝国人が侵しん入にゆうしてるとバレると今後が動きづらいので。……ま、こんな念押しをしなくてもあなたにとっては──」

「どうでもいいことだ。明日あしたには忘れる」

　ネビュリス皇庁に帝国兵が忍しのびこんでいる。あまつさえ自分の目の前に現れた。それでもなお、この白しろ髪かみの男の風格に乱れはない。

　──『超越』のサリンジャー。

　オーレルガン監獄塔の最下層に捕とらえられた魔人。

　だが、このフロアはどういうことか。

　まるで王おう侯こう貴族の私室。絨毯が敷かれ、ソファーが置かれ、室内には悠ゆう然ぜんと音楽が流れている。

「ああこの内装か？　この監獄の刑務監オフイサーに命じて誂あつらえさせた」

「へえ。やはり魔人殿は特別であると」

　捕らえられながらも刑務監オフイサーを脅おびやかす囚人。

　この部屋の様子からも、サリンジャーという男の影えい響きよう力が窺うかがい知しれる。

「まあさておき。ここで音楽をゆっくり聴きく時間もないもので、単刀直入に。ウチがここに来た理由をお伝えしても？」

　白しろ髪かみの偉い丈じよう夫ふは無言。

　話せ。悠然とした落ちつきで促うながす魔人に対し、天帝直属の女幹部は──

「ここから逃にがしてさし上げます。今すぐに」

「…………」

「おや？　あまり嬉うれしそうに見えませんけど」

「女狐」

　横たわる男が、あからさまに怒ど気きを孕はらんだ声で喉のどを鳴らした。

「俺を誰だれだと心得る」

「『超越』のサリンジャー。王家を超える野望を抱いだき、三十年前、王宮にたった一人で攻せめ入いった未み曾ぞ有うの犯罪者。女王の間に辿たどりつくも、始祖の血族が立ちふさがった。相手は、二人でしたっけ」

「三だ。肝かん心じんの女王を忘れるな」

「ああそうでした」

　一いつ介かいの賊ぞくに対してネビュリスの血脈が三人動いた。

　それがどれだけ異様な事態だったかは璃洒も当然に理解している。三十年前の事件も、下調べは済んでいる。

「『気高きは血筋にあらず。理念に宿る』──それが口くち癖ぐせだと」

「ならば口に気をつけることだ」

　整った眉び目もくを、怒いかりのかたちに吊つり上げる男。

「逃がしてさし上げます、だと？　俺に物もの乞ごいをさせる気か？　貴様が天帝の直属ならば、ゆめゆめ発言の手順を違たがえるな」

「これは失敬。では謹つつしんで訂てい正せいします。帝わ国れは、大規模な侵入作戦を予定しています。そこであなたの力を借りたいなと」

「中央州へ？」

「ええ。具体的にはネビュリス王宮への侵入です」

　眼鏡のブリッジを中指で押し上げる。

　訝いぶかしげな表情の魔人をじっと見下ろして、璃洒は言葉を続けた。

「ミラベア・ルゥ・ネビュリス８世」

「…………」

「この国で知らぬ者などいない現女王。他でもない。三十年前、ネビュリス７世と戦ったあなたを捕らえた勇士の一人であったと」

「はっ、馬ば鹿か馬ば鹿かしい」

　横たわる男が目を閉じる。

「俺に復ふく讐しゆうを迫せまる気か？　くだらぬ。報復などしょせん匹ひつ夫ぷの振ふる舞まい。俺の美学に背く。そもそもだ、俺は小娘ミラベアなど歯し牙がにも掛かけておらぬ」

「…………」

「だが」

　片目を開ける。

　のそりと半裸の魔人がソファーから起き上がるや、両手を突つきだした。

「この地下暮らしにも少々飽あいた。それは事実だ。──良い。この腕輪。砕くだけるものなら砕いてみせよ」

　黒い光こう沢たくを放つ石の腕輪。

　両手に嵌はめられたソレを見せつけるようにして。

「『星の民』が残した霊れい装そうの一つ。これはその模造に過ぎぬが、それでも星霊使いにとっては脅きよう威いとなる」

「ええ。もちろん承知ですよ」

　ピシリッ。

　頷うなずく女使徒聖のすぐ眼前で、両者を隔てるガラス壁へきに亀き裂れつが走った。互たがいに、どちらもガラスに指先一つ触ふれていないはずなのに。

「俺は俺の好きに動く。中央州へ向かうが、いつ王宮を攻めるか指図は受けぬ」

「十分です。あなたがここから去る。『超越』のサリンジャーが監かん獄ごく塔とうから消えたとなれば、中央州はそれだけで混乱するでしょうし」

　崩ほう壊かい。

　薄うすいガラスが千々に砕け、無数の粉雪のように宙を舞う。眩くるめく光ひかり輝かがやく破片に彩られ、白しろ髪かみの囚しゆう人じんが立ち上がった。

「行くか。王を超越する」
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　耳をつんざく警報──

　地上の拡声機から放たれた大だい音おん響きようが、コンクリート壁を伝って地下三階にこだました。

「っ、な、なにこれ!?」

　壁に身を寄せていたミスミスが表情を引きつらせる。

　いつ監獄塔の看守に見つかるか。そう肝きもを冷やしながら隠かくれ潜ひそんでいた最中のこと。この警報に動どう揺ようしないわけがない。

「見つかった!?　え、でもタイミングおかしいよね？」

「ああ。俺らはここで待機してた。その間、看守ガードは何人か通りすぎたが、この警報が俺ら目当てならとっくに鳴ってるはずだ」

　狙そ撃げき銃じゆうを肩かたから下ろすジン。

「かといって別のお客さんが潜もぐりこんでたにしちゃタイミングが出来すぎだ。なら──」

「っ！　もしや璃洒ちゃん!?」

　イスカが捕らえられている可能性が高いから見てくる。そう言い残したきり一時間近く音おと沙さ汰たがないのは、侵入が見つかったから？

　だが。

　仮にも使徒聖の一席を担う者が、このような失態を招くだろうか。

「しっ。隊長もジン兄ちゃんも静かに！」

　音々が唇に指をあてる。

　ポニーテールの少女が厳しいまなざしで見上げるなか、非常階段の上方から立て続けに複数の足音が響ひびいてくるではないか。

「……看守？　あ、あれ。でも」

「看守じゃない。囚しゆう人じん捕ほ縛ばく用の鎮ちん圧あつ部隊だ」

　全員が手に対星霊盾ライオツトシールドを握にぎりしめている。

　炎ほのおの星霊術の熱波。風の星霊術の鎌かま鼬いたち。さらには雷かみなりの星霊による雷らい撃げきを防ぐ防具として帝てい国こく軍が開発した盾たてだが、それを真ま似ねたものだろう。

「防具が帝国軍そっくり。相手するのが星霊使いの囚人なら最適だよね。なら、やっぱり標的は音々たちじゃないと思う」

「じゃあ璃洒ちゃんが!?　た、大変だよっ！　助けないと……」

　意を決した顔つきでミスミス隊長が銃じゆうを手にする。

「璃洒ちゃんはアタシの友達だもん」

「そこは指揮官って言えよ隊ボ長ス」

「いいのっ！　とにかく……もう許せないの。イスカ君が捕つかまって助けられなくて、今度は璃洒ちゃんが狙ねらわれてるんだよ」

　なかば青ざめた表情で唇くちびるを嚙かみしめる。

「絶対に助けないと」

　小ぶりな両手で拳けん銃じゆうを握りしめるその姿は、あたかも祈いのりを捧ささげる司祭のように儚はかなく、そして凜り々りしくて────

「おい隊ボ長ス!?　左ひだり腕うで……！」

「え？」

　帝国軍所属の魔ま女じよは気づいていなかった。

　左腕から、光。

　碧みどり色の星霊光が、彼女の着ている服の下からあふれ出ていることに。

「え？　な、何これ!?　ジン君、アタシの左ひだり肩かた、これどういうこと？」

「俺が知るかよ。どう考えても星霊の光だろうが」

　ミスミスが慌あわてて自分の肩に手をあてる。星せい紋もんの上に肌はだ色いろのシールをかぶせて隠して、さらに上着で覆おおっているにもかかわらず、だ。

「早く隠せ隊ボ長ス」

「そ、そんなこと言われてもアタシだって──」

　服の上から手をあてて光を遮さえぎる。その矢先。




　地底より湧わきたつ衝しよう撃げきが、オーレルガン監獄塔をふるわせた。




　大だい爆ばく撃げきを思わせる轟ごう音おんと衝しよう撃げき波は。

　意識が遠のくほど凄すさまじい衝撃で石の壁へき面めんが大きく歪ゆがみ、ひび割れた亀裂からパラパラと石の欠片かけらが落ちてくる。

「……何だ今のは。地底でロケットでも爆ばく発はつしたってのか」

「ま、まだ揺ゆれてるよジン兄ちゃん！」

　地底の鳴動が止まらない。

　ジンでさえ姿勢を保つのが精せい一いつ杯ぱい。音々やミスミスは互いに抱だき合あって姿勢を保っているが、一いつ般ぱん人ならばその場で横転しているだろう。

『あー。もしもし？　ミスミス元気かな？』

「璃洒ちゃん!?」

『お、よかった無事っぽいね。でも、もう鎮圧部隊が地下フロアに下りてくるだろうし、喋しやべるのは小声の方がいいよ？』

　通信機を通じた肉声。

　あっけらかんとした口ぶりには一切の緊きん張ちよう感かんが見られない。

「璃洒ちゃん無事なんだね。よかった……！」

『ウチ？　ウチは無事に決まってるじゃん。だからミスミスたちはもう逃にげていいよ』

「……え」

『今の音、そっちまで聞こえたかな？　地下の壁かべを壊こわして地底に出て、そこから土の星霊で地上に続く大穴を開けたの。いやー。すごいね星霊術って』

「ちょ、ちょっと待ってよ璃洒ちゃん!?　あ、あの……イスカ君は！」

『あーごめんね。ミスミス』

　いかにも悲しげな口ぶりで。

『イスカっち、探したけどいなかったの。最深部にいたのが強い魔ま人じんで、それが暴れだしてこんな事態になっちゃった。えへ？』

「……ええと……その……」

『ってわけで第九○七部隊の諸君。お目当てのイスカっちはいませんでした。なので撤てつ収しゆう。くれぐれも監かん獄ごくの鎮圧部隊に捕まらないように』

「何それ──────っ！」

　ブツン、と一方的に通話が切れる。

　なかば呆ぼう然ぜんと立ちつくすミスミスの肩を、ジンは思いきり叩たたいてやった。

「行くぞ隊ボ長ス」

「痛っ!?」

「あの使徒聖がここで何をしたのかわからねえが、まず間ま違ちがいないのは、俺たち帝国兵がこの監獄塔に侵しん入にゆうした。それが皇む庁こ側うにバレた。で、使徒聖は別ルートからもう逃とう走そう中。俺らも逃げるぞ」

「ジン兄ちゃん、もしかして音々たち囮おとりってこと!?」

　使徒聖の璃洒が逃げるまでの時じ間かん稼かせぎ。

　この監獄塔まで第九○七部隊が同行していたのは、そのためだったのか。

「結果的にな。真意はわからない。考えるだけ無む駄だだし、問題はこいつらだ」

　ジンが階上を見上げる間にも、次々と足音が。

　鎮圧部隊の多くはさらに地下の階段を下りていくが、そのうち六人は、この地下三階に留まって檻かん房ぼうを見回り始めた。

「……挟はさまれた。あの使徒聖、連れん絡らくを寄こすならあと二分早くしやがれ」

　ジンが舌打ち。

　地下二階、地下四階にそれぞれ鎮圧部隊が固まっている。そしてこの地下三階も、檻房を見回るために六人もの武装部隊が巡じゆん回かい中。

　今は奥の檻房を見回っているが、すぐにこの隠れ場所も見つかるだろう。

　挟まれたどころではない。

　実質、鎮圧部隊によって完全に包囲されている状じよう況きようだ。

「ねえまずいよ、音々たち、武装なんてほんと最低限しか持ってないもん……！」

　国境を越こえる時点で、帝国製の武器はほとんど帝てい都とに置いてきた。

　ジンが狙撃銃とわずかな弾だん薬やく。

　音々は電気銃と対星せい霊れい手しゆ榴りゆう弾だん。ミスミスも、今は背中のバッグにイスカの星せい剣けんを担いでいるため武装はゼロに等しい。

「正面きっての戦せん闘とうは無理だな。こんな狭せまい廊ろう下かじゃどうしようもない」

　相手は武装した星霊使いだ。

　星霊術を撃うたれれば逃げ場はなく、こちらが反はん撃げきに出ればすぐさま増ぞう援えんを呼ばれるのは目に見えている。

　──このまま隠れていて見つかるか。

　──今すぐ飛びだして見つかるか。

　絶望的な二択たくだ。

　いずれにせよ鎮圧部隊との戦闘は免まぬかれまい。全力で抵てい抗こうすれば一人か二人は包ほう囲い網もうを抜ぬけて突とつ破ぱできるかもしれないが、三人が生せい還かんできる見込みは絶望的。

「無事に地上まで脱だつ出しゆつする。そんな奇き蹟せきを引き寄せるとするなら、だ……」

　ジンの言葉の続きは、言わずとも明白。

　ハイリターンを求めるならばハイリスクを背負わねばならない。すなわち。

「囮役がいる。まあ俺だろうな」

　銀ぎん髪ぱつの青年が、溜ため息いき。

「音々と隊ボ長スはここで待機だ。俺が飛びだして注意を引きつける。鎮圧部隊やつらが隙すきを見せた瞬しゆん間かんに一いち網もう打だ尽じんに仕留めろ。いいな？」

「ま、まってジン兄ちゃん！　一網打尽って……それはジン兄ちゃんが適役だもん。囮は音々がやらないと」

「お前じゃ連中がビビらない。その姿ナリを考えろ」

　今の音々は、一般人に変装している。

　帝国の戦闘衣であれば鎮圧部隊も警けい戒かいするだろうが、今ここで私服の少女一人が飛びだしたところで鎮圧部隊が総出で身構えるだろうか？

　答えは否。

　せいぜい一人か二人が音々を追いかけて、残りは檻房の見回りを続けるだろう。

「お前が飛びだすのと、男の俺が銃を持って飛びだす。どっちが鎮圧部隊やつらの注意を引きつけられるか考えろ」

「……そ、それは……。でも音々と隊長の装備じゃ、いくら隙をついたってあんな多くの武装部隊を一度に倒たおすのは大変だよ。取り逃にがすかもしれないし、その間にジン兄ちゃんが攻こう撃げきされたらお終しまいなんだよ!?」

「そうならないよう祈るっきゃねえだろ。おい隊ボ長ス、それでいいな」

「────」

「隊ボ長ス？」

　狙そ撃げき銃じゆうを構えた青年と、電気銃を握りしめる少女。

　部下二人の視線を感じる一方で、ミスミスは唇をぎゅっと嚙みしめ、己の左肩を摑つかんで力いっぱい握りしめていた。

　……怖こわい。

　……そしてこんなこと、本当は絶対にやりたくない。でも……！

　だが意は決した。

　部下を守るために自分ができること、それは。

「囮はアタシがやるよ」

「えっ？」

「おい隊ボ長ス、俺の話を聞いてたか。帝てい国こくの戦闘衣ならともかく、私い服まのアンタが飛びだしたところで鎮圧部隊やつらは驚おどろきやしねぇ。注意を引きつけるも何もできや──」

「できるよ」

　その先の言葉に代えて。

　ミスミスは、隠おん密みつ用の短たん剣けんでもって己の上着を勢いよく切きり裂さいた。タンクトップ状に、左肩から先の素す肌はだが剝むきだしに──

　そう。

　これは、本当は絶対にやりたくない。自らを魔女と認めてしまうことだから。

　だけど。

「今のアタシは魔女だもん」
















　肌色のシールを引ひっ剝ぺがす。

　魔女の星紋──星せい霊れいを宿した痣あざから、鮮あざやかな碧色の光があふれだした。

「隊長っ？」

「おい隊ボ長ス、まさか！」

「この監獄には、捕つかまってる魔ま女じよがたくさんいるんでしょ。なら──」

　部下たちの返事は待たない。イスカの星剣が入ったバッグを放り投げるや、ミスミスは有無を言わさず通路の陰かげから飛びだした。

　魔女の星せい紋もんをあえて見せつける恰かつ好こうで。

「……だ、脱獄成功！」

　ミスミスは力いっぱい叫さけんだ。

　地下三階──通路の奥から近づいてくる監獄の鎮圧部隊六名にあえて届くよう。

「脱獄者か!?」

　そして、隊長の賭かけは成就した。

「やはりいたか！」

「先の破は壊かいはあの女か。肩かたの星霊光……強力な魔女だ。総員、構えろ！」

　食いついてきた。

　ミスミスの決死の演技ギヤンブルに、案の定、鎮圧部隊の目の色が変わる。これで彼らは自分ミスミスを脱獄犯と信じて疑うまい。

「動くな！」

　動かないで──

　いつもの口調になりかけた言葉を、すんでのところで吞のみこんだ。

「ア、アタシの星霊は……アンタたちなんか一発で吹ふき飛とばしちゃう！　ほ、本当に強い星霊なんだから！」

「────」

　廊下を挟んで対たい峙じする、武装集団。

　構えた盾たては星霊術を防ぐためのもの。そして彼ら自身も星霊使いであり、脱獄犯を鎮圧する訓練を積んできた歴戦の者たちだろう。

　対して、ミスミスは星霊術など何一つ使えない。

　こんな虚きよ勢せいがどこまで通じるか──

「ご託たくは済んだか？」

　ぼそりと、先頭に立つ者がそう呟つぶやいた。

「脱獄犯の魔女に与あたえる慈じ悲ひはない。監獄法総則第十九条に則のつとり、処しよ刑けいする」

「…………」

「総員、突とつ撃げきせよ」

　屈くつ強きような武装集団が床ゆかを蹴ける。

　それより先に、ミスミスは彼らに背を向けて廊下を一直線に駆かけだした。捕まれば命はない。脱獄者はその場で処刑されることも当然に予想済み。

　脱獄犯に扮ふんする演技ギヤンブル。この囮役はあまりにもリスクが高すぎる。

　だが──

「これしかないの」

　歯を食いしばり、ミスミスは走る足を一時とて休めない。目指すは廊下の角。あの角を曲がれば再び長い直線廊下に出る。

「これはアタシにしか出来ない役だから……！」

　左ひだり腕うでに、今も輝かがやく光。

　ジンと音々の人工星紋では、星霊の光が弱すぎる。

　本物の魔女である自分ミスミスだからこそ星霊の光も強く、力ずくで脱獄した強力な魔女という信憑性リアリテイがある。鎮圧部隊を引きつけることができるのだ。

　……アタシはもう魔女だもん。

　……帝国隊長でいるかぎり、一生、魔女化を隠かくさなきゃいけないし。

　ならば。

　この魔女の理想郷にいる時くらい、とことん魔女として振ふる舞まってやろう。

　生きて帰るためならば躊躇ためらわない。部下を守るためならば、自分は魔女化の災難ジヤツクポツトだって利用してやる。

「あとはアタシが逃にげるだけ……！」

　一秒でも長く注意を引きつける。

　誘ゆう導どうするのだ。後ろの鎮圧部隊たちを狙ねらいの場所まで。

　──ピシリッ。

　壁かべを伝って氷の蔓つるが迫せまってきたのは、その時だった。

「氷の術!?」

　鎮圧部隊は六人。その誰だれかが放った星霊術に違ちがいない。

　壁を走る氷の蔓が根を張って、走るミスミスの足に絡からみつこうと根を伸のばす。それを、紙一重の差で飛びこえる。

　……落ちついてアタシ、氷の星霊は珍めずらしくないもん。

　……あと何がある？　代表的な星霊術、帝国で何度も勉強したじゃない。

　戦闘は部下に任せっきりだった。

　自分が加われば逆に足手まといになる。だから後ろで離はなれて見てるだけ。頼たよれる部下に囲まれて誇ほこらしいと同時に、そんな自分がみっともなかった。

　けれど今だけは────

「次は炎ほのお!?」

　うなじに感じる熱波に、ふり返る。

　目の前にまで迫る炎の壁。これは捕ほ縛ばくではない。本気で脱獄犯ミスミスを処刑しようと襲おそいかかってきている。

「っ、こんなところで……やられないんだから！」

　曲がり角へと飛びこむ。

　炎の壁が通路を吞みこんだのは、それと一秒の差もなかったに違いない。だがまだだ。星霊の炎が瞬またたく間まに消えて、奥から鎮圧部隊の足音が迫ってくる。

　──前方からも。

「回りこまれた!?」

　ミスミスを挟はさんで通路の前と背後から、対星霊盾ライオツトシールドを構えた武装部隊。

　檻かん房ぼうの構造を熟知しているがゆえに、彼らは経路を判断。ミスミスを追いこむために部隊を二つに分けていたのだ。

「くっ、なら……！」

　前後を挟まれたって、手前にもう一つ曲がり角がある。そっちに逃げこめば──

　そう身体を捻ひねった矢先に。

　銃じゆう声せい。太ももを駆かけぬけた鋭するどい痛みに、ミスミスはその場に転てん倒とうした。

「手間をかけさせるな。魔女が」

　さらに銃声。

　次の弾だん丸がんが、起き上がろうとする女隊長の肩を薄うす皮かわ一枚切り裂いた。大型の拳けん銃じゆう。帝国軍の銃じゆうを戦場で回収し、模造したものだろう。

「脱だつ獄ごく囚しゆう。いや、脱獄者未満か。この場で処刑が完かん了りようするのであれば」

　突きつけられた拳銃。

　倒れたミスミスの額めがけて銃じゆう口こうが突きつけられる。さらに後方にも、挟み撃うちでやってきた男が銃を構える姿がある。

「…………」

「なんだその目は。命いのち乞ごいならばもっと媚こびた表情をしたらどうだ」

　男の挑ちよう発はつには答えず。

「……なぶり殺しのつもり？」

　銃の使い方は熟知している。ミスミスは理解していた。先の二発は直ちよく撃げきを免まぬかれたのではない。恐きよう怖ふを与えるために的をずらしたのだ。

　あるいは自分が女だからこその辱はずかしめか。いずれにせよ──

「素人しろうと」

　銃口を突きつけられながら、ミスミスは毅き然ぜんと男を睨にらみつけた。

「手負いの獣けものは怖こわいんだから。そんな悠ゆう長ちように銃を構えるのは、アタシから見たら素人同然。場慣れしてない証しよう拠こ」

「理解していないようだな。己の立場を」

　冷たい銃口が額に向けられる。

「手負いの獣？　貴様のどこが獣だ？　その星紋……星霊の光は強力だが、どうせ戦せん闘とうにはそぐわぬものだろう。そうならとっくに使っているはず」

「わからないよ？」

「いいやわかる。貴様は獣ではない。これから処刑されるだけの脱獄犯だ」

「────」

　歯を食いしばる。

　目の前に銃を突きつけられて恐怖しない者などいない。

　だが。

「望むところだもん」

　ここまでのリスクを背負ってこそ、演技ギヤンブルに勝利する。

「手負いの獣がアタシだなんて言ってない」

「なに？」

「後ろに誰がいるか見てごらん」

「はっ。虚こ仮け威おどしか。いったい誰が──」

　声が凍こおりつく。誰もいるわけがない。そして事実、鎮ちん圧あつ部隊の男が横目を向けた先には誰の姿も見あたらなかった。

　鎮圧部隊の仲間さえ。

　脱獄犯ミスミスを追いかけていた仲間たち五人。今の今まで並走していたはずの足音が、忽こつ然ぜんと途と絶だえていたことに、最後の一人はようやく気づいたのだ。

「っ!?」

　通路の奥に倒たおれている仲間。

　さらに反対側の曲がり角にも、床に伏ふす男たち。

「……アタシは時間さえ稼かせげばよかったの。こんななぶり殺しみたいに舐なめられたって。その間に、部下が敵を倒せるのならそれでいい」

　魔ま女じよの痣あざを右手で隠し、帝てい国こくの女隊長は吼ほえた。

「魔女になってもアタシは帝国人！　皇て庁きの部隊に負けないんだから！」

「屈かがめ隊ボ長ス」

　通信機に入る狙撃手ジンの小声。

　と同時に、ミスミスは勢いよく床に頭を伏せた。

　──狙撃。

　通路の奥から放たれた一発の弾丸が、狙い違たがわず、ミスミスへと突きつけられた拳銃を側面から撥はね上げる。

「お待たせ隊長」

　最後の一人の背後へ。

　まさしく野生の獣のごとく無音で迫った音々が、高テ圧ー電ザ気ー銃を発射。

　弾丸をも受けとめる金属繊せん維いを貫つらぬいて、強きよう烈れつな高圧電流が鎮圧部隊の男の意識を一いち撃げきで刈かりとった。

　そして、昏こん倒とう。

「……ふぅ。これでフロアの敵は片付けたはず」

　男の手放した銃を回収して、音々が大きく深呼吸。

「よかったー。間かん一いつ髪ぱつだったね隊長。すごい名演技、いい囮おとり役で──」

「音々ちゃぁぁぁぁぁぁぁんっっっっっ！」

「わっ!?」

「怖かったよぉ！　あと数秒遅おそかったらアタシ絶対に撃たれてたんだから！」

　部下の少女に飛びついて、ぎゅっと力いっぱい抱だきしめる。

「よしよし隊長。撃たれたケガは平気？」

「う、うん。かすり傷だし……音々ちゃんとジン君こそ。ケガはない？」

「あるわけねえだろ」

　廊ろう下かの奥、狙そ撃げき銃じゆうを担いで現れる銀ぎん髪ぱつの青年。

「隊ボ長スの後を追いかけてた奴やつらを後ろから仕留めるだけだ。ケガする理由がない。奴ら、防ぼう弾だん着だから死んじゃいねえだろうがな」

「人質にする？」

「要らねえよ。このまま上に昇のぼる。物資も手に入ったことだしな」

　鎮圧部隊の銃と盾たて。

　最低限の武器しか持ちこめなかった三人には、天からの救いに等しい戦利品だ。

「珍しく隊ボ長スが活かつ躍やくしたな。これは褒ほめられる。珍しく」

「褒めてないでしょ!?」

「それよりだ、一つ気になったが」

　ジンのまなざしが、ミスミスの左ひだり肩かたへ。

　鮮あざやかな碧みどり色の星せい紋もん。先さつきよりだいぶ光の量も鎮しずまってきているが、それでもクッキリと光の痣として浮うかびあがっている。

「その光の具合……隊ボ長スに取とり憑ついた星せい霊れい、ひょっとしたら強力な奴かもな」

「え？　な、なに言ってるのジン君!?」

　思い返せば、鎮圧部隊の男たちもそんなことを言っていたような気もするが。ミスミス自身の心境としては正直ちっとも嬉うれしくない。

　……強力な悪あく魔まに取り憑かれたって言われた気分。

　……そんなの喜ぶ女の子なんていないし。

「嬉しくなんかないよ。隠かくすの大変なんだから……」

　シールの予備を取りだして肌はだに貼はりつける。

　その一部始終をじっと見つめるジンと音々の視線に気づいて、ミスミスは慌あわてて左肩を隠したのだった。

「も、もう！　ジン君も音々ちゃんも見ちゃダメ。これ恥はずかしいんだから！」

　そして深呼吸。

　シールの内側からこぼれる淡あわい光を、そっと右手で覆おおい隠して。

「いい二人とも、ここから逃にげきるよ。そして無事に帰って璃洒ちゃんにお説教。よくも先に逃げだしたなって。お詫わびに焼き肉奢おごってもらうんだから」

「イスカ兄の分も？」

「もちろんっ！」

　オーレルガン監かん獄ごく塔とうの外へ──

　鎮圧部隊の足音がこだまする階段を、第九○七部隊は全力で駆かけ上がった。




　　　　　　　３




　夜に咲さく花。

　花火？──

　ほんの数秒間、イスカはそう錯さつ覚かくした。

　ホテル最上階から見下ろす景色は、鮮やかなネオンに彩いろどられたビル群。その上に広がる薄うす墨ずみ色いろの空に、ぱっ、と光の花が咲いたのだ。

　鮮やかな赤。

「……あれは、何なの」

　アリスの乾かわいた独り言。

　と同時に、濛もう々もうたる巨きよ大だいな火柱が、地上から空に向けて噴ふき上がった。

「えっ」

「爆ばく発はつか……!?」

　二人同時にガラス壁へきに手をつき、息も忘れて火柱の行方ゆくえを見守った。

　消えていく。火柱とともに無数の火の粉も消しよう滅めつ。かなり大がかりな爆発だったが、この速さで消えるということは星霊術だろう。

　……星霊の炎ほのおは数十秒で消える。

　……延焼の心配はないけど、あれだけの規模なら間ま違ちがいなく負傷者が出てるはず。

　そして何者だ？

　皇おう庁ちよう内での発破となればまず疑うのは帝国軍の破は壊かい工作だが、今の炎は明らかに星霊によるもの。犯人は星霊使いのはずなのだ。

「オーレルガン……」

　アリスの唇くちびるから零こぼれた、掠かすれた吐と息いき。

「オーレルガン監獄塔のある方角よ。位置も、たぶん間違いないわ」

　まさか。

　今日の朝に聞かされた施し設せつだ。多くの囚しゆう人じんを管理するこの州で、もっとも凶きよう悪あくな犯罪者たちの塒ねぐら。




〝『超ちよう越えつ』のサリンジャーは、当時のネビュリス７世に刃は向むかったわ〟

〝あの魔ま人じんは、自分が王以上の存在になろうとした〟




　イスカはそう聞かされた。

　オーレルガン監獄塔の最深部には、三十年前、当時のネビュリス女王に刃向かった魔人が今も幽ゆう閉へいされているのだと。

「緊きん急きゆうですっ！」

　小さなノックが二回。

　主アリスの応えを待たずして扉とびらが開き、家政婦姿の従者が飛びこんできた。

「オーレルガン監獄塔にて爆発を確認。さらにその敷しき地ち内の地面に巨大な穴があき、そこから大量の土砂が噴きだしたとの報告です」

「爆発はわたしも目にしたわ」

「……囚人の脱だつ走そうです」

　そう告げる従者の唇が、震ふるえていた。

「監獄塔の看守ガードより第一報。あの魔人サリンジャーの独どく房ぼう付近から、とてつもない轟ごう音おんが聞こえたと連れん絡らくがありました」

「何ですって？」

「いま現場の鎮圧部隊と連絡を繫つないでいるところです」

「急いで燐、あの魔人が脱走したら……今度は現女王おかあさまの星霊が狙われるわ！」

　星霊が狙われる？

　それはどういう意味か。だがイスカは、隣となりの彼女に声をかけることはできなかった。

　──張りつめた緊きん迫ぱく感かん。

　イスカが躊躇ためらうほどに、アリスの表情からは余よ裕ゆうが消えていた。

「わたしが向かうわ」

「で、ですがアリス様！　あの男の星霊は……危険です」

「わたし以外にいるかしら？　正面きってあの男を止めるのは鎮圧部隊では至難よ。三十年前の戦いを聞いているでしょう」

「…………」

「燐、一階へ。すぐに車の支度をなさい」

「……かしこまりました」

　従者は、それ以上の言葉を重ねなかった。一礼し、矢のような速さで扉をこえて廊下を走り去っていく。

　再び部屋に二人。

　燐の走っていった扉を眺ながめていたアリスが、小さく息を吐はく。

「聞いてのとおりよ。今からわたしはあの監獄塔に向かうわ」

「詳くわしくは、帝国兵ぼくには明かせないんだろ？」

「ええ。だってキミは敵だもん」

　少女は、自じ慢まんの金きん髪ぱつをそっと梳くしけずりながら、弱々しく微笑ほほえんだ。

　自じ嘲ちようの笑み。

「だけど……キミに全部話せたら、どんなに心強いかなって」

「っ」

「ねえイスカ」

　少女の朱しゆ唇しんから紡つむがれる言の葉。

　それは──




〝もし……わたしが『力を貸して』って言ったら……〟

〝キミはお願いに応えてくれる？〟




　掠れた息づかい。

　アリスリーゼの呼吸？　荒あららげた吐息が、偶たま々たま、そう聞こえただけかもしれない。

　それほどまでに幽かすかな声だった。

「────いえ。ごめんなさい。何でもないわ」

　アリスが唇を引き締しめる。

「ちょっとした囚人が逃げだしただけ。また檻おりに閉じこめるだけよ。すぐ戻もどるわ」

　そして背を向ける。

　歩きだそうとして。

「…………忘れ物があったわ」

　リビングを過ぎて奥の寝しん室しつへ。

　すぐに戻ってきた彼女が手にしていたものは、真新しい新品のハンカチだった。男物で、一目で高級なものとわかる気品のある生地とデザイン。

「これ、覚えてるかしら」




〝ハンカチはどうされました？　自分のハンカチが涙なみだで濡ぬれちゃったからって私のをさし上げたのに〟

〝……あれも、もうぐしょぐしょに濡れちゃった〟

〝泣きすぎです!?〟




　中立都市エインのオペラハウスで。

　歌劇オペラの隣りん席せきに座っていた少女にハンカチを貸して、それがアリスであったこと。忘れるはずもない。

「こんな時に渡わたすなんて礼儀知らずと思うだろうけど、燐がいない時に渡しておきたいの。キミから借りたものは……その……わたしが汚よごしちゃったから。新しい物でごめんなさい。趣しゆ味みと違ちがうかもしれないけど」

　四つ折りのハンカチを、テーブルへ。

「ここに置いておくわ。もし、気にくわないなら残しておいて。だけど、気に入って手にとってもらえることを願ってるから」

　恥ずかしさゆえに？

　目と目を合わせようとせずに早口でそう言い残して。

「じゃあねイスカ」

　ネビュリス皇庁の姫ひめは、イスカに背を向けた。

　部屋の外へ。

　その間、イスカは何一つ意味ある言葉を発することができなかった。

　──事態が何もかも急すぎる。

　この真夜中の大爆発。

　監獄塔から魔人サリンジャーなる囚人が逃げだして、対する燐とアリスの表情は明らかに尋じん常じようのものではなかった。

　……何なんだ。『超越』のサリンジャー？　アリスがあんな表情だなんて。

　……いったい何が起きてるっていうんだ。

　帝てい国こく兵の自分には知りようがない。

　推測しようにもあまりに情報がバラバラだ。情報のピースを埋うめようにも足りない欠片かけらが多すぎる。

「くそっ、しかも昼間は昼間で、誰だれかが国境を越こえて侵しん入にゆうしたって燐が言ってたじゃないか。それも関係あるのか!?」

　第十三州アルカトルズで不ふ審しんなグループが発見されたというのが早朝だ。

　そしてこの真夜中の脱だつ獄ごく。偶ぐう然ぜんというには歯車が嚙かみあいすぎている。

「ああもうっ。誰か教え──────…………え……？」

　力任せに手て錠じようを引っ張る。

　むろん引きちぎれるわけもないのだが、イスカがふり返ったのは、リビングの奥から聞き慣れた電子音が聞こえてきたからだ。

　──帝国の通信機。

　催さい眠みん薬で連行された時、燐によって没ぼつ収しゆうされたもの。

　以来、電源は切りっぱなしだったはず。しかし今、着信を示す音が高らかにリビングへ伝ってきているではないか。

「っ、まさか隊長!?」

　置いてある理由を考える余裕はない。

　通信が切れる前に音の方向──両手を縛いましめられたままリビング奥の寝室へ。

　アリスの寝室。

　昨晩、彼女が寝ねる時に使っていたであろうベッドがある。大人二人でも悠ゆう々ゆうと寝られるであろうサイズ。

　わずかに残っている甘い匂におい。

　年とし頃ごろの少女の寝室に忍しのびこむのは心苦しいが、躊躇ためらっている猶ゆう予よもない。

「どこだ、通信機。どこから…………」

　枕まくら元もと。アリスが使ったであろう枕まくらの、すぐ隣に通信機。その表面のランプは今も着信を示して点灯している。

　……だけど、枕元に堂々と？

　……敵ぼくから没収したものなんだから、普ふ通つうは見つからない場所に隠かくすんじゃ？

　アリスの枕元に残されていたイスカの通信機。

　それはまるで──

　幼い子供が、お気に入りの人形を抱だいて寝ね入いった。そんな光景のようではないか。

「……アリス？」

　部屋を去った少女の名を、口にする。

　が。

　そんな物思いをぬぐい去ったのは、今まさに鳴りひびいている通信機だった。

「っ、そうだ着信！」

『──────────』

「あの……！」

『────────イスカ君？』

　おっとりとした愛らしい声。年とし端はもいかない少女の声にも聞こえるが、声の主はれっきとした帝国の部隊長である。

「ミスミス隊長！　僕です、イスカです！」

『イスカ君!?　やった。ようやく繫がった。ねえジン君、音々ちゃん！』

『いいから要点だけ話せ！　こっちは鎮ちん圧あつ部隊を食い止めるので精せい一いつ杯ぱいなんだよ！　おい音々、そっちに対星霊手擲弾グレネード！』

『任せて！』

　銃じゆう声せい、そして炎ほのおが弾はじける音──

『イスカ君、そっちどういう状じよう況きよう!?』

「僕にも正直不明です。ただ、まわりには誰もいません。僕が捕とらえられてるのはホテル最上階です」

『氷ひよう禍かの魔ま女じよは？』

「外です。オーレルガン監かん獄ごく塔とうっていう……ああ、違う。まず僕がいるのは──」

　第十三州アルカトルズ。

　ここに捕らえられていることの説明が先だ。急展開の連続に頭の整理が追いつかないが、とにかくそう伝えようとして。

『オーレルガン？　え、それアタシたちがいるところだけど』

「……はい？」

　危うく、持っていた通信機を落としかけた。

　部隊の皆みんなが第十三州アルカトルズに揃そろっていて、しかも、今しがた爆ばく発はつの起きた監獄塔にいる？

　どういうことだ。

　どういう偶然が重なればそんな事態が起きるのか。

『ジン君、音々ちゃんマズイよ！　アタシたちの場所に氷禍の魔女がやってくるって！　イスカ君がそう言ってる』

「待って隊長！　いま監獄塔で爆発が起きたのは、それって隊長が？」

『違うの。アタシたちも巻きこまれたの。イスカ君を探しに来たけどイスカ君がいなくて、そうして……ああもうジン君、交代！』

『おいイスカ』

　聞こえてきた声の主は、銀ぎん髪ぱつの狙そ撃げき手しゆ。

『互たがいの身の上話は後だ。俺たちが合流することだけ考えろ。その上で単刀直入に聞くが、お前、ここまで来れるか？』

「……難しい。手錠で拘こう束そくされてる状況じゃホテルを出る前に捕つかまると思う」

『捕ほ虜りよの身は継けい続ぞく中か』

　返ってくる舌打ち。

　冷静沈ちん着ちやくを常とするジンにも焦あせりが見える。その現れだろうか。

「ジンは？　そっちが僕のところまで来るのは」

『脱だつ出しゆつにもうしばらく時間がかかる。こっちは監獄塔の地下一階だ。そこら中に鎮圧部隊がいるせいで身動き取れない』

　第九○七部隊は三人。対し、こちらはイスカ一人だ。

　ジンの言うように、合流するにはイスカが向かうのが最適なのは間ま違ちがいないのだが。

『イスカ、もう一度聞くぞ。お前は一人でホテルの最上階にいる。両手の手錠さえ外せば脱出できるわけだ。手錠、引きちぎれないか』

「できたらやってるよ」

　ずしりと重量感を帯びた鋼鉄の手錠。砕くだくとすれば専用の金属裁断機が必要になるが、そんなものがここに残されているわけがない。

「あるのは通信機ぐらいだ。手元に通信機と、あと──────」

　通信機と、あと何がある？

　手錠を外せるようなもの。針金？　ピンセット？　細工して鍵かぎの形にして差しこむか？　無理だ。現代の手錠はそう単純な仕組みではない。

　……いや

　…………待て？

　自分は、今、ものすごく大事なことを見落としていないか？




〝燐がいない時に渡しておきたいの〟

〝ここに置いておくわ。もし、気にくわないなら残しておいて。だけど、気に入って手にとってもらえることを願ってるから〟




　たった一つの想起。

　少女の残した言葉が、イスカの意識の片かた隅すみに、泡あわのように浮うかびあがった。

「…………アリス？」

『イスカ？　おいイスカ、どうした！』

　ジンの問いかけには無言。頭が真っ白ゆえ言葉が浮かばない。

　そしてコレは一つの思おも惑わく。取るに足らない、あまりにも都合の良すぎる期待であることはわかっている。

　だが。

　彼女がなぜ、こんな時に自分に渡わたしたのか。その行動には説明がつく。

「まさか──」

　掠かすれた声をもらしてイスカは走った。

　リビングへ。その中央に置かれたテーブルには、アリスがここを去る間際に残した物が、そのままの姿で残っていた。

　──『お返し』のハンカチ。

　中立都市エインのオペラホールで出会った時のこと。

　忘れるわけがない。戦場以外で、自分と彼女アリスが初めて出会った時のことなのだから。

「……まさか」

　手錠に繫つながれた両手で。

　ふるえる指先で。

　イスカは新品のハンカチを手にとった。無意識のうちに呼吸を止める。願うような気持ちで、四つ折りに畳たたまれた布を広げ────




　すとん、と小さな鍵がイスカの掌てのひらへと滑すべりおちた。




　手錠の鍵が。

「っ……はっ……そうか……僕の、バカ……何でこんなことに……」

　じゃらり、と音を立てる手錠ごと両手を上げて、額を押さえる。

　……バカだな。

　……僕は、なぜこんなことにすぐ気づかなかったんだ！

　彼女アリスは、自分を釈しやく放ほうする機を窺うかがっていた。

　ずっと最初からだ。今回のやり方は自分の流りゆう儀ぎではない。戦場で決着をつけたいからと。そう言い続けていたではないか。

　しかるべき交こう渉しようさえ済めば、すぐにでも解放を約束する。と。

　では。

　その「交換条件」とは？　アリスは自分に何を要求していたのか？




〝もし……わたしが『力を貸して』って言ったら……〟

〝キミはお願いに応えてくれる？〟




　決まってる。

　ここで答えがわからないのなら、彼女の好敵手ライバルを名乗る資格はない。

　……それが交換条件だっていうのなら。

　……求められるなら、それに応えてこそだろう？

　音を立てて外れる手て錠じよう。

　床ゆかに落ちた鋼鉄の輪を見返すことなく、イスカは足早に寝しん室しつへと戻もどっていった。そこにある通信機を再び手に取る。

「ジン」

『イスカ？』

「今すぐそっちに向かう。オーレルガン監獄塔で合流しよう」

『は？　おい、手錠は……!?』

「何とかなった。それとミスミス隊長に伝えて欲しいんだ。脱出は早急に。そして気をつけて。危険なのは鎮圧部隊じゃない」

　荒あららげる声の狙撃手に、こちらも早口で言い返す。

「閉じこめられていた魔ま人じんが逃にげた」

『……どういうことだ』

「詳くわしい話は後で。僕も今すぐそっちに向かう」

　通信を切る。

　薄うす暗ぐらい寝室で、イスカは小さく息を吐はいた。

「超ちよう越えつの魔人、か」

　当時の女王に牙きばを向けた男。どんな存在か想像することさえできないが。

「すぐ行くよ。大だい丈じよう夫ぶ」

　それは──

　誰だれに向けたものだったのだろう。自身にもわからぬ無意識の意思を言葉にかえて、イスカは部屋を後にした。

「相手が星せい霊れい使いなら、どんな奴やつにだって負ける気はない」




　　　　　　　４




　第十三州アルカトルズ都心部。

　真夜中にもかかわらず、歩道は人々の喧けん噪そうであふれかえっていた。

　オーレルガン監獄塔から爆発が発生。断続的な地鳴りが続き、強力な星霊術の光を見た目もく撃げき者たちもいる。

　そんな人混みに身をひそめ──

　イスカは大通りを一直線に走り続けた。

「超越の魔人サリンジャー。そいつが逃げたらネビュリス女王の星霊が狙ねらわれる？　それってどういうことだ……！」

　走りながら、内心で臍ほぞを噬かむ。

　イスカは過去に超越サリンジヤーの名を聞いたことがない。その男が先代の女王を襲おそったという逸いつ話わもアリスから聞かされたものだ。

　……ネビュリス皇おう庁ちようも一枚岩じゃない。

　……王家に逆らう者がいて、超越サリンジヤーはその一人。そういうことか？

　やがて。

　人の波がぱっと途と絶だえた。

「塔とうが燃えてる!?」

　歪いびつな凸とつ凹おうの監かん獄ごく塔とう。その周囲一帯──鉄てつ柵さくに囲まれた敷しき地ちが、轟ごう々ごうと燃えさかる紅ぐ蓮れんの炎ほのおに包まれているではないか。

　夜空を塗ぬりつぶす赤。

　イスカが目を凝こらして見つめても、炎が消える気配がない。

「星霊の炎じゃない。ってことは火災？　ミスミス隊長たち……どこだ!?」

　敷地のどこかにアリスと燐も到とう着ちやくしているはず。

　が、まず合流すべきは部隊の仲間たちだろう。イスカがジンと通信機で会話した時点で、第九○七部隊の三人は監獄塔の地下にいた。

「ミスミス隊長、ジン、音々も。みんなどこに……！」

「イスカ君っ!?」

　声は敷地の中から。

　監獄塔を背景に、愛らしい女隊長が芝しば生ふを走ってくる。

　帝てい国こくの戦せん闘とう衣いではない私服。変装のためだろう。普ふ段だんは後ろでまとめている髪かみを下ろしていることで、少しだけ大人びて見える。

　そして、彼女が胸に抱だきしめているのは黒と白の星せい剣けん──

「ミスミス隊長！」

「わぁぁぁぁぁんっ！　イスカ君、イスカ君なんだよね!?」

「わっ？」

　敷地の外へと飛びだした女上司が、まわりの状じよう況きようも忘れて飛びついてきた。

　煤すすのついた頰ほおをイスカの胸に何度も何度も押しあてて。

「よかったよぉ……あ、あのごめんねイスカ君。アタシがちゃんとしてれば……」

「い、いえ！　あれは完全に僕の失態ですから！」

　催さい眠みん薬入りのジュースを無む警けい戒かいで飲んでしまったのは、自分の失態。たとえ他のことに気を取られていたとはいえだ。

「隊長、あとの二人は」

「あーーーっミスミス隊長っ！　またそうやってイスカ兄のこと独ひとり占じめしてる！」

　甲かん高だかい少女の声。

　ミスミスに抱だきつかれたイスカの正面へ、ポニーテールの少女が走ってきた。こちらは両手で高テ圧ー電ザ気ー銃じゆうを握にぎりしめながら。

「もう隊長ってばずるいよ！　ほらどいて、イスカ兄はみんなのものだよ！」

「先に見つけたのアタシだもんっ！」

「少し黙だまってろ」

　物静かに芝生を歩いてくるのはジン。最後に現れたのは、監獄塔からの脱だつ出しゆつ時に彼が殿しんがりを担っていたからだろう。

「取とり越こし苦ぐ労ろうの連続だな」

　そんな銀ぎん髪ぱつの青年が、イスカを見るなり肩かたをすくめてみせた。

「あっさり捕つかまったと思ったらあっさり脱出。状況がコロコロ変わりすぎだ」

「うっ……それは自覚してる。ごめん」

　三人の前で頭を下げた。

　ここまで部隊の仲間がどうやって来たのか。悠ゆう長ちように尋たずねる暇ひまはないが、決して楽なことではなかっただろう。

「まあいい。まずはここから逃げるぞ。ダラダラしてると炎に巻かれる」

　背後の鉄柵をジンが顎あごで指ししめす。

　監獄塔の芝生のいたるところが燃えだして、その火の粉が宙を真っ赤に染め上げている。敷地の外まで火がおよぶのも時間の問題だろう。

「行くぞ」

「あ、待ったジン！　隊長も、音々も」

「ん？」

「……隊長。その星剣、もらっていいですか」

　女隊長が抱きかかえていた二ふた振ふりの剣を受けとる。数日手放していただけなのに。この鞘さやの硬こう質しつな感かん触しよくが懐なつかしいとさえ感じてしまう。

「────」

　この剣で、この監獄塔で、やらねばいけないことが残ってる。

　彼女アリスとの「交換条件」を果たしていない。

「隊長。ごめんなさい、十五分だけ時間を頂けませんか」

「え？」

「先に大通りへ。あの一番大きなホテルが、僕の捕まってた場所です。あの裏側で待っててください。僕もすぐ追いかけます」

「えっ!?　ちょ、ちょっとイスカ君!?」

　オーレルガン監獄塔。

　炎と砂すな煙けむりの舞まう敷地のなかへ、イスカは意を決して飛びこんだ。




　　　　　　　５




　時を、わずかに遡さかのぼる──




　第十三州アルカトルズ都心部。

「……燐、なるべく急いでちょうだい」

　車道を猛もうスピードで進んでいく小型車。

　流れては消えていくビル群を眺ながめながら、アリスはぼそりと呟つぶやいた。

「あの魔人がここで暴れだしたら一大事よ」

「はい。とはいえ外に出ている住民も、じき建物内に避ひ難なんするはずです。脱だつ走そうした囚しゆう人じんと遭そう遇ぐうするのは危険極まりないことですから」

　星霊使い──

　帝国ではその誰もが怪かい物ぶつであると恐おそれられているが、実際、強大な星霊術を使える者はごく一ひと握にぎり。多くは微び風ふう一つを起こすので精せい一いつ杯ぱいだろう。

　魔ま女じよの楽園といえど、そこに住む星霊使いの大半は恐れるに足たりない。

　一方で。

　監獄塔の囚人には、強力な星霊を宿すがゆえに罪を犯したケースが多い。

「囚人の脱走。その中でも最悪の事態です。間ま違ちがいなく皇庁の犯罪史に残るかと」

「残らないわ」

　語気を強め、アリスは速やかにそう応じた。

「わたしが出向く。あの囚人をもう一度檻おりに封ふうじこめてお終しまいよ」

「お伴ともいたします。一度あの魔人が行方ゆくえをくらませば、追つい跡せきはおそらく困難。現れる先は王宮で間違いないかと」

「ええ。だから燐、急いで」

　制限速度を超ちよう過かした速さで車が進んでいく。

　……相手は魔人サリンジャー。

　……たった一人で王宮に攻せめ入いって、女王の間に辿たどりついた男。

　先代女王に逆らった大罪人だ。

　アリスの知るかぎり、王宮外部の者が女王の間へ辿りついたのは皇庁の歴史上で異例。その数少ない例外がサリンジャーだ。

　むろん彼の星霊の力は、燐もアリスも聞かされている。

「現女王おかあさまから聞いたことがあるわ。三十年前、当時のネビュリス７世の星霊を狙って王宮を襲撃したって」

「はい。それを止めたのが現女王でいらっしゃいますから」

　当時の女王ネビュリス７世と現ネビュリス８世が動いた。むろん念には念を入れてのことではあったが、それほどに危険視された男だ。

「アリス様、お気を付けください」

「要らぬ心配よ」

　落ち着きはらった微笑で、アリスは答えた。

「正面きっての戦いならわたしは絶対に負けないわ。現女王おかあさまと先代様が戦った相手。だから何なのかしら？」

　それで抑えこまれる程度なら。

　自分は絶対に負けない。

　──氷ひよう禍かの魔女アリスリーゼ・ルゥ・ネビュリス９世の全力は。

　──既すでに、現女王を凌りよう駕がする。

　母であり女王である者に対し、不ふ遜そんであるとは自覚している。

　ゆえにアリスも自分からは口にしない。だが現に、現女王ネビュリス８世が平然とそう公言しているとなれば話は別だ。

　……ええそうよ。わたしは『超ちよう越えつ』のサリンジャーを恐れない。

　……恐れてるのは戦うことじゃない。戦った結果、取り逃にがしてしまうこと。

　自分の身の不安ではない。

　あの男は必ずやネビュリス王宮を再び襲撃するだろう。そして次は女は王はが狙ねらわれることが危険なのだ。

「見えてきました。アリス様」

「ええ。いよいよね」

　運転席からの声に顔を上げる。

　──ピシリッ、と。

　その刹せつ那な。顔を上げたアリスの眼前で車のフロントガラスがひび割れた。強化ガラスに穿うがたれたのは直径一センチほどの陥かん没ぼつ孔こう。

「弾だん丸がん!?　まさか帝国軍の発はつ砲ぽうか！」

「なんですって……」

「アリス様、身を屈かがめて！」

　急旋せん回かい。燐がハンドルを握りしめ、車両を方向転てん換かん。

「この車が狙われています。脱出を！」

「わかってるわ！」

　運転席の右扉とびらから燐、そして後部座席の左扉からアリスは飛びだした。

　──強引に吹ふき飛とばされた鉄てつ柵さく。

　何らかの強大な衝しよう撃げきで、原形を留めぬほどに歪ゆがめられた扉がそこにはあった。

　そして燃えさかる炎ほのお。

　芝しば生ふの敷しき地ちに飛び火しつつある炎は、アリスが見ている前でも消える気配がない。

　……星せい霊れいの炎じゃないわ。ただの火事でもないなら、焼しよう夷い弾だん？

　……帝国軍の仕業なの!?

　タイミングが出来すぎている。

　魔人サリンジャーの脱だつ獄ごくがこれに無関係とは到とう底てい思えないが。

「でも、どうして帝国が。サリンジャーは国内の反逆者。帝国には知られていない男のはずなのに……」

　炎と黒こく煙えん。

　そして濛もう々もうと立ちこめる砂すな埃ぼこりのせいで視界が極めて悪い。すぐ横にいる従リ者ンの姿さえ、数歩離はなれれば見えなくなってしまうに違ちがいない。

　監かん獄ごく塔とうは？

　肝かん心じんの塔とうの様子が、炎と煙けむりの壁かべに阻はばまれてまるでわからない。

　しかし何よりの問題が、この騒そう乱らん。

　アリスの目の前を走りさる者たちが口々に叫さけぶ、その内容は──

「監獄塔の管理室へ状じよう況きよう照会……地下十一階、檻かん房ぼうが破は壊かいされていることを確認！　魔人サリンジャーの逃とう亡ぼうと見られます」

「そんなことより消火班は!?」

「野次馬たちを遠ざけろ、帝てい国こく部隊が紛まぎれているぞ！」

「囚人たちが脱走した危険もだ。地下三階と二階でも小規模の戦せん闘とうが勃ぼつ発ぱつし────」

　命令系統が混乱している。

　敷地を走っていく誰だれ一人ひとりとして、状況を完全に理解していないのだろう。各組織が連係するどころかバラバラに分ぶん裂れつしてしまっている。

　いや、分裂させられたのだ。

「……見事に謀はかられましたね」

　拳こぶしを握にぎりしめる燐。

「サリンジャーの脱獄だけではなかったようです。こうも多発的な騒乱に……」

　一、突とつ如じよとして地下独どく房ぼうから消えた魔人サリンジャー。

　二、予期せぬ帝国部隊の侵しん入にゆう。

　三、地下監かん獄ごくの破壊によるサリンジャー以外の脱獄者の可能性。

　四、一から三までの騒乱による民衆の混乱。

　これらすべてが同時に発生したため、皇おう庁ちよう側の指令が統制しきれていないのだ。

　……このままじゃ奴サリンジヤーを見失う。

　……それだけじゃないわ。大量の脱獄者も帝国の破壊工作も止められない。

　第十三州アルカトルズへの侵しん攻こう？

　否。おそらく帝国の狙いはネビュリス中央州。第十三州このばしよに意識を向けさせ、その混乱に乗じてネビュリス王宮への侵入を狙う。

　逆の立場なら、アリスはそう画策するだろう。

　監獄塔の炎えん上じようのみに留まらない。ここで事態の鎮ちん静せい化に失敗すれば、皇庁を揺ゆるがす危機へと繫つながりかねない。

　……そうなれば国民の女王おかあさまへの不信が生まれる。

　……それこそ帝国の思う壺つぼよ。

　もはや魔人サリンジヤーを捕とらえるだけで済む話ではない。この皇く庁にの姫ひめとして、目の前の騒乱そのものに立ち向かうことが求められている。

「上等よ。すべて治めてみせる。それが王女というものでしょう？」

　自らに言い聞かせる。

　その場で右手を掲かかげ、アリスはたった一言。

「──鎮まりなさい」




　オーレルガン監獄塔の空気が、凍こおりついた。




　比ひ喩ゆではない。

　監獄塔の敷地という広大な空間が、一いつ瞬しゆんにして氷河期さながらの極寒へと変へん貌ぼうしたのだ。

　氷雪混じりの風が吹きあれて、足下の芝生がうっすらと白く凍りつき、猛たける炎さえ勢いを失う冷たい空気へ。

「控ひかえよ！　ここに居おられる方を誰だれと心得る！」

　燐の怒ど号ごうに、場の全員が足を止めてふり返った。

　凄すさまじい冷気の発生源──

　天を衝つくように聳そびえ立たつ氷柱つららと、その柱を背にして立つ金きん髪ぱつの王女を一目見て、誰もが我が目を疑った。

「アリスリーゼ姫!?」

「な、なぜこのような場に王女が……い、いえ……拝はい謁えつが叶かない光栄のかぎり！」

　鎮ちん圧あつ部隊の数名が、一目散に跪ひざまずいて頭を垂れる。

　そんな彼らに微笑で応じて。

「わたしが監こ獄の塔ばの指揮をとります。任せてもらえるかしら？」

　異論など出るはずがない。

　始祖の末まつ裔えいアリスリーゼ・ルゥ・ネビュリス９世──帝国軍への切り札としても名高い王女が、自ら指揮統制を引き受けるというのだから。

　強さと気高さ、美しさ。

　その身に大いなる威光カリスマを湛たたえた姫が、手を振ふり下ろした。

「第二王女アリスリーゼの名において、ネビュリス女王の絶対指揮権を『代理執しつ行こう』します。全部隊、従いなさい。わたしが皆あなたたちを導きます！」

　命令系統は四つ。

　魔ま人じんサリンジャーへの追つい跡せきを命じるのは、監獄塔の鎮圧部隊。

　サリンジャー以外の脱獄者の捕ほ獲かくを命じるのは、監獄塔の看守。

　侵入した帝国部隊への反はん撃げきを命じるのは、星霊部隊。

　そして民衆の鎮静化を命じるのは、都市の警務隊。

　すべてをアリスが統制する。

　……これで混乱が第十三州アルカトルズ全域に広がることは避さけられるわ。

　……でも同時に、諸もろ刃はの選せん択たく肢し。

　アリスはこの場から動けない。

　魔人サリンジャーが、はたして鎮圧部隊の総力だけで倒たおせるだろうか。

「燐」

「心得ています」

　そばに付きしたがう従者。

「時間がないわ。危険な役になるでしょうけど、あなたしかいないの。鎮圧部隊だけではおそらく奴サリンジヤーを止められない」

「畏かしこまりました。必ずや」

　一礼するや、燐が監獄塔の方角へと走りだす。

　その姿を祈いのるような心情で見つめて──

「……っ」

　アリスは、無言で奥歯を嚙かみしめた。

　歴代女王が協力してようやく撃げき退たいした超越者サリンジヤーは危険極まりない。だからこそ本来は、自分が戦わねばならないのに。

　……燐を信用してないわけじゃないわ。あの子は本当に強い。

　……でも信用してたって不安は尽つきない。

　思えば、嫌いやな予感はあったのだ。こんな展開になってしまうのではと。自分が動けない状じよう況きよう下かで、超越者サリンジヤーを燐一人に任せてしまう可能性。

　だからこそ──

　自分は、あの時、目の前にいた「彼」に助力を求めてしまった。




〝もし……わたしが『力を貸して』って言ったら……〟

〝キミはお願いに応えてくれる？〟




　彼イスカが協力してくれればどんなに心強いことだろう。

　そう思った瞬しゆん間かんに、アリスの唇くちびるは、姫という立場に反してまで無意識に言葉を紡つむいでしまっていた。

　……誤解されたかしら。

　……わたしが超越者サリンジヤーに勝てないから助すけっ人とを頼たのんでるように思われたかも。

　否、もはや過ぎたこと。

　今はただ全身全ぜん霊れいをそそぐのみ。この場を全力で指揮統制し、そして燐の無事を祈り続けよう。

「王宮への緊きん急きゆう連れん絡らく、回線の準備を急いで！」

　アリスは、今なお燃えさかる炎のなかで声を張りあげた。

「わたしが女王に話をします。お願い、早く！」




　　　　　　　６




　監獄塔が、炎に染まる。

「……魔人サリンジヤー、どこだ！」

　火の粉と土つち煙けむりとが渾こん然ぜん一体となった空気を切きり裂さき、燐は、喉のどを嗄からして叫んだ。

　膨ふくれあがる業火。

　アリスの放った冷気によって一瞬は鎮まったものの、再び火の粉が宙を舞まい、芝しば生ふへと飛び火して延焼しつつある。

「帝国兵も、まだそこら中に隠かくれているか……？」

　視界が極めて悪い。

　目の前の者が星せい霊れい使いの仲間と思いきや、それに変装した帝国の諜ちよう報ほう部隊であることも想定せねばなるまい。

「……それに消火もか」

　消火が遅おくれれば監獄塔そのものが丸焼けになってしまう。さらに言えば、監獄塔の外にまで炎ほのおが延びれば大だい惨さん事じになるだろう。

「土つち塊くれよ」

　燐の命によって、芝生の下の地面が蠢うごめいた。

「炎を押しつぶせ！」

　地じ盤ばんがひっくり返ったかのように大量の土砂が宙へと噴ふき上がり、目の前の炎へと降りそそぐ。土砂をかぶせて炎を消す。

　そのはずが──空中で、膨ぼう大だいな土砂が圧おし固まって「盾たて」となり、燐の手元へ。

　星霊の自動防衛。

「帝てい国こく兵っ!?」

　銃じゆう声せい。

　燐の構えた土の盾が、連続発はつ砲ぽうされた銃じゆう弾だんを受けとめる。闇やみに紛まぎれての狙そ撃げき。自動防衛でなければ燐とて回かい避ひは困難だったことだろう。

「女子供であっても魔ま女じよには容よう赦しやなしか」

　この敷しき地ち内にいる者を無差別射しや撃げき。

　夜に紛れての射撃は確かに凶きよう悪あくだが、帝国軍は一つ大きな勘かん違ちがいをしている。

「従者わたしを舐なめすぎではないか？」

　ネビュリスの王族従者、すなわち『王宮守護星』。

　天てん帝ていに十一人の使徒聖がつくように。

　ネビュリス皇庁の姫に付きしたがう従者もまた、皇庁擁ようする一流の星霊使いなのだ。

「私を射撃した時点で、私からも貴様たちの位置は丸見えだ！」

　大地が揺れる。

　芝生の下から、姿を覗のぞかせたのは真っ黒い亀裂クレバス。パックリと割れた地面の裂け目が、瞬またたく間まに大きく口を開けて標的へと襲おそいかかった。

　炎の裏に潜ひそんでいた帝国部隊へ。

「地の底まで落ちていけ」

　地底百メートル。空の光さえ届かぬ深しん淵えんへ。亀裂クレバスから逃のがれきれなかった帝国兵たちが次々と地の底に滑すべりおちていく。

　もっとも──

　見た目の凄せい惨さんさと逆に殺傷力はほぼゼロ。これは敵を亀裂クレバスに挟はさんで無力化することに特化した星霊術だ。

「命拾いしたと思うなよ帝国兵ども」

　ここは監かん獄ごく塔とう。帝国の人質を投げこむ檻おりは有り余っている。すべてが片付いてから地の底から引き上げて捕らえればいい。

「今は雑兵に用はない。それよりも────」

　カサッ、と。

　芝生を誰かが歩いてくる微かすかな気配を、燐は察知した。

　何かが違う。

　帝国兵の突とつ撃げき、虜りよ囚しゆうの逃とう走そう、鎮圧部隊の追跡。そのどんな駆かけ足あしでもない。燐が捉とらえた足音は、ゆっくりと地を踏ふみしめるように。

　泰たい然ぜんとした自信に満ちあふれている。

　──何者？

　この状じよう況きようで、これほど尊大な足取りでやってくる者は何者か。

　紅ぐ蓮れんの炎を背景に。

　吹ふきすさぶ火の粉に照らされて、美び麗れいなる白しろ髪かみの男が浮うかびあがった。凜り々りしい眉び目もくと彫ほりの深い相そう貌ぼう。切れ長の瞳ひとみに、口元には微笑。

　裸はだかの上半身に、厚地のロングコートを直接羽織るという奇き妙みような風ふう貌ぼう。

「…………」

　見覚えがある。

　だが、そんなはずはない。あの男が捕とらえられたのは三十年前のこと。燐の読んだ資料が正しければ既すでに老ろう齢れいに達しているはず。

　なのに、何だ。この力強き青年の姿は──────

「寂さびしいな」

　超越のサリンジャー。

　かつて王家に牙きばを剝むいた魔人が、いま、悠ゆう然ぜんと炎の中から現れた。

「てっきり拍はく手しゆ喝かつ采さいで迎むかえられるかと思ったが。こんな小こ娘むすめ一人の出で迎むかえか？」

「っ、サリンジャー！」

　燐は迷うことなく己のスカートを撥はね上げた。

　一いつ瞬しゆんの所作。太ももに括くくりつけた二本の短剣ダガーを引ひき抜ぬき構える。対し、その洗練された抜ばつ刀とうを前に、対たい峙じする男がわずかに目を細めた。

「ほう。貴様は羊の皮をかぶった虎とらか？　使用人の恰かつ好こうをしているが、ずいぶんと手慣れた構えだ。ただの端女はしためではあるまい」

「大罪人に名乗る気はない」

　この男は。

　王宮のみならず、すべての星霊使いにとっての害悪なのだから。




　超越のサリンジャー──

　この魔ま人じんは、他人の星霊と星霊術を奪いとる。




「一星霊使いの身でありながら王宮に侵しん入にゆう。あろうことか女王の星霊を盗ぬすもうとした蛮ばん行こう。万死に値する！」

「…………」

「どうした盗人ぬすつと」

「呆あきれたな」

　コートのポケットに手を入れたまま、大おお仰ぎように溜ため息いきをつくのはサリンジャー。

「その言いぶりから察するに貴様も王宮の一人か。そしてその恰好……なるほど、王族の従者『王宮守護星』か」
















「だとすれば？」

「気高きは血筋にあらず。理念に宿る。覚えておくがいい」

　そう。それがこの魔人の翳かざした理ことわり。

　ネビュリス皇おう庁ちようの玉座に佇たたずむ王は血筋で選ばれる者ではなく、真に優れた星霊使いであるべき。なるほど、確かに聞こえは良い。だが──

「黙だまれ魔人」

　言の葉に殺気を込めて、燐は続けた。

「数えきれぬ者の星霊と星霊術を奪った咎とが人びとが。貴様の翳す言葉は、己の蛮行を正当化しただけの言い訳ではないか！」

「違うな。これは『徴ちよう収しゆう』だ。窃せつ盗とうと同視されるのは甚はなはだ不ふ愉ゆ快かい」

「なに？」

「王が国民に求める税金。ならば星霊使いの王が星霊を税として徴収することに何の問題がある？」

　右手を天へ。掌てのひらに大量の金貨でも載のせているかのごとき仕草で、超越のサリンジャーがその右手を握にぎりしめた。

「そうは思わぬか？」

「王の真ま似ね事ごとか。まさに一星霊使いの下げ卑びた発想としか、私には見えないな」

「そうだ。今はまだ王止まり、だ」

　虚こ空くうに向けた掌から光が生まれる。

　夜の闇に紛れてしまうほど弱々しい。だが、これこそ魔人サリンジャーの宿した『水みず鏡かがみ』の星霊光であることを燐は知っている。

「すべての星霊の力を以もつて、俺は、王を『超越』する」

「戯たわ言ごとを。それが虚きよ勢せいであることは既に証明されている。お前が王宮で敗れた相手、忘れたわけでもないだろう」

　当時の女王と共に超越サリンジヤーを迎え撃うったのは、当時まだ十代だった少女──

　現女王のミラベア・ルゥ・ネビュリス８世だ。

「お前が再び王宮を襲ったとて、再び女王様に敗れる未来しかない」

「はっ！　俺が？　あの小娘ミラベアに？　敗れた？」

　白しろ髪かみの美び丈じよう夫ふが高らかに嗤わらう。

　片手をコートに入れたまま、もう片手で己の額を押さえて背を反らし、堪こらえきれないと言わんばかりに肩かたを震ふるわせて。

「はっ、ははははははっっ！　これは滑こつ稽けいだ。たかだか三十年。その間に、歴史がこうも歪わい曲きよくされているとはな」

「……なに？」

「俺は当時も現在も、小娘ミラベアを恐おそれるどころか歯し牙がに掛かけたことさえない」

　夜に響ひびきわたる声。

　銃声、爆ばく発はつ音、悲鳴、怒ど号ごう。今も敷地のそこかしこで帝国兵と星霊部隊が激げき突とつをくり返しているだろう。

　そんな戦乱には見向きもせず、超ちよう越えつのサリンジャーが嗤う。

「ネビュリスの血脈の真に恐るべきは小娘ミラベアではない。始祖の血脈が生みだす真の怪物に気づかぬ無知。憐あわれだな」

「驕おごるな咎人ッ！」

　燐の咆吼が、燃えさかる炎の哮たけりを引き裂いた。

「貴様ごときが王家を語るなど千年早い。そして世界の王となられる方は決まっている。我が主あるじだ。貴様ごとき、あの方の前では霞かすみも同然」

「ほう？　その名は？」

「答える意味がない」

　背に手を回す。

　着ちやく脱だつ式のスカートが宙を舞まうなかで、燐は膝ひざ丈たけまでのショートスカートに。

「貴様は再び監かん獄ごく行きだ」

　空を切きり裂さく短剣ダガー。

　夜色に煌きらめく刃やいばが、宙を舞うスカートを突つきやぶって放たれる。狙ねらいは男の太もも。足を断てば魔人と言えど逃にげようもない。

　その刃が──男に触ふれる寸前に、虚空に停止した。

「投とう剣けんまで嗜たしなむか。いい腕うでだな」

　虚空に停止した刃をひょいと摑つかみとるサリンジャー。

「衣を宙に脱ぬぎ捨すてたのは目め眩くらまし。刃を投じる挙動を俺から隠かくすため。その歳でなかなかに強したたかではないか。端女はしためよ」

「風の星せい霊れいか」

「所持していないとでも思ったか？」

　星霊を奪いとる能力。ネビュリス７世に挑いどんだ時点で、既にこの男が奪いとった星霊は百を超こえていた。それも強力な星霊ばかりを選んでだ。

　今のもそう。強力な風の障しよう壁へきによって刃を受けとめたのだ。

　──迂う闊かつに近づけない。

　この男の秘めた星霊術が未知数である以上、慎しん重ちように。

「慎重になると思ったか」

「む？」

「貴様の星霊を恐れて私が足を止める。そうなると思ったか？」

　大地を蹴ける。

　山やま猫ねこのごとき鋭するどい跳ちよう躍やくが、わずか三歩で、燐を魔人の眼前へと至らせた。右手に拳こぶしを、左手に短剣ダガーを構えてさらに踏みこむ。

「強大な星霊ほど余波が大きい。思うさま力を振るってみろ魔人。貴様の星霊術が、貴様もろとも巻きこむぞ」

「小こ癪しやく」

　魔人が目をみひらいた。

　生意気である──そう言いながらも目は爛らん々らんと輝かがやき、口元は驚きよう愕がくと感かん嘆たんによってニヤリと笑みのかたちに吊つり上げられている。

　超ちよう至し近きん距きよ離りこそ最適解。

　嵐あらしのごとき豪ごう風ふうを放てば術者サリンジヤー自身も巻きこむ。では威い力りよくを抑おさえれば？　威力を抑えた星霊術であれば、燐も土の星霊で防ぼう御ぎよできてしまうのだ。

「ふっ」

　懐ふところに潜もぐりこむ。左の短剣ダガーをちらつかせながらも、本命は右の手刀。固めた指先で、燐は魔人の首を突き上げた。

　ぎちっ。

　鈍にぶい音。燐の指先が抉えぐったのは首ではなく、超越サリンジヤーが咄とつ嗟さに付きだした左ひだり腕うで。余よ裕ゆうの表れでコートに入れていた左腕を引きずり出した。

「急所を躊躇ためらいなく撃つか。不敬……と言いたいところだが褒ほめてやる」

　左腕からわずかに出血しながら跳とび退のく魔人。

　早い。

　強きよう靭じんな脚きやく力りよくだけではない。超越サリンジヤーが退くのに合わせて地が動き、さしずめ「動く歩道オートウオーク」となって疾しつ走そうを加速させている。

「さて端女はしためよ、貴様、どうやって星霊使いとの戦闘を学んだ？」

「…………」

「皇庁が敵対視するのは帝てい国こくだ。帝国兵との戦闘に熟知する機会はあれど、星霊使いとの戦闘経験など皆かい無むであろう？」

　星霊使い対星霊使いは、本来ならば起こりえない。

　王家に刃は向むかったサリンジャーこそ経験があっても、そうでないかぎり、こうも瞬しゆん時じに超至近距離という最適解を導くことは難しい。

「よほどの鬼き才さいか、それとも良き師から学んだか」

「答える義理はない」

　答えたくもない。

　星霊使いに対し、野生の獣けもののごとき勢いで押しせまる。その荒あら々あらしくも洗練された姿は、燐が、かつて習得したあらゆる武ぶ闘とう形式とも異なるものだ。

　──帝てい国こく剣けん士しイスカの戦闘技法。

　あのイスカが、主アリスに挑んだ時の戦い方なのだ。その真似事であるなど、口が裂けても言いたくない。

　たとえ、あの剣けん士しの強さを心の底で誰だれよりも認めていたとしても。

「土つち塊くれよ」

　燐が指をうち鳴らす。

「この男を押しつぶせ。いけ好かない顔をぐしゃぐしゃにだ」

　サリンジャーの足下で地面が膨ふくれあがった。莫ばく大だいな土砂が集まって人型の像を形作り、その行く手を阻はばむかたちで仁王だちになる。

「巨人像ゴーレム？　なるほど貴様は土の星霊使いか」

「潰つぶれろ」

「だが脆もろいぞ」

　巨人像ゴーレムが拳を振り下ろす。

　その拳が、魔ま人じんサリンジャーの掌に軽々と受けとめられた。拳と指先が触れあった刹せつ那な、白しろ髪かみの美丈夫の右みぎ腕うでから凄すさまじい稲いな光びかりが放出される。

　──雷かみなりの星霊。

　触れた対象を爆散させる凶きよう悪あくな星霊術が、巨人像ゴーレムを木こっ端ぱ微み塵じんに崩ほう壊かいさせた。が。表情を強こわばらせたのは魔人の方だ。

「ちっ。ただの土ではないな……地層深部の粘ねば土つちか！」

　巨人像ゴーレムを構成していた土砂が飛散し、正面にいたサリンジャーの腕や足にまとわりついていく。ヘドロのごとき粘ねん度どゆえ容易には剝はがせない。

　手足の自由を奪うばう土の捕ほ縛ばく。

「土の化け粧しよう。咎とが人びとにはお似合いだ」

「……と思ったか？」

　サリンジャーへと絡からみつく土が弾はじけとぶ。

　大量の土砂が宙を渡わたり、襲おそいかかった先は他ならぬ燐だった。

「真なる土の星霊とはこういうものだ」

「なっ!?」

　土が制せい御ぎよ不能。いや違ちがう。これは、土の操作が乗っ取られている？　大地の干かん渉しようで押し負けている。

「まさか……!?」

「俺の土の星霊の方が上位であった。それだけのこと」

　魔人サリンジャーの掌に浮うかぶ「水みず鏡かがみ」の星せい紋もん。

　星霊を奪う条件は、己の星紋で他人の星紋に触れること。

　他者の星紋に触れる時間が長いほど奪いとるパーセンテージは増大し、最大で、本来の宿主の五十パーセント程度を奪いとることを可能にする。

　──裏を返せば、超越サリンジヤーが盗ぬすめる力は星霊本来の半分に過ぎない。

　だが。

　その二分の一の能力に、燐の星霊が押し負けるというのか？

「俺が所持する土の星霊は純血種のもの。貴様ごときの星霊では抗あらがうこともできまい」

「……王家から奪ったというのか!?」

　王家は、初代ネビュリスが創設した国の子孫たちだ。

　この国の創設に携たずさわった始祖の血脈に対し、何という外道な真ま似ねを。

「サリンジャァァァッッッ、貴様の大罪、百の惨ざん死しでも余りあるぞ！」

「吼ほえるな！　王家が功労者？　違うな。確かに始祖の功績は偉い大だいと言えよう。だが現在の王家を見ろ。生まれつきの地位に胡座あぐらをかき、生まれつきの強大な星霊をさらなる高みへ押し上げる意識もない」

「……っ」

「ゆえに俺が王を超こえると言っている」

　白しろ髪かみの美丈夫が両手を掲かかげる。

　空を抱だき寄よせるがごとく、天を仰あおぐ所作──

「もう一つだけ披ひ露ろうしてやろう」

　衝しよう撃げき。

　鼓こ膜まくが揺ゆれ、全身に鞭むち打うたれたような激痛で一いつ瞬しゆん意識が遠のいた。そう自覚した時には、燐は緑の芝しば生ふに倒たおれていた。

　服がズタズタに引き裂かれ、全身の筋肉が悲鳴を上げている。

「…………か……はっ……!?」

　喉のどから噴ふきだす唾だ液えきに混じる、吐と血けつの味。

　何だ。いま自分は何を受けた？　燐は一瞬とてサリンジャーから目を離はなしていない。全力で集中して、なのに攻こう撃げきの手段がわからなかった。

「────か──端女はしため────」

　耳鳴りのせいで魔人の声も聞こえない。

　いや待て。耳鳴り？　これと似た星霊の能力を知っている。

「……音…………か」

「その──とお────」

　魔人が嗤わらう。

　再びコートに両手を納めた恰かつ好こうで。

「極大の音波を貴様めがけて放ってやった。たとえ土つち壁かべで守ろうが音の衝撃は壁かべを伝って浸しん透とうする。土の星せい霊れい使いには防御不能の代物だ」

「…………っ……」

「何だ。終しまいか。俺の全力を百としよう。貴様に見せたのはせいぜい五か六だが」

「っ!?」

　倒れながらも、燐は全身の戦おののきを抑えきれなかった。

　ここまでの隔へだたりがあるというのか……！

　この男の言葉をそっくり受け入れる気はない。だが対たい峙じして、いまだ力の底が見えないのも事実。

「……サ……リン……」

「つまらぬ。これでは犬いぬ猫ねこを嬲なぶるようなものではないか」

　溜ため息いき。

　それは超ちよう越えつのサリンジャーによる、あからさまな侮ぶ蔑べつの表れだった。

「だが落らく胆たんする必要はない。この俺に刃向かったのなら誰しも同じ結末だ。貴様の敗因は、嚙かみつく相手を間ま違ちがえたこと」

「…………」

「そのザマでまだ俺を睨にらみつけるか。ならば消えろ」

　轟ごう歌かの星霊。かつてサリンジャーが純血種から奪った星霊術が、膨ぼう大だいなる音の津つ波なみを生みだす。それが、地に倒れた少女めがけ押し寄せて──




「今回だけだ」




　音の津波が、まっぷたつに切断された。

　燐に襲いかかる寸前に。

「……、バカなっ」

　超越の魔人が漏もらす驚愕の感情。

　見えざる極大の音波。躱かわすことはもちろん、その音の衝しよう撃げき波はが近づいていることさえ感知不可能のはず。それを──

　風のごとく現れた剣士が、一刀の下に斬きりふせたのだ。

「大だい丈じよう夫ぶかい？」

「…………帝国剣士……お前……!?」

　背中にかけられる声。

　燐がかろうじて首だけを動かしたそこには、一対の星せい剣けんを携えた少年が。

「──今回だけ」

　元使徒聖イスカ。

　囚とらわれていたはずの剣士が、そこにいた。

「手を貸すよ。この白しろ髪かみがアリスの敵で間違いないんだろ？」










　　　Chapter.5　『魔人と戦せん闘とう狂きよう』
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　オーレルガン監かん獄ごく塔とう──

　第十三州アルカトルズに存在する監獄塔で、もっとも凶悪な犯罪者たちを収容する獄ごく。その敷しき地ちは今、黒と赤との混色に染め上げられていた。

　濛もう々もうと吹ふきすさぶ土つち煙けむりの「黒」。

　帝てい国こく焼しよう夷い弾だんが撒まき散ちらした炎ほのおが猛たけり、火の粉が噴き上がる「赤」。

　耳を澄すますまでもない。

　火の粉の弾ける音に混じって帝てい国こく兵による銃じゆう声せい、それと対峙する星霊部隊の怒ど号ごうも聞こえてくる。

「……帝てい国こく剣けん士し？」

　極大の「音」の衝撃波を受けて倒れたアリスの従者。歯を食いしばって意識を繫つなぎとめ、彼女がかろうじて唇くちびるを動かした。

「この魔人おとこが……何者か知った上で……言っているのか……！　こいつは王家にさえ牙きばを剝むいた男だぞ……」

「そうしないと僕が帝国に帰れない」

「……え？」

　この燐リンの反応からも容易に見てとれる。

　ハンカチに鍵かぎを隠かくし入れたのはアリスの独断だったのだ。従者にも明かさず、アリスがこっそりと下した苦く渋じゆうの決断だったに違いない。

「約束してほしい」

　手て錠じようをどう外したのか、それは自分と彼女アリスだけの秘密。

　今イスカが燐に伝えるべきことは。

「僕がこいつを倒す。その交ひ換き条か件えに、僕と部隊なかまが国境を通過するまで一切の妨ぼう害がいをしないこと。アリスが見あたらないけど、彼女も近くにいるんだろ？」

　少女は無言。

「了りよう承しようだね」

「ま、まだ私は何も言ってない……！」

「反対なら、君はすぐ口にするはず」

「────理解に困るな」

　口ごもる燐にかわって。

　苛いら立だちを帯びた魔ま人じんの声が、大気を震ふるわせた。

「貴様は帝国兵か？　帝国の者がなぜその魔女おんなを庇かばうのか理解が及およばぬ。その一方でなぜ俺に挑いどむのかもだ。答えよ…………いや」

　鬱うつ陶とうしげに首をふる。

　青き月に照らされて、超越の魔人サリンジャーが指をうち鳴らした。

「やめだ。聞く価値もあるまい────潰つぶれろ」

　大気がねじ曲がる。

　イスカの背中に押し寄せるのは極大に膨ぼう張ちようした衝撃波だ。強きよう烈れつな風にも似たその波動は、触ふれるものをバラバラに打うち砕くだく。

　それが──

「波？」

　イスカの振るった星剣の一薙なぎ。

　星霊術の音が真っ二つに切れたのは、それと同時だった。

　さながら海が割れるように。イスカと燐に直ちよく撃げきするはずだった衝撃波が左右に分かれ、二人の左右を通りすぎていく。

「っ。ほう……」

　音を斬った。

　魔人サリンジャーは微び動どうだにしない。ただし、眉まゆを微かすかにつり上げて。

「『轟歌』。この術を過去に防いだ者もいないわけではないが、物理的に斬られたのは覚えがない。そこの剣けん客かく、どういうカラクリだ」

「僕が凄すごいんじゃない。この星剣の性能だ」

「……星剣？」

　ぴくりと片眉を寄せるサリンジャー。

　が、すぐに大おお仰ぎような仕草で肩かたをすくめ、魔人は不敵な笑みで応えてみせた。

「空とぼけるのはよせ。俺が問うているのは剣ではなく貴様自身だ。『轟歌』は不可視の破は壊かいエネルギー。剣の問題ではない。貴様の腕うでであろう？」

　人間は「音」を見ることはできない。

　今のイスカのように剣で一いつ閃せんなどありえないはずなのだ。「音が聞こえた」時にはもう、全身に衝撃波が届いてしまった後なのだから。

「不可視だけど、今はそうじゃない」

「────炎の揺らぎ!?」

　目をみひらいたのは、地に伏ふせている茶ちや髪ぱつの少女だった。

　なぜそこに意識が回らなかったのか。ここは監獄塔の敷地。帝国軍の放った炎に包まれ、大量の火の粉が飛びまわっている。

　イスカは、その炎の揺らぎに気づいたのだ。

「炎が急に消し飛んだ。ならそこに何かがあるってことだ」

「……帝国兵……貴様、そこまで神経を張はり巡めぐらしていたのか。そんなことが……」

「最初からできたわけじゃない」

　イスカの剣けん術じゆつに才はない。少なくとも才ソレに恵めぐまれたわけではない。

　錬ること百にして自おのずから得る「百ひやく錬れん自じ得とく」。

　幾いく年もの修練で錬った回数は百や二百ではきくまい。修練という名の凡ぼん事じ徹てつ底ていこそが、その剣を、他者の追つい随ずいを許さぬ境地へ引き上げたのだ。

「曲芸か神業か。偶ぐう然ぜんか実力か」

　青き月に照らされて。

　超越のサリンジャーが片手を上げた。己の右手。水鏡の星せい紋もんを空へと掲かかげて──

「ならば見極めてみるのも一興か。さあ剣客よ、あといくつ耐たえられる？　三つを数えれば神業と認めてやろうではないか」

「帝国兵！」

　燐が吼ほえた。

「気を抜ぬくな。こいつの星霊は音ではない。盗ぬすんだ星霊術の一つだ！」

「っ」

「この男の星霊は水かが────っ……！」

　空気が弾はじけた。

　燐の眼前で破は裂れつした空気の爆ばく弾だんが、倒たおれていた少女をさらに後方へと吹き飛ばす。

「燐っ!?」

「邪じや魔まをするな端女はしため。今、この俺が剣客と戯ざれているのだぞ」

　音の衝撃波ではない。

　まわりの炎の揺ゆらぎを一切乱さずに、直接、燐の眼前で爆ばく発はつした。

「ぐっ──」

　駆かけよろうと踏ふみだす足を止め、地を蹴けって横へ。一いつ瞬しゆん後、イスカが立っていた空間が前ぶれなく破裂した。

「いい反応だ。今のは何で判断した？」

「勘かんだ」

「そうであろうな。だがそれでは限界がある。耐えられまい」

「耐える？　いいや違ちがう」

　イスカの跳ちよう躍やく。

　そして、次はサリンジャーの表情が強こわばる番だった。

「もう終わる」

「……っ、貴様っ!?」

　残像を錯さつ覚かくさせるほどに疾はやく。

　煤すすの舞まう虚こ空くうを突つきやぶり、イスカは魔人との彼ひ我が二メートルにまで攻せめ入いっていた。一足一刀の間合い。次の踏みこみで終わる圏けん内ないへ。

　──先手必殺やられるまえにやる。

　純血種レベルの強者を敵に、すべての星せい霊れい術を捌さばこうなどとは思わない。せいぜい二発。三発目を撃うたせる前に懐ふところに飛びこみ勝負をつける。

「貴様、剣客の皮を被かぶった獣けものか！」

　超越サリンジヤーの叫きよう喚かん。

　魔人の鼻先を、イスカの剣けんの切っ先がかすめて通りすぎていく。風の障しよう壁へき──横よこ殴なぐりの突とつ風ぷうがイスカの踏みこみを押し返し、姿勢を崩くずしてみせたのだ。

「ははっ、今のは肝きもを冷やしたぞ」

「……想定してたのか？」

　振り下ろした剣を引き戻もどし、飛びのく白しろ髪かみの男を睨にらみつける。

　風の障壁。

　驚おどろくべきはその発動の早さだ。イスカの踏みこみを見てからでは絶対に間に合わない。必殺の間合いに入った時点でイスカの勝利はほぼ決定づけられた。

　それを────

　この男は、あらかじめ風の星霊術を発動させて準備していた。

　……圧あつ倒とう的てきな星霊術で叩たたきのめす性格を装いながら。

　……二重三重に策を張り巡らせる策士か。

　この男は敵イスカを侮あなどっていなかった。

　一いつ介かいの剣けん士しと見下すフリをしながらも思し慮りよ深ぶかく、計算高い。

「凄すさまじい身しん体たい能力だ。が、千せん載ざい一いち遇ぐうの機を逃のがしたな。貴様の刃やいばが俺に届くことは二度ないぞ」

「同感だ」

　右手に構えた黒の星剣を、逆手に。

　一呼吸。ぱっと芝しば生ふの草を巻き上げて、イスカは再び地を蹴った。

「同じ手は食わない。次は障壁ごと斬きる」

「地を這はえ、獣」

　イスカの足下で大地が割れる。

　亀き裂れつではなく陥かん没ぼつ。イスカを中心にして半径十メートルにおよぶ重力場が降臨。内部に捕とらえたものすべてを押しつぶす。

「空飛ぶ竜りゆうさえ墜おとす重力結界だ。人間には──」

「斬れない星霊術は、ない」

　剣閃。イスカの剣が虚空を薙いだその途と端たん、今まさに閉じかけた重力場が、乾かわいた音を立てて弾けとんだ。

　ただ闇やみ雲くもに振るったわけではない。

　イスカの太た刀ちは寸すん分ぶん違たがわず、機械的精度で結界の継つぎ目めを切きり裂さいていた。

　一ミリでもずれていれば──

　一秒でも遅おくれていれば──

　重力の網あみに囚とらわれ、押しつぶされていただろう。

「よもや重力の檻おりさえ見切るか」

　跳とび退のくサリンジャー。

　だが後退しようとした刹せつ那な、その背中が硬かたい何かに押し返された。それは監かん獄ごく塔とうの壁かべ。魔人は気づかなかった。

　イスカの追随に圧おされ、その後退さえ壁かべ際ぎわに追おい詰つめられていたことに。

「地爆の星霊」

　超越の魔人サリンジャー。

　その男が吼えた。

「──噴ふき上げよ。そなたの怒いかりで大地を焦こがせ」

「帝てい国こく兵そこを退どけ！」

　地の星霊使いである燐は感じとった。

　イスカの足下。

　その地下から湧わき上がる灼しやく熱ねつのエネルギー。この星のあらゆる自然現象の中で最大級の威い力りよくをもつエネルギーが今まさに噴き上がらんとしていたことを。

「溶岩マグマに吞のまれるぞ！」

　噴ふん火か──

　イスカの足下が真っ赤に光ひかり輝かがやき、直後、大量の土砂と火花をまとって噴きだした。

　噴きだす溶岩マグマは紛まぎれもなくこの星の自然物。

　星剣で斬ったとしても意味がない。

「ぐっ……！」

　監獄塔の壁際からイスカは大きく跳び退いた。

　押し寄せる溶岩マグマに触ふれた監かん獄ごくの外がい壁へきがみるみると融ゆう解かいし、芝生がその熱で発火。さらに監獄塔のまわりへと延焼していく。

「助かったよ」

「背に腹は替えられない。それだけだ」

　唇くちびるから出血した燐が、息を荒あららげながらも身を起こす。

「このまま追い詰めるぞ帝国兵。悔くやしいが、貴様がここにいたのは僥ぎよう倖こう。あの男がいくつ手札を残しているかわからないが、ここで仕留める」

「ん？　それは何の冗じよう談だんだ？」

　監獄塔の二階屋上。

　歪ゆがんだ塔とうのわずかな足場に立つ男が、白しろ髪かみをなびかせながら眼下を一望。両目を細め、冷笑まじりの視線でこちらを見下ろす。

「まるで俺が手札を晒さらしたかのような言いぐさだが」

「……何がおかしい」

　その視線を真っ向から睨み返す、茶髪の少女。

「貴様はしょせん盗人ぬすつとだ。盗める星霊もすべてではなく、せいぜい半分。なれば威力とて本来の術には及およばない」

　究極の一手に欠けるのだ。

　始祖ネビユリスの『天の杖つえ』、アリスの『大だい氷ひよう禍か』、キッシングの『棘とげの竜』──

　一流の星霊使いには己の切り札が必ずある。だが、この男にはそれがない。水鏡の星霊という特性上、奥義にあたるものが存在しないのだ。

「貴様の手札、ここですべて明かさせてくれる」

「手札か。なるほど……」

　超越のサリンジャーから零こぼれる、吐と息いき。

「俺の悪あく癖へきだ。手を抜く気はないのだが、つい出だし惜おしんでしまう。三十年前の王宮戦も、披ひ露ろうを惜しんだがゆえに遅れを取ったからな」

「……なにっ？」

「手札を残しているかだと？　そもそも、俺は三十年前から一度として手札を晒したことなどないぞ。なあ端女はしため、そして帝国の剣けん客かくよ」

　超越──。

　この魔ま人じんが自らに冠かんした異名の由来。

「深いぞ。星霊の力の真しん髄ずいは、貴様らが思っている以上に遥はるかに深い。その深しん淵えんの一いつ端たんを垣かい間ま見みて潰ついえるがいい」

　大いなる星霊の光とともに。

　イスカは、燐とともに目の当たりにした。
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　オーレルガン監獄塔。

　敷しき地ち東側──帝国軍の放った焼しよう夷い弾だんが芝生を赤一色に染め上げて、さらにその火の粉が風に吹ふかれ、外のビル群へと飛んでいく。

「鎮ちん圧あつ部隊は引き続き魔人サリンジヤーの捜そう索さく！　警務隊は急いで負傷者の救助。この炎ほのおはわたしが食い止める！」

　猛たける炎のなか叫さけぶ。

　頰ほおから汗あせの滴しずくを滴したたらせながら、アリスは声を張りあげた。

「看守総員、あなたたちも魔人サリンジヤーの捜索に協力を。第十三州アルカトルズの外へ出すわけにはいかないわ！　全力で痕こん跡せきを────」

『無む駄だだ』

　アリスの背後。

　紅ぐ蓮れんの炎から飛びだした人ひと影かげが、皇おう庁ちようの姫ひめめがけて拳こぶしを振ふりあげる。

『奴やつは止まらない。止める者がいないからな』

「……誰だれに言っているのかしら」

　地面から飛びだした氷柱つららが暗殺者の拳を受けとめた。ぎちっ、と音を立てて氷が軋きしみ、直後、千々の欠片かけらとなって砕くだけちる。

　互たがいに無傷。

　この男が現れて数分と経たたないが、既すでにどれだけ攻こう防ぼうをくり返したことだろう。

『先の統制は見事だった。王女の席に安座するだけの娘むすめと思いきや、中々どうして優等な指揮官だ。お前がいなければ、とうに監獄塔ここは堕おちていた』

「褒ほめてもらって光栄ね」

『褒める？　皮肉のつもりでしかないがな』

「ええ。そうでしょうね」

　鼓こ膜まくから侵は入いって心臓に絡からみつくような奇き怪かいな電子音声。その男の声に、アリスは歯を食いしばった。

「使徒聖ネームレス……ここはわたしの国よ。立ち退きなさい暗殺者風情が」

『魔ま女じよに風情呼ばわりされるとは滑こつ稽けいだ』

　頭から足先まで鈍にび色いろの光化学スーツで覆おおった男。

　体型不明。声も電子音声。スーツの下は人間ではなく独立機械兵なのではという噂うわささえある。

　──使徒聖第八席・ネームレス。

　星脈噴出泉ボルテツクスをめぐっての激げき突とつからまだ二週間と経っていない。まさかこの皇庁の領土に侵入していたとは。

「さっき突とつ然ぜんに現れた時は驚いたわ。どうやって国境を越こえたか聞いてもいいかしら？」

『無論、力ずくで』

「噓うそよ。それならわたしが報しらせを受けないわけがない」

　空とぼける帝国の暗殺者。

　この男の部下が何人潜ひそんでいるかわからないが、間ま違ちがいなく計画的な侵入だろう。

「これはあなたの差し金？　監獄を襲おそって魔人サリンジヤーを解きはなったのも」

『今それが必要か？　目の前の現実がすべて。監獄塔は焼け落ち、超ちよう越えつのサリンジャーは再び王宮を襲う。それだけだろうに』

「わたしが止める」

『このザマでか？』

　大気が凍こおりつく。何十本という氷の鎗やりが生まれ、使徒聖ネームレスへと襲いかかる──その寸前に、帝国の暗殺者は炎の中へと消えていた。

　……また隠かくれた。

　……次はどこから出てくるの！

　土つち煙けむり。炎の揺ゆらぎ。飛び交う火の粉。

　ネームレスという男が身を隠すのには最適な環かん境きようが整いすぎているのだ。アリスが確実に攻こう撃げきをあてるには全方位、広こう範はん囲い無差別にまわりを氷こおり漬づけにするしかないのだが。

　状じよう況きようがソレを許さない。

『皇庁での戦せん闘とうは優位と思ったか？』

　炎の猛りに混じる、声。

『貴様の部下。同どう胞ほう。国民。さあ貴様の術を見せてみろ』

「っ！　黙だまりなさい！」

　ここで全力を出せば同胞を巻きこむ。

　アリスがそう理解していることを、この男は誰より知っている。

「使徒聖ネームレス、あなたこそ以前の勢いはどうしたの。本気でかかってきなさい！」

『本気？　ああいいとも。超越サリンジヤーがこの敷地を抜ぬけた後にな』

「っ」

　なんと癪しやくに障る。

　だが的確な作戦であることだろう。

　……燐。頼たのむわよ。

　……あなたしかいないの。帝国軍の目がわたしに向いている間に、あの魔人を！

　魔人サリンジャーの発見と追つい跡せき。それが危険極まりないことはアリスとて承知の上だ。自分だってこんな役目を最愛の従者に命じたくない。

　……せめてあと一人。

　……彼がいてくれたら……いえ、だめよ。それを願うのはいけないわ。

　そんな都合のいいことを期待してはいけない。

　確かにアリスは帝てい国こく剣けん士しにそんな願いを抱いだいた。魔人の拘こう束そくに協力してほしい。それと引ひき替かえに国外への解放を約束しよう、と。

　だが言えなかった。

　あまりに都合が良すぎる。それは不純だ。好敵手ライバル──イスカに抱く感情までもが穢けがれてしまう。それだけは絶対に嫌いやだ。

「ネームレス！」

　唇を嚙かみしめて、燃えさかる炎を見回す。

「さっさと出てきなさい。そうでなければ、あなたを無視してもわたしは──」

　噴ふき上がる火柱。

　それはアリスの周囲で燃えている炎ではなかった。

　オーレルガン監かん獄ごく塔とうのすぐ前で、あたかも火山の噴火のごとく、溶岩マグマまじりの火柱が夜の空を赤く染め上げた。

　灼熱の光が照らしだす──

　監獄塔の二階屋上に、激しくコートをはためかせる白しろ髪かみの男。

「……サリンジャー!?」

　そして。

　その男に挑いどむ、黒くろ髪かみの帝国剣士の姿をアリスは見た。




　　　　　　　３




　水鏡の星せい霊れい──

　他者の星霊を盗ぬすむ。極めて危険なものとして忌いみ嫌きらわれた星霊。

　サリンジャーの右手の星せい紋もんを他の星紋と重ね合わせることで、その星霊の最大五十パーセントまでを写し取る。

　それこそが──

「勘かん違ちがい。それも甚はなはだしい錯さつ覚かくだな。他者から盗む？　はっ！　それは星霊というモノを理解していない者の表現だ」

　オーレルガン監獄塔二階。

　その外がい壁へきから地上を眼下におさめ、白しろ髪かみの美び丈じよう夫ふが高らかに宣言した。

「水コ鏡レは『星霊を二つに分裂させる』星霊だ」

「……戯ざれ言ごとを！」

　対し、地上から叫び返すのは燐だ。

「それは言葉の言いい換かえだ。貴様に星霊を奪うばわれた術者の力が半減していることは事実。貴様は盗人とどこが違ちがう」

「半分だからこそできることがある。そう言っている」

　魔人の両手に灯ともる二色のちらつき。

　右手に赤の星霊光。そして左手に、青の星霊光。

「『揚よう棄き』『廃はい棄きし、昂たかめよ』」

「……っ。バカな!?」

　燐が言葉を失う。魔人の両手に灯る二色の星霊光は、この男が『同時』に二つの星霊を従えていることを意味していたからだ。

　あの始祖ネビユリスでさえ、同時に二つの星霊術を使ったことはない。

「火と水。土と風。陰いんと陽──」

　呪じゆ文もんのごとく。

　吹きすさぶ風に流れる魔人の言の葉。

「対立する二概がい念ねんをより高い次元に引き上げ、統合する。個の星霊では決して到とう達たつできぬ『揚棄』の境地を知るがいい」

　五十パーセントの星霊同士、欠けている部品パーツを一つに統合できる。

　それこそが水鏡の星霊の、真髄。

「これが星の意思だ」




　火と水の星階唱サンクトウス『人の始まりに炎あり。凍いてつく大河の畔ほとりより興れ』




　巨きよ大だいな氷ひよう塊かい。燃えさかる業火。

　そのどちらの星霊術もイスカは目にしたことがある。

　だが。

　いま空より降りそそぐ『炎』は、真っ青に凍りついていた。

　──凍てつく火。

　燃えながらにして凍る。ソレがいかなる原理で生成されたものなのか理解がおよばず、イスカの思考が一いつ瞬しゆん止まる。

　この人じん智ちを超こえた現象は、果たして剣けんで斬きれるものなのか？

　……これがどんな威い力りよくかわからないけれど。

　……地上に落下すれば大だい惨さん事じだ。それは間違いない。

「離はなれろ燐！」

　監獄塔の壁かべを蹴けりつけて空へ。三角跳とびの勢いで監獄塔の二階を超える高さへ到達し、火と水の星階唱サンクトウスを迎むかえ撃うつ。

　凍りつく火へと、イスカは全力で剣を振ふりかぶった。

「はっ！」

　炎ほのおをとりまく氷の外がい壁へきが、破は裂れつ。

　そして火種が煌きらめいた。氷の内側に閉じこめられていた火種が、氷という外がい殻かくを失った途と端たんに急激に膨ふくれあがったのは、その直後だ。

　太陽のごとく──

「っ！　氷コレは、炎を封ふう印いんする棺ひつぎか……！」

「均衡バランスを破は壊かいしたな」

　相反する星霊を同時に従える超越者サリンジヤーの、勝利の宣告。

「それが貴様の過ちだ。消えろ」

　火と氷の均衡バランス。イスカの剣が氷を破壊したために調和が崩くずれ、残った火の力が爆ばく発はつ的てきに膨れあがったのだ。

「イスカ────ッ!?」

　燐の絶ぜつ叫きよう。爆ばく発はつに吞のみこまれた剣けん士しが搔かき消える一部始終を、少女はなす術すべなく見上げるしかなかった。

　極大の花火。

　真っ赤な火の玉が弾はじけ、何千何万という火の粉となって夜空に散る。

「…………サリンジャー、これが……貴様が星霊を集めていた目的だというのか！」

「目的ではない。副産物だ」

「っ？」

「これが現時点での奥義。だが、俺の目指す地平はここではないぞ」

　降りそそぐ火の粉のなか、男の声だけが響ひびきわたる。

「我が水鏡の星霊の本質だ。二つの星霊たちを組み合わせ、より高い次元へと引き上げる。しかし、これはまだ第二次統合セカンドステージ」

「……まだ盗み足りないというのか。いったい幾いくつの星霊を奪う気だ！」

「わかっていないな」

　魔ま人じんの蔑さげすみ。

「星霊と星霊をいくら統合したところで、しょせんは星霊使いの領域。俺が目指す地平はさらに先だ。すなわち──」




　第三次統合トライステージ『人と星霊の統合』。




「……何を……言っている？」

　掠かすれた声で、燐はそう言い返すのが限界だった。炎に炙あぶられた喉のどはカラカラに渇かわき、声を紡つむぐだけで激しく痛む。

「人と星霊の統合……だと」

「始祖ネビュリス」

「……始祖様がそうだというのか!?」

「この星で、自らの力でそこに到達した者はわずかに二人。いずれも正しよう真しん正しよう銘めいの化け物だ。だが必ずや俺は到達する。あやつらに追いついてくれよう」

　燐は理解した。

　なぜこの男が『超ちよう越えつ』を名乗るのか。

　過大な自尊や一過の思いつきではない。星霊使いという次元を超こえる。それを大言するだけの力と理念が確かにある。

「……やはり、サリンジャー。私は貴様を監獄塔ここから出すわけにはいかない」

　背中から取りだす短たん剣けん。

　この男は危険だ。ネビュリス王家を脅おびやかし、皇おう庁ちようそのものを崩ほう壊かいさせうる。平和を願う皇庁の国民として見過ごすわけにはいかない。

「戦意が尽つきぬか？　あの剣士の幕切れを見たであろうに」

「幕切れ？　幕切れだと？」

　茶ちや髪ぱつをなびかせて、魔ま女じよである少女は鼻で笑った。

「はっ！　ようやくだ。今度こそ私が貴様を鼻で笑ってやる番がきた」

「……？」

「お前はイスカを知らない」

　口元に滲にじむ血を手ての甲こうでぬぐい取る。

　訝いぶかしげに顔を歪ゆがませる魔人へと、短剣の切っ先を向けて。

「あの帝てい国こく剣けん士しは我が主あるじアリスリーゼ様が認めた唯ゆい一いつの好敵手ライバル。そして何より──貴様が化け物と呼ぶ始祖様を退けた男だ」

「はて？」

　サリンジャーが眉み間けんに皺しわを寄せた。

　中立都市エインでの死し闘とうを知らぬこの男には、燐の発した言葉もただの夢見事に聞こえたことだろう。

「始祖を退けた？　何を言いだすかと思えば。戯れ言か」

「イスカがあの程度の攻こう撃げきで力つきるわけがない。私はただ、こうして貴様の演説に付き合って時間を稼かせぐだけでよかった」

「……もういい。貴様の顔も見み飽あきた。消え失せろ」

　火と水の星階唱サンクトウス。

　魔人サリンジャーの奥義が発動する、その刹せつ那な。




「どこを見てるんだ魔人」




　オーレルガン監かん獄ごく塔とうを包む火柱。

　その一いつ端たんが弾け、輝かがやく火の粉とともに一人の剣士が飛びだした。

「バカな!?」

　サリンジャーが声を引きつらせる。

　切り札は確実に決まった。氷を破壊した瞬しゆん間かんに膨れあがった炎が剣士を吞みこみ、最大火力でもって破裂。この星の秘境に棲すまう竜りゆうにさえ通じる威力がある。

　ゆえに。

　超越を名乗る魔人は、初めて背筋に冷たいものを感じていた。

「貴様……何をした剣けん客かく！」

　オーレルガン監獄塔の二階から四階へ。

　風の星せい霊れいの力を受けたサリンジャーが、一跳びで遥はるか上空へと飛び移る。間かん髪はつを容いれず、イスカも二階屋上から三階へ。

「我が真しん髄ずいの一つだぞ。生身の人間が耐たえうるものではない！」

「──この星剣は二つで一つ」

　魔人が監獄塔の最上階へ。

　対し、イスカは三階の屋上を飛びこえながら。

「黒くろ鋼がねの星剣がすべての星霊術を切きり裂さいて、白しろ鋼がねの星剣は、最後に斬った星霊術を一度だけ呼よび戻もどす」

「……！　まさか」

「僕が斬ったのは氷の外壁。炎を封印していた氷だ。その氷を呼び戻した」

　イスカの全身に刻まれた傷は火傷やけどではなく、凍とう傷しよう。

　それが意味するところは。

「呼び戻した氷を、貴様は、己の全身に纏まとったというのか!?」

　氷の鎧よろい。

　それにより『火と水の星階唱サンクトウス』の熱波から身を守った。だが超越サリンジヤーが目を剝むいたのは、星霊の氷を纏まとうという命知らずの発想だ。

「馬ば鹿かな。全身が氷こおり漬づけだぞ！　炎を防いだとしても貴様という氷の彫ちよう像ぞうができるだけ。息もできずに窒ちつ息そくするだけではないか！」

「そうだ。だから溶かすのに時間がかかった」

「…………っ」

　今度こそ言葉を失う。

　イスカが何をしたのか。熱波を防ぐために一度は氷漬けになりながらも、どうやって自力で蘇そ生せいしたのか。超越のサリンジャーは悟さとった。

　──監獄塔を包む業火。

　二階の屋上に届くほど燃え立つこの炎は、帝てい国こくが焼しよう夷い弾だんを発射したもの。時間が経たとうと消えはしない。

「この炎に飛びこんだのか！」

　星霊術の炎を防ぐために、星霊の氷をまとって氷漬けに。

　次はその氷を溶かすために、帝国の放った業火に身を投じたのだ。

　蘇生が遅おくれれば凍とう死し。

　解かい凍とうが間に合ったとしても、炎からの脱だつ出しゆつが遅れればそのまま焼死。

「狂くるっているぞ貴様。そんなデタラメな手段をあの瞬しゆん時じに思いつき、躊躇ためらわぬのか！」

「躊躇う理由がない」

「──っっっっっっっっっっっ」

　魔人がよろめく。

　今まさに我が身に迫せまりつつある剣士の、理解不能の重圧感。

　こんなにも異様な敵は過去に見たことがない。

　三十年前の王宮戦。女王ネビュリス７世を前にしても感じたことのない未み曾ぞ有うの恐きよう怖ふ。それをこんな剣士が。

「俺の秘奥を……こんなバカげた手段で破ったというのか！」

「意地がある」

　ネビュリスの姫ひめからの交こう換かん条件。

　ハンカチに忍しのばせた手て枷かせの鍵かぎを受けとったことで、好ア敵リ手スとの約束が交わされた。

　……彼女からの期待に。

　……背くわけにはいかないだろう？

　黒鋼の後こう継けいイスカは──

　氷ひよう禍かの魔女アリスとの決着前に、力つきるわけにはいかないのだから。

「意地だと？　それをバカげていると言うのだ！」

　激げき昂こうと恐怖。

　イスカに対し、魔人の咆吼にまじる二つの感情。

「おぞましき戦せん闘とう狂きようめが。だが、もう二度と今の手段を使えると思うな！」

　同じ手段での生せい還かんを確実に断つ。

　炎ほのおの激情を湛たたえながらも、思考を氷のごとく冷ややかに。

　サリンジャーという男の強さは星霊に非あらず。この剛ごう胆たんさと慎しん重ちようさの相反する気質の二面性こそが、真価。

「始祖の血脈への秘奥だ。貴様に振ふる舞まうことを誇ほこりに思え！」

　──風と雷いかずちの星階唱サンクトウス。

　サリンジャーの掲かかげた右手から星霊光が浮うかびあがり、真夜中の渦うず巻まく雲へと吸いこまれていく。

「大気と雷。踊おどれ、狂おしく！」

　拗ねじくれる大気。

　監獄塔とうを吞のみこむ砂すな嵐あらしが、周囲のすべてを吹ふき飛とばしていく。

　塔の外がい壁へきが剝はがれ落ち、その周りで燃えていた炎をも搔かき消けして、イスカと燐とを瞬またたく間まに巻きこんでいく。

「砂嵐か！」

　脅きよう威いは風ではない。

　この大おお嵐あらしの本質は、風によって舞い上がる無数の礫つぶてだ。小指の先ほどの小石さえ、この速度の風に乗れば弾だん丸がんの威い力りよくと遜そん色しよくない。

　風の機き関かん銃じゆう。

　だが、それがイスカを穿うがつことはなかった。

「……集まれ土たち！」

　大地が盛り上がる。大量の土砂が噴ふき上がるや人形を造り巨人像ゴーレムとなり、礫の弾丸からイスカを守る盾たてとなる。

「燐っ？」

「……私に構うな。あの男を倒たおせ！」

　燐の手には、小さな土の盾のみ。

　星霊術の限界。先に受けた攻撃から回復しきらぬ魔女には、イスカのための巨人像ゴーレム一体を生成するのが限界だった。

「巨人像ゴーレムとて長くは保もたない。……いけ！」

「端女はしためが！　貴様の舞ぶ台たいはとうに終演。目障りだ！」

　嵐あらしの中心に轟とどろく雷らい鳴めい。

　渦うずを巻く曇どん天てんが割れ、大地めがけて一直線に稲いな妻ずまが降りそそぐ。力つきて膝ひざを突つく茶髪の少女へと。

　雷らい撃げきが燐に襲おそいかかる。その刹那において──




　その雷撃が、凍こおりついた。




　大気を閉ざし。

　嵐を止めて。

　そして雷撃をも凍こごえさせる究極の冷気が、燐にいたる全ての害を凍らせていく。

「わたしの燐に何をする気かしら」

　氷。

　たった一つの星霊術のみを極め、真髄へと至った星霊使い。氷の息吹いぶきをまとう少女が、悠ゆう然ぜんと、そして可か憐れんな足取りで燐へと歩み寄る。

「……アリス様！」

「ご苦労だったわね燐。よく耐えてくれたわ」

　頭上の魔ま人じんには目もくれず、アリスが燐を抱だき寄よせる。

　隙すきだらけ。しかしネビュリス皇おう庁ちようの王女は、その無防備に足るだけの確信があった。既すでに決着はついているのだと。

「イスカ──」

　燐を抱きしめたまま、金きん髪ぱつの少女がそっと彼の名を口ずさむ。

「やっぱりキミは応えてくれた」

　荒あれくるう砂嵐の渦の中心へ。

　塔の天てつ辺ぺんに立つ魔人をひたすらに見み据すえ、四階の壁かべをイスカは蹴けった。

　高く。

　高く高く。第十三州のビル群にも並ぶ高さへ。

「勝負だ魔人」

「吼ほえるな下郎！　たかが剣客が、俺の高みに辿たどりつくなど夢のまた夢。認めぬぞ！」

　魔人の両手に生まれる光。

　それが掌てのひらにて凝ぎよう縮しゆくし、一対の剣けんとして具現化する。

　──光と闇やみの星階唱サンクトウス『おお王よ、そなたの無む尽じんの光明は深しん淵えんをも従えるのか』。

　光と影かげ。

　極ごく彩さい色しきに輝かがやく剣と、一切の光を吸収する黒の剣。それがどういった力を持つのか想像もできない。想像したところで無意味であろう。

　だが。

「お前の負けだ、サリンジャー」

　どんなに恐おそるべき力が剣に宿っていたとしても。その振るい手は魔人。

　星霊術を極めんとする者であって剣けん士しではない。

　ゆえに。




　イスカの星剣が、魔人の双剣を薙なぎはらった。




　剣を受けて倒れる魔人。

　オーレルガン監かん獄ごく塔とうの頂上で、王を超こえんとした咎とが人びとは腕うでを斬きられながら──

「……はっ。はっ。はははははっっっっ！」

　歓かん喜きの雄お叫たけび。

「サリンジャー？」
















「愉ゆ快かいではないか。俺が星せい霊れい使いの極きよく致ちへ向かうにあたり、星の試練はこうも厄やつ介かいな敵を拵こしらえていたとはな。これが俺の試練というわけか！」

　塔の五階から転落するサリンジャー。真っ逆さまに地上目がけて落ちていきながらも、その表情は昂こう揚ように溢あふれていた。

「心せよ。いかなる者も、俺を封ふうじることなどできはしない！」

　呪じゆ詛そめいた宣告を響ひびかせて──

　超ちよう越えつ者は、監獄塔の敷しき地ちへと真っ逆さまに転落した。
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　第十三州アルカトルズの夜が明ける──




　都市を覆おおっていた夜闇が晴れたその後に。

　オーレルガン監獄塔は、燃もえ殻がらの地となっていた。

　焼やけ爛ただれた土ど壌じよう。焼しよう夷い弾だんと星霊の炎に炙あぶられた地は大きく傷つき、今も黒い煤すすがうっすらと立ち上っている。

「アリス様。囚しゆう人じんたちの確認が終わりました。逃とう亡ぼう者は見られなかったようです」

「そう。何よりね」

　敷地をゆっくりと一周。

　わずかに融ゆう解かいした塔の外壁をちらりと見やり、アリスは隣となりの従者にふり返った。

「燐、あなたのケガは？」

「支障ありません」

「あら？　じゃあここの擦すり傷きずも平気なのかしら」

「痛いっ!?　アリス様なにをするんですか!?」

「強がりを言うからよ」

　半分は心配。もう半分はからかい混じりにアリスは噴きだした。

「わたしとあなたの仲でしょ。素直に言いなさい」

「痛くないです」

「…………」

「冗じよう談だんです！　冗談です、本当はちょっと痛いです！　だから笑顔で傷を触さわろうとしないでくださいってば！」

　包帯を巻いた少女があわてて遠のく。

「そ、そんなことよりアリス様。あの魔人の件ですが……」

「閉じこめる場所を一考するわ。次はもっと頑がん丈じような場所に」

「いえ。私が申しあげたいのは──」

　こほんと燐が咳せき払ばらい。

「先ほど、皇庁から連れん絡らくがありました。魔人サリンジャーの脱だつ獄ごくをよく瀬せ戸と際ぎわで止めてくれたと女王様からもお褒ほめの言葉が」

「そうね。お母様もほっとされたと思うわ」

　超越者。

　アリスと直接の戦せん闘とうには至らなかったが、燐の負傷と話を聞くに、女王が胸をなで下ろしたのも不思議ではないのだろう。

　……でも、その男を破ったのがわたしや燐じゃなくて。

　……帝てい国こくの剣士だなんて言ったら、お母様はどんな顔をするかしら。

　彼はもうここにはいない。

　今いま頃ごろちょうど、国境近くにまで辿りついた頃ころだろうか。




〝約束は果たしたよ。これでいいんだろ？〟




　未明。この場所で、別れ際に彼はそう言った。

　約束──

　手て錠じようを外すかわりにサリンジャーの捕ほ縛ばくに協力すること。

　だが、アリスはそれを一言も口にはしていない。口にすることを躊躇ためらったまま最後まで言えなかった。

　けれど彼は気づいてくれた。

　……イスカは、手錠を外した時点ですぐ逃にげることだってできたわ。

　……なのに来てくれた。

　自分のかわりに戦い、燐の命まで救ってくれた。思い返すだけで、ふしぎと口元が弛ゆるんでしまいそうになる。この場でスキップしたい気分になってしまうのだ。

　ああダメだ。これは良くない。

　なぜ良くないのかアリスにもわからないが、いけない気がする。

「────いえ。でも違ちがうわ！」

「アリス様？」

「危うく彼に礼を言いそうになったけど違うわ。だってこれは交こう換かん条件だもん！　イスカが行ってしかるべきことよ。そう思いましょう！」

　自分の直感は間ま違ちがっていなかった。

　彼こそが宿敵。

　だから皇庁の誰だれにも教えない。帝てい国こく剣けん士しイスカはわたしだけの好敵手ものだ。

　……そうよ。

　……これくらいイスカなら当然なの。だから礼は言わないわ。

　このアリスリーゼ姫ひめがありったけの情熱と闘とう志しを向けた宿敵なのだ。

　これくらい出来て当然だろう。

「いいこと燐。わたしたちが彼に感謝することは何一つないわ」

「は、はい！」

「わたしたちがすべきこと、それは皇庁への帰き還かんよ。さあ帰りましょう。女王おかあさまに報告しなきゃいけないことが山ほどあるんだから」

　報告は──

　もちろん彼のことは内ない緒しよで。

　そう心に誓ちかって、アリスは従者を連れて歩きだした。










　　　Intermission　『超越者たち』
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　帝てい都とユンメルンゲン──

　第三セクター中央基地に、一台の空輸機が着陸する。

　これが平時なら何十人の空軍兵が敬礼で出で迎むかえるところだが、この機体には誰だれ一人ひとりとして寄りつかない。それが慣習となっているからだ。

『────』

　空輸機のドアが開き、架タ設ラ階ツ段プを下りてくる者はわずかに一人。光化学スーツに全身を包んだ使徒聖ネームレス。

　ネビュリス皇庁の国境際に隠かくしていた機体に乗り、今ようやく帝都に帰還した。

　無言で架タ設ラ階ツ段プを下りきる。

『思いのほか手間取ったな』

　その真横。

　架タ設ラ階ツ段プを下りきったネームレスに対し、虚こ空くうから男の声が生まれた。

　ゆらりと揺ゆらめく虚空。そして人ひと影かげ。揺らめく虚空のスキマから這はい出てくるように、そこから使徒聖ネームレスが現れた。

『そして珍ちん妙みようだな。皇庁国内への侵しん入にゆう時、変装するとは聞いていたが』

『…………』

『それは俺への挑ちよう発はつか。璃洒』

　向かい合う二人のネームレス。

　どちらも頭部から足先までを鈍にび色いろの光化学スーツで覆い包んでいるが、向かいあう二人の差は歴然だ。

　空輸機の架タ設ラ階ツ段プから下りてきた方が小こ柄がらで、華きや奢しや。

「────っ、ぷはっ……！」

　小柄な方が頭部の締しめつけ具を解除。

　首から上のスーツを外したネームレスの素顔は、眼鏡めがねをかけた女だった。

「いやー、あっつぅ。暑くて死ぬかと思ったわよ。完全機密型の金属繊せん維いスーツなんて、もう絶対に着ないわ」

　大おお粒つぶの汗あせを額にはりつかせ、女使徒聖が深呼吸。

「全然だめね。光学迷めい彩さいに強化外骨格をアレンジで加えた実験スーツ。使えることは使えたけど、戦闘なんて数分が限度。ウチの方がバテて逃げてきちゃった」

「相手は？」

「氷ひよう禍かの魔ま女じよ」

　一昨日おとといの深夜──

　オーレルガン監かん獄ごく塔とうで氷禍の魔女を相手どったのが、この変装した璃リ洒シヤだ。

　超越のサリンジャーを監獄塔外へと逃がすため。

　そしてもう一つ。光学兵器の実験データ採取に、純血種は最適な相手だった。

「ムリムリ。いくら筋力を補ったって、スーツ内の圧力と温度で人間の身が保もたないもん。相手しててウチの方が勝手に倒たおれるかと思ったわ」

『徒労だな。言っただろう』

　擬似的に超人を量産する。

　使徒聖ネームレスやイスカなどの優れた兵士を育成するよりも、一いつ般ぱん兵にこのスーツを着せて超人化させる方が遥はるかに効率的──

　それが、璃洒が身をもって試したこの実験スーツだ。

「あと十年は改善が必要ねぇ」

『さあてどうかな』

　何気ない璃洒の嘆たん息そくを、ネームレスが鼻で笑って一いつ蹴しゆうした。

『璃洒・イン・エンパイア。そもそも貴様はそんな玩具など必要ないだろう？』

「んー。それどういう意味かな？」

　薄うすいレンズの奥で暗殺者を見つめる、天てん帝ていの参さん謀ぼう。

　第五席と第八席。互たがいの眼光から互いの思考を盗ぬすみとる。その応おう酬しゆう。あたかもそう感じさせる不敵な静せい寂じやくを隔へだてて。

「ま、こういう小細工もたまにはね」

　先に息を吐はいたのは璃洒だった。

「それでソッチは？　報告の為ためにわざわざ来たんでしょ」

『皇おう庁ちようへの侵入に成功した』

「知ってるから。その続き」

『特務部隊が二つ、中央州への侵入に成功した。とはいえ王宮の警備はやはり尋じん常じようではない。侵しん攻こうにはしばらく時間がかかる』

「あらいいじゃない？」

　艶つややかな唇くちびるにうかぶ、色めいた微笑。

「これで八大使徒のご機き嫌げんも三日間くらい良いかしら」

『天帝陛下への報告。貴様がするか？』

「んー。そうねぇ」

　眼鏡のブリッジを押し上げて。

　使徒聖・璃洒はいつになくあどけない口調でこう言った。

「また今度にしましょっか。陛下は久しぶりの外出を楽しんでいるところだし。水を差したら悪いもん」
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　ネビュリス皇庁──

　第十三州アルカトルズ郊こう外がい。灰色のビル群が建ちならぶ都心から遥かに外れた自然公園。まだ日の昇のぼりきらぬ早朝の森に、小鳥たちの声が響ひびきわたる。

　懐なつかしい地だ。

　今を遡さかのぼること三十数年。サリンジャーがネビュリス王宮を襲しゆう撃げきするよりも遥か昔から、ここは穏おだやかな緑の平地だった。

「この静けさも久しいな」

　オーレルガン監獄塔の地下室。あの淀よどんだ黴かびの臭におい。どれほど高価な香こう水すいを撒まいても、鼻を突つくあの独特の臭いは消しきれなかった。

　それが、ここはどうだ。

　瑞みず々みずしき野の匂におい。土の香かおり。花の薫かおり。息を吸うだけで肺が浄じよう化かされていく。

　とはいえ──

　今のサリンジャーは、森に長居することもできない身ではあるのだが。

「せいぜいあと一日か。監獄塔に残した分身が消えるまで」

　そして看守たちも気づくだろう。

　地下牢ろう獄ごくに投げ入れた男サリンジヤーは偽にせ者もの。星せい霊れい術でできた分身だと。




〝心せよ。いかなる者も、俺を封ふうじることなどできはしない！〟




　オーレルガン監獄塔から転落する間際に、分身を落下させて本人は退たい避ひ。その場の者の目を欺あざむいた。

「しかし──」

　早朝の木こ漏もれ日びのなか。

　超ちよう越えつのサリンジャーは、その整った眉び目もくを森の奥へと向けた。口元に堪こらえきれぬ笑みを浮うかべ、肩かたを震ふるわせる。

「好いいな。実に好いではないか」

　牢獄に捕とらえられていた三十年。

　その間に、どうやら世界も多少は面白くなっていたらしい。

「あのアリスという娘むすめ。まさかあれが小娘ミラベアの次女とはな……はっ。小娘ミラベアよ。貴様は星霊使いとしては実に取るに足らぬ女であったが、女王としての最低限の素養はあったようだ。鳶とびが鷹たかを生んだか！」

　アリスリーゼ・ルゥ・ネビュリス９世。

　今まで数多くの氷の星霊術を目にしてきたが、雷かみなりを凍こおらせる冷気というのは過去に例がない。ネビュリス皇庁の歴史においても随ずい一いちだろう。

　そして随一と言うなれば、あの剣けん客かく──

　帝てい国こく兵イスカ。

　なぜあの男が皇庁に、それも計ったかのごときタイミングで監獄塔にいたのかはわからない。だが。そんなことはどうでもいい。

「感謝するぞ、星の意思たちよ……！」

　魔ま人じんの堪えきれぬ笑みが、雄お叫たけびとなって響きわたった。

「余興は多ければ多いほど良い」

　機を急がない。

　ただ待つだけでいい。星の運命のきまぐれが導いたその時に、あの愉たのしい余興たちとは再び相まみえることだろう。

　あの時──

　サリンジャーはまだ三つの『星階唱サンクトウス』を切り札として残していた。全てを振る舞まえば、監獄塔での勝敗は逆であったかもわからない。

　しかしサリンジャーは「出し惜おし」んだ。

　今の時点で手札のすべては晒さらせない。いずれ戦うであろうネビュリス王家に手札を晒してしまうことに繫つながるからだ。

　恐おそるべきは現女王ではない。

　始祖の力を連綿と受うけ継つぎし、真の怪かい物ぶつたちは他にいるのだから。

「この世界にも飽あいていたが、なかなかどうして。楽しめそうだ」

　コートをひるがえしながら力強い足取りで、森の奥へ。

　自然公園の端はしは第十二州へと繫がっている。この第十三州を抜ぬければ追っ手もひとまず断念するだろう。

　と。

「っ。ほう？」

　異様な静寂。

　小鳥たちの歌声が一いつ斉せいに消失したことに、サリンジャーは小さく笑んだ。

　ざわざわと森へ吹ふきこむ風の正体。それが気流でありながら、わずかに星霊の力を含ふくんでいることを瞬しゆん時じに察したからだ。

　風の星霊術ではない。

　強大な星霊エネルギーが波動となって具現化したもの。とてつもない力の結けつ晶しようだ。

「何者だ？」

　背を向けたまま背後の気配に問う。

　鎮ちん圧あつ部隊の追っ手ではあるまい。これほどの力を感じさせる者が、そんなつまらない存在であるはずがないからだ。

「答えぬか。いいだろう。ならばその化けの皮を──」

　超越の魔人が息を吞のむ。

　樹の陰かげから漏もれる波動を前にして、白しろ髪かみの美び丈じよう夫ふは震えを止められなかった。

　──歓かん喜き。

　姿はない。声も発していない。

　だがそこに何が潜ひそんでいるのかを理解するには、その力の波だけで十分すぎた。

「は、はははははっっ貴様か！　よもやこの場で出で迎むかえとはな！」

　両手を広げる。

　そして、超越者は荒あら々あらしき気き迫はくでもって大地を蹴けった。




「天帝ユンメルンゲン！　俺の前に姿を現した代だい償しよう、安くはないぞ！」










　　　Epilogue　『星に願いを』
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　自然国境線・聖エルザリア大河──

　朝あさ靄もやのただよう鉄橋のちょうど中央部に、皇庁の国境線と検問所が存在する。そこを、一台の車が通過した。

「────っふぅ！」

　車の後部座席。

　イスカの隣となりに座る女隊長が、後ろの検問所をふり返った。

「あぁよかった。入国審しん査さは厳しかったけど出国審査は楽勝だね！　これでアタシたちの特務も最低限の目的は果たしたし」

　検問所を通過し、鉄橋を渡わたりおえる。

　あとは最も寄よりの中立都市まで幹線道路ハイウエイを走って、そこから帝国を目指すのみ。

「イスカ君も無事でよかったよ。ジン君がね、イスカ君が拷ごう問もんされたり薬物漬づけにされてるんじゃないかって……そんなことないよね？」

「おかげさまで」

　胸をなで下ろすミスミス隊長に、イスカは二つ返事で頷うなずいた。ちなみに一度だけ燐リンから襲おそわれかけたことはあったが、それは言うまい。

「驚おどろきました。まさか隊長たちが皇おう庁ちようにいたなんて。っていうか、今さらだけどよく国境を越こえられて……」

「まったくだ。心労がハンパじゃなかったが」

　運転席のジン。

　そして助手席の音ネ々ネもだが、珍めずらしく疲つかれを滲にじませた表情だ。

「不幸中の幸いだな。この方法以外じゃ無理だった」

「特務のこと？」

「ああ。璃リ洒シヤの話じゃ、俺らの星せい紋もんはあと数日で消える。ギリギリもいいところだ」

　第九○七部隊の任務──

　帝国兵に星霊エネルギーを照射し、星紋を肌はだに付ける人体実験。この人工星紋で皇庁に侵しん入にゆうする役目が『特務』であったという。

　……僕も特務に助けられた。

　……ジンの言うとおりタイミングもギリギリだったわけだけど。

　車のシートによりかかる。

　帝国に帰れる。そう実感した途と端たんに、強きよう烈れつな眠ねむ気けにイスカは襲われた。

「イスカ兄、眠ねむそう？　やっぱり疲れた？」

「……あ、いや大だい丈じよう夫ぶだよ。帝国領に入るまでは頑がん張ばれると思う」

　とはいうものの、これだけ疲ひ労ろうを感じたのは久しぶりだろうか。思いあたるとすれば、やはり超越サリンジヤーとの戦せん闘とう？

　いや、だが苛か烈れつな戦闘というのなら他にもあるだろう。

　他に思いあたるのは？

　そう考えた時、ある出来事が脳裏によみがえって──




〝ふふ、イスカってば。くすぐったいわ。どこを触さわってるの？〟

〝あ、逃にげちゃだめ。ほら捕つかまえたわ〟




　イスカが虜りよ囚しゆうとして過ごした夜のこと。

　リビングにいたイスカの耳に届いたのは、寝しん室しつで睡すい眠みん中のアリスの寝ね言ごとである。

　その吐と息いきが妙みように色っぽくて、一晩ずっと「ふふ、キミってば意外と……なのね」なんて意味深な言葉をくり返すのだから気にならないわけがない。

　意外と……とは？

　いったい何が意外なのか。しかもなぜ楽しそうだったのか。彼女の寝言が気になって、一時も緊きん張ちようが解ける気がしなかった。

「って、僕が疲れてるのアリスのせいじゃん!?」

「イスカ君？」

「ああいやいや、何でもないです！　本当に……」

　車の天てん井じようを見上げて溜ため息いき。忘れよう。ここはもう皇庁ではないし自分も虜囚ではない。帝国兵として振る舞うべきだ。

「隊長も元気そうで何よりです」

「アタシ？　アタシも大丈夫だよ。銃じゆうで撃うたれたのも直ちよく撃げきじゃなかったし」

「あの。そんなに元気ってことは、もしや星紋の件も解決したのかなって」

　魔ま女じよ化。

　ジンや音々のような人工星紋ではなく、ミスミスの左ひだり肩かたにある星紋は本物なのだ。

　この痣あざをどう隠かくすのかという問題は依い然ぜんとして未解決。

「もしや僕のいない間に、いい案が浮うかんだとか」

「────」

「隊長？」

「あぁぁぁぁぁぁっっっ!?　やめてイスカ君、言わないでっ！　アタシ、心の整理がまだできてないんだから！」

「忘れてたんですか!?」

「イスカ君、帝てい都とに帰ったら一いつ緒しよに考えて！　次は部下イスカくんが隊長アタシを助ける番だよ！」

「……は、はい！」

　泣きつく隊長の頭を撫なでながら、こくんと首しゆ肯こう。

　……そうだよな。

　……今のこの女ひ性とにとっては、こっちの方が遥はるかに難しいことだから。

　ネビュリスの国境を越えるより。

　帝てい国こくに居続けることの方が魔女ミスミスには遥かに難しい。

「もちろんです。次は、僕が隊長を助ける番ですから」

　弱り顔の女隊長にそう頷いて、イスカは拳こぶしを握にぎりしめた。




　　　　　　　２




　ネビュリス皇庁・中央州。

　王宮「星の塔とう」。

　世界でもっとも空に近い庭──瑞みず々みずしい草花の薫かおる空中庭園で、アリスはベンチに座って夕ゆう陽ひを見上げていた。

「アリス様」

　庭園に姿を現した燐が、折り目正しく一礼。

「女王様への報告、滞とどこおりなく致いたしました」

「ありがとう燐。女王おかあさまにはわたしからも夜にお話しするわ。魔人サリンジヤーのこと、もう一度話を聞きたいと思ってるし」

「その前にお風ふ呂ろに入ってくださいね」

「わかってるわよ……もう」

　紅に染まる自じ慢まんの金きん髪ぱつが、いまは汗あせと土つち煙けむりとでベタベタだ。

　監獄塔での総指揮と使徒聖ネームレスとの戦いを終え、一時の休みも挟はさまずに帰き還かん。女王とその側近に報告を済ませて現い在まにいたる。

「なんだか今回はついてないわね。わたしは髪かみも汚よごれて服もボロボロなのに、結局、あの使徒聖を逃がしちゃうし……」

　アリスとの戦いの最中に姿を消した使徒聖ネームレス。

　なぜ姿を消したのかは不明だが、その消失とほぼ同時に、監獄塔で鎮ちん圧あつ部隊と戦っていた帝国兵たちも忽こつ然ぜんと姿を消していた。

「帝国部隊がどうやって国境を越えたのかが疑問ね」

「はい。女王様も気にかけておられました。第十三州アルカトルズ以外にも不ふ審しんな者たちが発見されています。皇庁内に、まだ帝国の諜ちよう報ほう部隊が残っているだろうと」

「わたしたちも用心しましょう。でも……」

　膝に手をのせて深呼吸。

　頭を大きくふって懸け念ねん事じ項こうを吹ふき飛とばし、アリスはいつもの微笑で応じた。

「悪いことばかりではないわ。燐、あなたの活かつ躍やくを主あるじとして誇ほこりに思います。あの魔人サリンジヤーを相手に、よく勇気を出して戦ってくれたわね」

「……は、はい！　ありがたき御お言こと葉ば！」

　燐がピンと姿勢を正す。

「従者として身に余る光栄です！」

「ええ。それに──」

　口には出さないが。

　……ああ、だめよ。

　……これは困ったわ。

　気を抜ぬくとすぐにでも、「彼」のことを思いだしてしまう。




〝わたしの痣コレも？　キミは気にしない？　薄うす気き味み悪わるい魔女だと思ってないのなら、キミがわたしをどう見ているのか聞かせて〟

〝戦場の好敵手ライバル〟




　あの一言がいつ思い返しても嬉うれしくて仕方ない。

　魔女でもなく、王女でもなく。

　彼だけは等身大の自分わたしを見てくれている。そう知った瞬しゆん間かんの胸の昂たかぶりといったらもう、思いだすだけで頰ほおが弛ゆるんでしまいそうになるくらいだ。

「…………イスカ」

「アリス様、いま不ふ穏おんな名前が出た気がしましたが」

「い、いいのよ！」

　燐の疑わしげなまなざしに、アリスは力強くベンチから立ち上がった。

「イスカとわたしは公認よ。公認の好敵手ライバルなの！　名前を口にしたって問題ないわ！」

「問題大ありですが!?」

　がっくりと燐が肩かたを落とす。

「私とてあの帝てい国こく剣けん士しに助けられた身です。敵ながら、一人の武人として尊敬に値すべき男であることは……悔くやしいですが、認めます」

「でしょう？」

「でもダメです。あの剣けん士しの名を気軽に口にするのはいけません。特に皇庁では」

「……だって」

「女王様に言いつけますよ」

「…………はぁい。もう、燐は心配性ね」

　帝国剣士イスカ。

　その名前を口にしたって、下級兵である彼の名前なんて誰だれもわかるはずがない。ここはネビュリス皇庁なのだから。

「まあいいわ。燐、お風呂の用意を。今日は一緒に入りましょう」

「……えー」

「あら？　何でそんなに嫌いやそうなの」

「アリス様のせいでしょう！　私の裸はだかを見るたびに『……そう。燐、成長は人それぞれよ。気を落とさないで』と憐あわれみの目で見てくるからです！」

「ふふ、そんな燐も可愛いわ」

「アリス様っ!?」

　空中庭園に──

　少女の悲鳴と笑い声がこだました。
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　ネビュリス王宮「星の塔」。

　空中庭園から遠く離はなれた、第三王女の私室。

　第二王女アリスリーゼの部屋にも劣おとらぬ豪ごう奢しやな部屋は、リビングの明かりも灯ともらずに、ひっそりと静まりかえっていた。




〝イスカとわたしは公認よ。公認の好敵手ライバルなの！〟

〝あの剣士の名を気軽に口にするのはいけません。特に皇庁では〟




　響ひびきわたる第二王女アリスと、その従者の会話。

　盗とう聴ちようではない。

　星せい霊れいの力によって再現されたものだ。そんな二人の会話を何度も何度もくり返し再現し、じっと聞き取ったその後に。

　可か憐れんな少女は、ぽつりと口にした。

「──イスカ？」

　第三王女シスベル・ルゥ・ネビュリス９世。

　姉であるアリスと似ていながらも、より幼げな顔立ち。身につけたフリル付きの王衣ドレスも相まって、さながら美しき人形めいた愛らしさ。

　そんな少女が、床ゆかに直接ぺたんと座りこんだ姿でそう口にした。

「帝国兵……？」

　シスベル自身も極めて強力な純血種だ。

　保有する「灯」の星霊は、過去に起きた事象を映像と音声つきで再現する。王宮で起きた会話や出来事を自由自在に「盗ぬすみ見み・盗み聞ぎき」できる。

　シスベルに噓うその証言は通じない。

　王宮の部下たちから、もっとも恐おそれられている王族の一人である。

「アリス姉様が気にする帝国兵……？　好敵手ライバル？」

　唇くちびるに指先をあてて、シスベルは言葉を反はん芻すうした。

　姉アリスが口にしたイスカという名前は。

　これで何度目だろう。以前にも、何度か姉アリスが口にしたのを聞いた覚えがある。

　小声で。

　誰にも聞こえないよう呟つぶやいていた時がほとんどだが、シスベルの星霊はそうした独り言さえも忠実に再現する。

「イスカ……イスカ…………？」

　その名前を口にする。

「………………」

　無言で胸に手をあてた。

　王衣ドレスの生地の下から伝ってくる鼓こ動どうが、いつになく速いことは自覚している。

「まさか」

　カラカラに乾かわいた唇から漏もれる、言の葉。

「まさか。そんな偶ぐう然ぜんありえないです……」

　イスカという名の帝国兵。

　ちょうど一年前。自分を檻から解放した帝国兵の名前が、確か──────




〝静かにしてて。いま外に出してあげるから〟

〝どうして？　わたしを……逃にがすの……？〟




〝史上最年少の『使徒聖』イスカ〟

〝魔ま女じよ脱だつ獄ごく手配の国家反逆罪により逮たい捕ほ。終身禁きん固こ刑けいの処断が下る〟

　彼は名乗らなかった。

　けれどシスベルが皇おう庁ちように戻もどった後に、中立都市で発行された情報紙でイスカの名前を知ることになった。

　──一年前、シスベルはある決意で帝てい国こくに侵しん入にゆうし、そして失敗した。

　──彼に助けられたのは、まさにその時のこと。

　イスカという名の共通点。

　あの姉アリスをして好敵手ライバルと言わしめる帝国兵。その相手が使徒聖ならば合点がいく。

「でも……ありえないです……」

　掠かすれた声で、純血種の魔ま女じよは再びくり返した。

　ありえない、と。

「そんな偶然ありえないのです。それは……都合のいい解かい釈しやくです……」

　ぎゅっと服の裾すそを摑つかむ。

　肩をふるわせて、唇を嚙かみしめて。

「星の運命よ、あなたの誘ゆう惑わくには惑まどわされない。……けれど、あの兵士にもし会うことができたのなら────」

　星に願いを。

　祈いのりに言こと霊だまが宿るというのなら、何度だって自分は祈りを捧ささげよう。それが、どんなに叶かなわぬ奇き蹟せきだとわかっていても。




「お願い、もう一度……助けて……！」



















　　　あとがき







　少年は、少女の背中のヒミツに触ふれる。




　少女の肌はだに浮うかんだ見慣れぬ模様。

　奇き怪かいに光り輝かがやくその様は、あたかも何かが取り憑ついているような光景で──

　本作ではそれが、星せい霊れいを宿した痣あざをもつ「魔ま女じよ」となります。

「星コ紋レをどう思う？」──そんな魔女の姫ひめからの問いかけに、捕ほ虜りよとなった少年は、どんな言葉を返すのか。

　そして、そのやりとりの先の結末は？　今回はそんなお話です。




　さてさて。

　本書『キミと僕の最後の戦場、あるいは世界が始まる聖戦』（キミ戦）第３巻、手にとってくださってありがとうございます！

　今回は星せい紋もんに注目しつつ、物語のテーマは「離はなれたくても離れられない」。

　星の運命かイタズラか。

　前巻で『すれ違ちがい』をくり返した剣けん士しと魔女が、今度はその逆に、捕虜とその監かん視し役という関係のもと、予想外の密着生活というエピソードでした。

　互たがいの内面に触れるということ──

　その人にとっての尊厳に他人が踏ふみこむのはとても勇気が必要で、時に衝しよう突とつも生むけれど、互いを理解するためには避さけて通れないことかなと。

　今回のエピソードで互いにハッキリと「好敵手ライバル」を認識した二人がどうなるか、物語はまだまだ盛り上がりますので、こうご期待！

　ちなみにもう一つ、今回はキーワードとして「脱だつ獄ごく」というものもありました。

　今回のボスである魔ま人じんと、そして最後に出てきた彼女にまつわる「脱獄」──こちらは、今後のお楽しみということで（そう、１巻冒ぼう頭とうに出てきた彼女です）。




　と、ここで少しだけ今後の展開を。

　今年の５月に新シリーズとして始まった『キミ戦』ですが、１巻に続いて２巻もすごく好調とのことです。沢たく山さんの人に応おう援えんして頂いて、この一年、新たなシリーズとして続けることができました。

　本当にありがとうございます。この場を借りて御お礼れい申しあげます。

　イラストレーター猫ねこ鍋なべ蒼あお先生、担当編集Ｋさま、今回も大変お世話になりました。少し気が早いですが、来年もお力ちから添ぞえのほどお願いできれば幸いです。

　なお次巻は、来年春頃を予定しています。少しお待たせしますが、次も面おも白しろいお話になると思いますので、お届けできるのが今から楽しみです。

　そして次の刊行をお待ちいただく間に──

　細さざ音ねはもう一つ新作を進めていまして、ここでご紹しよう介かいさせてください。




●ＭＦ文庫Ｊ

『なぜ僕の世界を誰だれも覚えていないのか？』（２巻、10月25日刊行）。

　──これは世界から忘れられた少年の、英えい雄ゆう譚たん。

　一人の少年が、天使や悪あく魔まや幻げん獣じゆうといった強大な他種族たちに挑いどみ、「書き換かえられた」世界から正史を取り戻もどす物語。

　２巻目が出たばかりの新シリーズなので、手に取りやすいかなと。

　そしてこちらもすごく好調です。刊行すぐに大だい反はん響きようをいただいて、『キミ戦』と一いつ緒しよに、頑がん張ばっていきたいなあと。

　来年２月に最新３巻も刊行予定なので、ぜひチェックしてみてくださいね！




　さてページも残り少なくなってきました。

　剣士イスカと魔ま女じよ姫ひめアリスの物語──

　激しく衝突しながらも時にくっつく二人が、どんな星の運命を巡めぐっていくのか。

　さらにはエピローグに登場した「彼女」も本格参戦で、新たな面々が登場する第４巻、ご期待ください。




　それでは、また。

　来年２月の『なぜ僕の世界を誰も覚えていないのか？』３巻（ＭＦ文庫Ｊ）で。

　そして来年春頃の『キミ戦』４巻で。

　願わくは、その両方でまたお会いできますように。





秋の到とう来らいを感じる頃ころに　　細音啓けい　　　



　https://twitter.com/sazanek　※ツイッターで刊行の最新情報をお知らせしてます。

















細音啓

●さざねけい



第18回ファンタジア大賞、受賞。近作に『氷結鏡界のエデン』、『世界の終わりの世界録』など。

剣士と魔女のいろどる舞踏も、早くも第３幕です。

今回の表紙ヒロインは頼れる女隊長ミスミスですが……あれ。普段よりやる気に満ちてるような？

そんな第３巻、お楽しみに！


















カバー・口絵・本文イラスト／猫鍋蒼

カバーデザイン／草野剛










キミと僕ぼくの最さい後ごの戦せん場じよう、

あるいは世せ界かいが始はじまる聖せい戦せん３








細さざ音ね　啓けい
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